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	2要求水準書0424
	0要求水準書(表紙・目次)20230424_変更履歴無し
	見積依頼用要求水準書
	1要求水準書(第Ⅰ編　設計・建設編)20230323
	第1章　 総則
	１． 計画概要
	(1)  一般概要
	(2)  事業名
	(3)  施設概要
	(4)  事業期間
	(5)  建設用地（添付資料(1)「現況平面図」に示すとおり）
	(6)  本施設の基本方針
	①  生活環境の保全に配慮した施設
	②  安全性の高い施設
	③  安定稼働に優れた施設
	④  循環型社会形成の拠点となる施設
	⑤  経済性に優れた施設

	(7)  全体計画
	①  全体計画
	ア． 費用対効果が最大限発揮されることを意識した設計・建設及び運営・維持管理に努めること。
	イ． 施設全体が周辺の地域環境に調和し、清潔なイメージと周辺の美観を損なわない潤いとゆとりのある施設とすること。
	ウ． 搬入車両が集中した場合でも車両の通行に支障のない原則一方通行にて安全な動線計画と外構計画を立案すること。
	エ． ごみ運搬車、各種搬入搬出車、通勤用自動車、訪問見学者の自動車等、想定される関係車両の円滑な交通が図られるものとすること。
	オ． 大型機器の整備・補修のため、それらの搬出口、搬出通路及び搬出機器を設けること。
	カ． 防音、防臭、防振、防じん、防爆対策を十分に行うとともに、各機器の巡視点検整備がスムーズに行える配置計画とすること。特に施設運営上施設内の騒音、振動、粉じん、悪臭及び高温に対して十分対策を講じること。
	キ． 施設見学者等来場者の一般車両動線は、原則としてごみ搬入車、搬出車等の車両動線とは分離すること。
	ク． 施設見学ルートは過剰にならない一般的な範囲とし、見学者動線は見学者が安全に見学できるよう配慮すること。
	ケ． 各機器は、原則としてすべて建屋内に収納し、配置に当たっては、合理的かつ簡素化した中で機能が発揮できるよう配慮すること。
	コ． ごみ収集車等の動線を配慮するとともに、周辺環境との調和、公害対策及び寒冷地対策にも十分留意して機器等の配置計画を行うこと。

	②  工事計画
	ア． 工事中における車両動線は、工事関係車両、廃棄物搬入車両、一般車両等の円滑な交通が図られるものとすること。
	イ． 建設に際しては、災害対策に万全を期し、周辺住民への排ガス、騒音、振動、悪臭、汚水等の公害防止にも十分配慮を行うものとする。

	③  ごみ焼却施設の全体配置
	ア． 施設の機能性を考慮し、配置計画を行うこと。
	イ． 計量、管理、処理、洗車、補修等が円滑に行え、かつ、本施設へ出入りする人的動線の安全が確保できる車両動線とすること。場内では、ごみ収集車の動線と来場者などの車両動線が極力交差しないようにする。
	ウ． 上記条件の範囲でより良い設計を行うこと。


	(8)  立地条件
	①  地形、土質等
	②  気象条件（2022年気象庁データ）
	ア． 気温  最高37.8℃、最低-2.6℃（羽咋アメダス）
	イ． 平均湿度 70％（金沢気象台）
	ウ． 風速  平均3.6m/s、最大19.7m/s、最大瞬間31.3m/s（羽咋アメダス）
	エ． 最大降雨量 38.0mm/時（羽咋アメダス）
	オ． 凍結深度　　　設定なし
	カ． 積雪荷重　　　1.0ｍ以上

	③  都市計画事項
	ア． 用途地域 指定なし
	イ． 防火地域 指定なし
	ウ． 高度地域 指定なし
	エ． 建ぺい率 60％
	オ． 容 積 率 200％

	④  緑化率  指定なし
	⑤  敷地周辺設備
	ア． 電気  最寄りの北陸電力柱より引き込む
	イ． 用水  プラント用：雨水、上水（現給水ポンプ室より引き込む）
	ウ． 排水  プラント系排水：クローズドシステムにより無放流
	エ． 電話  必要回線を引き込む
	オ． その他  雨水はプラント用水とし上水の使用量を極力抑え、 　　　　　　　やむを得ず放流する場合は流量を調整すること



	２． 計画主要目
	(1)  処理能力
	①  公称能力
	②  計画ごみ量及び計画ごみ質
	ア． 計画ごみ量
	イ． 計画ごみ質
	ウ． 搬出入車両


	(2)  処理系列
	(3)  処理方式
	(4)  燃焼ガス冷却方式
	(5)  主要設備方式
	①  運転方式
	②  設備方式
	ア． 受入供給設備  ピットアンドクレーン方式
	イ．  燃焼設備  ストーカ方式
	ウ．  燃焼ガス冷却設備 水噴射冷却方式
	エ． 排ガス処理設備 有害ガス除去装置（活性炭・消石灰噴霧）、ろ過式集じん器
	オ． 通風設備  平衡通風方式、内筒鋼板製建屋一体型煙突（H=59ｍ）
	カ． 余熱利用設備  燃焼用空気加熱、温水発生器用熱源（場内給湯・場内空調）
	キ． 給水設備  生活用：上水
	ク． 排水処理設備  クローズドシステム（生活排水を除く）
	ケ． 灰出し設備  バンカ方式
	コ． 飛灰処理設備  薬剤（キレート）処理
	サ． 電気・計装設備 高圧受電設備（6.6kV）、中央制御集中管理、無停電電源装置、非常用発電機、モニターカメラ　など


	(6)  焼却条件
	①  燃焼室出口温度　850℃以上
	②  上記燃焼温度でのガス滞留時間　２秒以上
	③  煙突出口排ガスの一酸化炭素濃度　30ppm以下（酸素12％換算値の４時間平均値）
	④  安定燃焼　100ppmを超える一酸化炭素濃度瞬時値のピークを極力発生させないこと。

	(7)  公害防止基準
	①  排ガス基準値
	②  排水基準値
	③  騒音基準値
	④  振動基準値
	⑤  悪臭基準値
	⑥  工場内悪臭基準
	⑦  粉じん基準

	(8)  焼却残渣の基準
	①  焼却残渣（集じん灰を除く。）
	ア． 熱灼減量：10％以下とすること。
	イ． 性　　状：一般廃棄物の管理型処分場の埋立基準を満たすこと。
	ウ． ダイオキシン類含有量：3ng-TEQ/g以下

	②  飛灰固化物の基準
	ア． 溶出基準
	イ． 含有量基準


	(9)  環境保全
	①  大気汚染対策
	②  振動対策
	③  防音対策
	④  臭気対策
	⑤  排水対策

	(10)  運営・維持管理
	(11)  安全衛生管理（作業環境基準）
	①  安全対策
	②  災害対策

	(12)  維持管理

	３． 施設機能の確保
	(1)  適用範囲
	(2)  疑　　義
	(3)  変　　更
	①  事業者が参加者として提出した技術提案書及び事業計画書等（以下「基本設計図書」という。）については、原則として変更は認めないものとする。ただし、本組合の指示及び本組合と事業者との協議等により変更する場合はこの限りではない。
	②  実施設計に先立ち、契約設計図書を提出すること。なお、基本設計図書に変更が無い場合は、基本設計図書を契約設計図書とすることができる。
	③  実施設計期間中、契約設計図書及び基本設計図書の中に本要求水準書に適合しない箇所が発見された場合及び本施設の機能を全うすることができない箇所が発見された場合は、契約設計図書に対する改善変更を建設事業者の負担において行うものとする。
	④  実施設計完了後、実施設計図書中に本要求水準書に適合しない箇所が発見された場合には、建設事業者の責任において実施設計図書に対する改善･変更を行うものとする。
	⑤  実施設計は原則として契約設計図書によるものとする。契約設計図書に対し部分的変更を必要とする場合には、機能及び管理上の内容が下回らない限度において、本組合の指示または承認を得て変更することができる。
	⑥  その他本施設の建設にあたって変更の必要が生じた場合は、本組合の定める契約事項によるものとする。

	(4)  性能と規模

	４． 材料及び機器
	(1)  使用材料規格
	①  本要求水準書で要求される機能（性能・耐用度を含む）を確実に満足できること。
	②  原則としてＪＩＳ等の国内の諸基準や諸法令に適合する材料や機器等であること。
	③  検査立会を要する機器・材料等については、原則として国内において本組合が承諾した検査要領書に基づく検査が実施できること。
	④  竣工後の維持管理における材料･機器等の調達については、将来とも速やかに調達できる体制を継続的に有すること。
	⑤  ISO9000シリーズを取得している工場等の製品とすること。
	⑥  使用する鉄骨は、性能評価基準Mグレード以上の鉄骨製作工場の製品とすること。

	(2)  使用材質
	(3)  使用材料・機器の統一

	５． 試運転及び指導期間
	(1)  試 運 転
	①  工事完了後、工期内に試運転を行うものとする。この期間は、受電後の単体機器調整、空運転、乾燥炊き、負荷運転、性能試験及び性能試験結果確認を含めて90日間以上とする。
	②  試運転は、建設事業者が本組合と予め協議のうえ作成した実施要領書に基づき、運営事業者において運転を行うこと。
	③  試運転の実施において支障が生じた場合は、本組合が現場の状況を判断し指示する。建設事業者は試運転期間中の運転・調整記録を作成し、提出すること。
	④  この期間中に行われる調整及び点検には、原則として本組合の立会いを要し、発見された補修箇所及び物件については、その原因及び補修内容を本組合に報告すること。
	⑤  補修に際しては、建設事業者は予め補修実施要領書を作成し、本組合の承諾を受けるものとする。

	(2)  運転指導
	①  建設事業者は本施設に配置される運営事業者職員に対し、施設の円滑な操業に必要な機器の運転、管理及び取扱い（点検業務含む）、部品交換及び修繕について、教育指導計画書に基づき、必要にして十分な教育指導を行うこと。又、教育指導計画書は予め建設事業者が作成し、本組合の承諾を受けること。
	②  本施設の運転指導期間は試運転期間中の60日間とするが、この期間以外であっても教育指導を行う必要が生じた場合、または、教育指導を行うことにより効果が上がると判断される場合には、運営事業者と建設事業者が協議のうえ実施するものとする。
	③  建設事業者は試運転期間中に引渡性能試験結果の報告を行い、本組合の承諾を受けること。

	(3)  試運転及び運転指導にかかる経費
	①  本組合の負担
	②  運営事業者の負担
	③  建設事業者の負担


	６． 性能保証
	(1)  引渡性能試験
	①  引渡性能試験条件
	ア． 引渡性能試験における本施設の運転は、原則として運営事業者職員が実施するものとし、機器の調整、試料の採取、計測、分析、記録等その他の事項は建設事業者が実施すること。
	イ． 引渡性能試験における性能保証事項等の計測及び分析の依頼先は、法的資格を有する第三者機関とすること。ただし、特殊な事項の計測及び分析については、本組合の承諾を受けて他の適切な機関に依頼することができる。

	②  引渡性能試験方法
	③  予備性能試験
	④  引渡性能試験
	⑤  性能試験にかかる費用

	(2)  保証事項
	①  責任施工
	②  性能保証事項
	ア． ごみ処理能力及び公害防止基準
	(ｱ)  ごみ処理能力
	(ｲ)  焼却条件
	(ｳ)  公害防止基準（排ガス、排水、騒音、振動、悪臭、飛灰固化物の溶出基準等）
	(ｴ)  作業環境基準
	(ｵ)  緊急作動試験
	(ｶ)  熱回収率

	イ． その他実績データ等による性能確認試験項目
	(ｱ)  性能曲線図に規定する処理能力
	(ｲ)  電力使用量
	(ｳ)  助燃油使用量
	(ｴ)  排ガス処理薬剤使用量
	(ｵ)  その他集じん灰処理薬剤等の主な用役使用量




	７． かし担保
	(1)  かし担保
	①  設計のかし担保
	ア． 設計のかし担保期間は原則として、引渡後10年間とする。 この期間内に発生した設計のかしは、設計図書に記載した施設の性能及び機能、主要装置の耐用に対して、すべて建設事業者の責任において、改善等すること。なお、設計図書とは、本章「９．提出図書」に規定する基本設計図書、実施設計図書、施工承諾申請図書並びに工事関連図書、完成図書及び要求水準書とする。
	イ． 引渡後、施設の性能及び機能、装置の耐用について疑義が生じた場合は、本組合と建設事業者との協議のもとに建設事業者が作成した性能確認試験要領書に基づき、両者が合意した時期に実施するものとする。これに関する費用は、本施設の通常運転にかかる費用は運営事業者の負担とし、新たに必要となる分析等にかかる費用は責任者負担とする。この場合の「責任者負担」とは性能未達、主要装置耐用未達等の原因が設計・施工及び材質並びに構造上の欠陥に起因する場合は建設事業者の負担とし、運転・維持管理に起因する場合は運営事業者の負...
	ウ． 性能確認試験の結果、建設事業者のかしに起因し所定の性能及び機能を満足できなかった場合は、建設事業者の責任において速やかに改善すること。

	②  施工のかし担保
	ア． プラント工事関係
	イ． 建築工事関係（建築機械設備、建築電気設備を含む）


	(2)  かし検査
	(3)  かし確認要領書
	(4)  かし確認の基準
	ア． 運転上支障がある事態が発生した場合
	イ． 構造上・施工上の欠陥が発見された場合
	ウ． 主要部分に亀裂、破損、脱落、曲がり、摩耗等が発生し、著しく機能が損なわれた場合
	エ． 性能に著しい低下が認められた場合
	オ． 主要装置の耐用が著しく短い場合

	(5)  かしの改善、補修
	①  かし担保
	②  かし判定に要する経費
	③  その他


	８． 工事範囲
	(1)  機械設備工事
	①  各設備共通設備
	②  受入れ・供給設備
	③  燃焼設備
	④  燃焼ガス冷却設備
	⑤  排ガス処理設備
	⑥  余熱利用設備
	⑦  通風設備
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	２． 受入れ・供給設備
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	C． 本計量機にはデータ処理装置を設け、搬入・搬出される物の集計に必要な種別の集計、日報・月報・年報の作成を行うものとする。あわせて、搬入量は中央データ処理装置へデータ転送できるものとする。
	D． 敷地内への進入・退出については、現施設の入口と出口を使用する。添付資料(4)に全体配置動線計画例を示す。
	E． 必要な場所に信号機、標識・サイン及び看板等を設置すること。
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	C． ごみピット転落防止措置を講じること。
	D． プラットホーム監視室を設け、職員用の便所（男女別）、火栓、洗浄栓、手洗栓を設けること。
	E． 搬入車両の停滞、作業重機の排気ガス対策を講じること。
	F． 自然光を極力採り入れること。
	G． 各ごみ投入扉間にはごみ投入作業時の安全区域（マーク等）を設けること。
	H． 投入扉の扉間に安全地帯を設けること。（高さ150mm程度）
	I． プラットホームを２階に設置する場合は、下部の諸室配置を考慮し、床の防水対策を行うこと。


	②  プラットホーム出入口扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 扉寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m以上
	B． 材質    〔SUS304〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 操作方式   〔自動・現場手動〕
	E． 車両検知方式   〔光電管＋ループコイル〕
	F． 開閉時間   開〔10〕秒以内、閉〔10〕秒以内
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔信号機（入口）、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 車両通過時は、扉が閉まらない安全対応を取ること。
	B． エアーカーテンは扉の開閉と連動で動作すること。
	C． 停電時にも開閉可能なこと。
	D． 歩行者専用の出入口を２箇所設けること。



	(3)  投入扉〔およびダンピングボックス〕
	(ｱ)
	(ｲ)
	(ｳ)
	(ｴ)
	(ｵ)  特記
	A． 投入扉は動力開閉式とする。動力は扉の形式によって、油圧式、空圧式、電動式等を選定する。
	B． 扉開閉時に本扉とごみクレーンバケットが接触しないよう考慮しなければならない。
	C． 空気取入口としては、投入扉を全て閉じた時でも燃焼用空気を吸引できるようにしておくこと。
	D． 車両検知による自動制御とする。（光電管＋ループコイル）
	E． 投入可能指示灯を設置すること。
	F． 停電時でも使用可能とする。
	G． ごみの積み上げが可能な強度を有すること。


	(4)  ごみピット（土木建築工事に含む。）
	(ｱ)  形式     〔水密性鉄筋コンクリート造〕
	(ｲ)  数量     【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量     【3,360】m3以上、【7】日分以上
	B． ごみピット容量算定単位体積重量 【0.10】t/m3
	C． 寸法     幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品 〔深度ﾚﾍﾞﾙ表示､転落防止装置､赤外線ﾋﾟｯﾄ火災検知装置､放水銃〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット壁は、周囲からの水圧に耐える構造とし、地下水の漏入がないよう防水対策を講じること。
	B． ごみ搬入車両とクレーンバケットとの衝突を防ぐよう配慮すること。
	C． ごみピット容量の算定は原則として、投入扉下面の水平線（プラットホームレベル）以下の容量とする。
	D． ピット底部には水勾配を取り、ごみピット脇に設けたごみピット排水貯留槽にスクリーンを通して集水すること。
	E． 底部の汚水が速やかに排出されるよう、適切な水勾配、底部形状を計画し、また、スクリーンは清掃の容易な構造とすること。
	F． ピット内壁に深度メモリを１ｍごとに設けること。
	G． ごみピット内より臭気が外部に漏れないよう、建屋の密閉性を考慮すること。
	H． ピットの奥行きは自動運転を考慮し、クレーンバケットの開き寸法に対して､3.5 倍以上とする。
	I． ごみ搬入車両の転落防止対策を明示し、その対策を選定した根拠を明示すること。
	J． 赤外線ピット火災検知装置及び放水銃を設置し、発火位置の検知を自動で行い､放水銃で消火が行えるよう計画すること。


	(5)  ごみクレーン
	(ｱ)  形式    〔クラブバケット付天井走行クレーン〕
	(ｲ)  数量    本体【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吊上荷重   〔 〕t
	B． 定格荷重   〔 〕t
	C． バケット形式   〔 〕
	D． バケット切り取り容量 〔 〕m3
	E． ごみの単位体積重量
	F． 揚程    〔 〕m
	G． 横行距離   〔 〕m
	H． 走行距離   〔 〕m
	I． 各部速度および電動機
	J． 稼働率   〔 〕％以下
	K． 操作方式   【遠隔手動、半自動、全自動】
	L． 給電方式   キャブタイヤケーブル給電方式
	M． 付属品 　　　　　　〔制御装置、投入量計量装置(指示計、記録計、積算計) 　　　　　　　　　　　　　表示装置、クレーン操作卓、安全ﾈｯﾄ､定格荷重ｳｴｲﾄ､その 　　　　　　　　　　　　　他必要なもの〕

	(ｴ)  特記
	A． クレーン操作盤より中央データ処理装置へデータ転送を行うこと。
	B． 走行レールに沿って、クレーン等安全規則、法規等に準拠した安全通路を設けること。
	C． ガーターは、たわみ・たおれ等が生じないよう十分な強度を有すること。
	D． ガーダ上の電動機及び電気品は防塵、防滴型とすること。
	E． ごみホッパへの投入時にごみが極力飛散しないよう、バケットの開動作等により配慮すること。
	F． 機器搬出入用のホイストをクレーン本体に設けること。
	G． ホッパ階にはクレーン点検及び管理用のマシンハッチを設けること。
	H． バケット搬出入を考慮すること。
	I． 機器の給油は集中給油式とすること。
	J． 乱巻き防止と過加重防止を図り、定位置表示をつけること。
	K． ごみピット壁との干渉防止装置を設けること。
	L． クレーン操作室窓の自動洗浄装置を設置すること。
	M． ﾊﾞｹｯﾄの爪は耐摩耗性を考慮した材質とすること。


	(6)  脱臭装置
	(ｱ)  方式    〔活性炭吸着式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 活性炭充填量   〔 〕kg
	B． 入口臭気濃度   〔 〕
	C． 出口臭気濃度   悪臭防止法の排出口規制に適合すること。
	D． 脱臭用送風機
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台
	(C)  風量    〔 〕m3N/h
	(D)  駆動式   〔 〕
	(E)  所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(F)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕


	(ｴ)  付属品    〔ｻｲﾚﾝｻｰ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 活性炭の取替が容易にできる構造とすること。
	B． 風量は、ごみピット室（プラットホーム床面レベル以上）の換気回数2回/h以上とする。


	(7)  防臭剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔防臭剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ防臭剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(8)  殺虫剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔殺虫剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ殺虫剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(9)  ピット散水装置
	(ｱ)  形式    〔ﾎﾟﾝﾌﾟ+ﾉｽﾞﾙ式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧場所   〔ごみﾋﾟｯﾄ〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔水ﾀﾝｸ､送水ﾎﾟﾝﾌﾟ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみﾋﾟｯﾄ内の発じん対策として､ごみﾋﾟｯﾄ全面に散水できるような散水ﾉｽﾞﾙを設置すること｡
	B． 凍結防止を考慮すること。



	３． 燃焼設備
	(1)  ごみ投入ホッパ・シュート
	(ｱ)   形式    〔鋼板溶接製〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（シュート部を含み１時間以上）
	B． 材質    〔SS400〕
	C． 板厚    〔6〕mm 以上（滑り面〔12〕mm 以上）
	D． 寸法    開口部寸法幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	E． ゲート駆動方式  〔油圧〕
	F． ゲート操作方式  〔遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品 〔ﾎｯﾊﾟｹﾞｰﾄ､ﾌﾞﾘｯｼﾞ検出装置､ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 安全対策上ホッパの上端は投入ホッパステージ床から0.8m程度以上とし、ごみの投入の際、ごみやほこりが飛散しにくいよう配慮すること。
	B． ブリッジ解除装置を設けること。（ブリッジ検出装置とホッパ内監視用ITVを設置すること。）
	C． 開口部の寸法は、クレーンバケット全開時の寸法に対し片側で0.5ｍ（両方で１ｍ）以上余裕を確保すること。


	(2)  燃焼装置
	①  給じん装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造    〔 〕
	B． 能力    〔 〕kg/h 以上
	C． 寸法    幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 駆動方式   〔 〕
	G． 速度制御方式   〔 〕
	H． 操作方式   〔自動（ACC）、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 燃焼装置が給じん機能を有する場合は省略できるものとするが、その場合はその旨を明記すること。
	B． 耐熱、耐摩耗、耐腐食を考慮すること。


	②  燃焼装置
	(ｱ)  形式    〔准連続燃焼式ストーカ式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 能力    〔 〕kg/h 以上
	B． 材質    火格子〔 〕
	C． 火格子寸法   幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 火格子面積   〔 〕㎡
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 火格子燃焼率   〔 〕kg/㎡･h
	G． 駆動方式   〔 〕
	H． 速度制御方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕
	I． 操作方式   〔自動(ACC)、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	③  炉駆動用油圧装置
	(ｱ)  形式    〔油圧ユニット式〕
	(ｲ)  数量    各炉【1】ユニット
	(ｳ)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１ユニット分につき）
	A． 油圧ポンプ
	(A)  数量    【 】基（交互運転）
	(B)  吐出量   〔 〕m3/min
	(C)  全揚程   最高 〔 〕m
	(D)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油圧タンク
	(A)  数量    〔１〕基
	(B)  構造    〔鋼板製〕
	(C)  容量    〔 〕m3
	(D)  主要部材質   〔SS400〕厚さ〔 〕mm以上


	(ｵ)  付属品    〔油冷却器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 本装置周辺には油交換、点検スペースを設けること。
	B． 消防法の少量危険物タンク基準とすること。


	④  給油装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔グリス潤滑式〕
	(ｲ)  数量    〔 〕組
	(ｳ)  主要項目
	A． グリスポンプ
	(A)  吐出量   〔 〕cc/min
	(B)  全揚程   〔 〕m
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油の種類   〔耐熱グリス〕
	C． 操作方式   〔自動、現場手動〕
	D． 潤滑箇所   〔火格子駆動装置軸受､灰押出機軸受､その他必要箇所〕

	(ｴ)  付属品    〔グリス充填用具、その他必要なもの〕


	(3)  焼却炉本体
	①  焼却炉
	(ｱ)  形式    〔鉄骨支持自立耐震型〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造
	(A)  炉内天井   〔 〕
	(B)  炉内側壁   第１層〔 〕〔 〕mm

	B． 燃焼室容積   〔 〕m3
	C． 再燃焼室容積   〔 〕m3
	D． 燃焼室熱負荷   〔 〕kJ/m3･h以下（高質ごみ）

	(ｴ)  付属品 〔覗窓、計測口、カメラ用監視窓、点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 炉側壁にはクリンカが生じやすい傾向にあるので、空冷壁、水冷壁等のクリンカ付着防止対策を施すこと。
	B． ケーシング表面温度（外表面）は、火傷防止上室温+40℃以下となるよう、耐火物、断熱材の構成を十分検討すること。
	C． 覗窓には灰の堆積対応、清掃等を考慮しておくこと。
	D． 燃焼ガスの再燃室容量での滞留時間を850℃以上で、2秒以上とすること。
	E． 炉室内の歩廊は広範囲に敷設し、建築床までのばすこと。
	F． ２炉の間には、最上階まで広幅の階段を設けること。なお、炉芯間は、１炉の補修時（作業環境中のダイオキシン類対策を考慮）でも片炉運転が可能なように十分なスペースを確保すること。


	②  落じんホッパシュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔SS400〕厚さ 主ﾎｯﾊﾟｰ〔12〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り）

	(ｴ)  付属品    〔点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置には点検口を設けることとし、点検口は落じん、汚水の漏出を防ぐよう密閉構造とすること。
	B．  溶融アルミの付着、堆積に対する除去清掃が実施しやすいよう配慮すること。
	C． 乾燥帯ではタールの付着、堆積防止を図ること。



	(4)  助燃装置
	①  助燃油貯留槽
	(ｱ)  形式    〔円筒鋼板製〕【地下埋設式】
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kL（30日分）
	B． 材質    〔SS400〕、厚さ〔 〕mm 以上

	(ｴ)  付属品 〔油検知管､排油口（除水口）､空気抜き口､液面計､ﾏﾝﾎｰﾙ､消火器､危険物看板〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 油面計を設置すること。
	B． 給油口はタンクローリに直接接続できる位置とすること。
	C． 消防法の危険物取扱いとし、消防署の指導に従うこと。


	②  助燃油移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ギヤポンプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕L/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 材質    〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 防液提を設置のこと。
	B． 停電時にも非常用発電設備に燃料を供給できるものとする。


	③  助燃バーナ
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    【灯油】
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B． 焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度に昇温できるものとする。再燃バーナを設置する場合は、助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。


	④  再燃バーナ（必要に応じて）
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)   数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    【灯油】
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B．  焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度に昇温できるものとする。助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。




	４． 燃焼ガス冷却設備
	(1)  水噴射式燃焼ガス冷却設備
	①  ガス冷却室
	(ｱ)  形 式    〔水噴射式（完全蒸発型）〕
	(ｲ)  数 量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 積    〔 〕m3
	B． 滞留時間   〔 〕sec
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	F．  材 質    〔 〕､厚み〔 〕mm
	G． 寸 法    径〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品    〔ダスト排出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 噴射水の飛散を防止し、非蒸発水のない構造・形状とすること。
	B．  本体ｹｰｼﾝｸﾞ内面に腐食対策を講じること｡
	C． 噴射水は完全蒸発とすること。
	D． 耐水・耐熱・耐酸性に考慮した材質とすること。
	E． 下部に落ちるダストは自動的に容易に取り出せる構造とすること。
	F． ダストは原則、焼却灰とは別として取り扱うこと。
	G． ダストの付着・堆積しにくい構造とし、詰まり防止対策を施すこと。搬出に対しても十分な配慮を行なうこと。


	②  噴射装置
	(ｱ)  形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕本（基/炉）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h（１本につき最大）
	B． 駆動空気量   〔 〕m3/h（二流体の場合）
	C． 噴射水圧力   〔 〕MPa
	D． 駆動空気圧力   〔 〕MPa（二流体の場合）
	E． 材 質    本体：〔SUS〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾜﾝﾀｯﾁｶﾌﾟﾗ､積算流量計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ノズルは容易に脱着でき交換しやすいものとする。
	B． ストレーナーや流量計を設置し、詰まらない構造とする。
	C． 燃焼ガスの量及び温度が変化してもガス冷却室出口ガス温度が一定に保てるよう自動水量制御を行なうこと。


	③  噴射水加圧ポンプ
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 量    〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V ×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)   形 式    〔水密性RC〕
	(ｲ)   数 量    〔1〕基
	(ｳ)   容 量    〔 〕m3（使用量の〔 〕時間分）
	(ｴ)  付属品    〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾚﾍﾞﾙ計､pH計､電気伝導度計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  その他

	⑤  ガス冷却用空気圧縮機（必要に応じて）
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m

	(ｴ)  その他



	５． 排ガス処理設備
	(1)  減温塔（必要に応じて設置する）
	①  減温塔本体
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容積    〔 〕m3
	B． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	C． 出口ガス温度   〔 〕℃
	D． 滞留時間   〔 〕s
	E． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕
	F． 付属品   〔 〕、圧力計、その他必要なもの

	(ｴ)  特記
	A． 灰付着防止や摩耗を考慮すること。
	B． 噴射水は完全蒸発すること。
	C． 低温腐食対策を行なうこと。
	D． 耐火物やケーシングは、耐熱及び耐腐食対策を施すこと。


	②  噴射ノズル
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕本
	(ｳ)  主要項目（1 本につき）
	A． 噴射水量   〔 〕m3/h
	B． 噴射水圧力   〔 〕MPa

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 噴射ノズルは、減温塔内を通過する燃焼ガスに完全蒸発可能な大きさに微粒化した水を噴射することにより、所定の温度までの冷却を図るもので、燃焼ガスの量及び温度が変化しても減温塔出口ガス温度が一定に保てるよう、広範囲の自動水量制御が行えること。
	B． ノズルの目詰まり、腐食に対して配慮するとともに、ノズルチップの消耗に対しては容易に脱着でき交換しやすいものとする。


	③  噴射水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 回転数   〔 〕min-1
	E． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕


	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	⑤  減温用空気圧縮機（必要に応じて設置する）
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)   主要項目（１基について）
	A． 吐出空気量   〔 〕m3/min
	B．  全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕kW
	D． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの


	(2)  集じん器
	①  ろ過式集じん器
	(ｱ)  形式    〔ろ過式集じん器〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)   主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   常用〔200〕℃以下
	C． 入口ばいじん濃度  〔 〕g/m3N〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	D． 出口ばいじん濃度  【0.01】g/m3N 以下〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	E． 室区分数   〔1〕室
	F． 設計耐圧   〔 〕Pa以下
	G． ろ過速度   〔 〕m/min
	H． ろ布面積   〔 〕m2
	I． 逆洗方式   〔ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄ〕
	J． 主要材質
	(A)  ろ布    〔 〕（耐熱温度250℃以上）
	(B)  本体外壁   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕厚さ〔4.5〕mm以上


	(ｴ)  付属機器
	A． 逆洗装置   〔 〕
	B．  ダスト排出装置  〔 〕
	C． 加温装置   〔 〕
	D． その他必要なもの

	(ｵ)  付属品    〔差圧計〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ケーシングの腐食対策をおこなうこと。
	B．  ろ布交換が容易にできる構造とすること。
	C． ガス流速の平均化を考慮すること。
	D． ﾀﾞｽﾄ払い落とし装置は、差圧制御及びﾀｲﾏｰ制御を併用すること｡



	(3)  有害ガス除去設備
	①  HCl、SOx除去設備
	(ｱ)  形式    〔乾式法〕
	(ｲ)   数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   入口〔 〕℃
	C． HCl濃度（乾きガス、O212％換算値）
	D． SOx濃度（乾きガス、O212％換算値）
	E． 使用薬剤   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔1〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ、その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔ﾃｰﾌﾞﾙﾌｨｰﾀﾞ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   回転数制御
	(E)  操作方式   自動､遠隔･現場手動
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品    〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 薬剤輸送管の閉塞､曲り､静電気等の対策を行うこと｡
	B． 機器は粉じん及び有害ガスの漏洩しない密閉度の高いものを使用すること。


	②  NOx除去設備
	ア． 無触媒脱硝法
	(ｱ)   形式    〔尿素噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm以下
	B． 使用薬剤   〔尿素〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 薬品貯留装置
	(A)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつﾛｰﾘｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(B)  ロードセル装置付き

	B． 薬品供給装置

	(ｵ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	イ． 燃焼制御法（必要に応じて、排ガス再循環法を含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm 以下
	B． 制御項目   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	(ｵ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの



	(4)  ダイオキシン類及び水銀除去設備
	①  活性炭吹込方式
	(ｱ)  形式    〔活性炭吹込〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   〔 〕℃
	C． 入口ダイオキシン類濃度 〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	D． 出口ダイオキシン類濃度 【0.05】ng-TEQ/m3N以下
	E． 入口水銀濃度   〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	F． 出口水銀濃度   【30】μg/m3N以下
	G． 使用薬剤   〔活性炭〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ､その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   〔 〕
	(E)  操作方式   〔 〕
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品 〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記



	６． 余熱利用設備
	(1)  温水発生器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B．  温水発生量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔加熱空気〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F．  材質    本体〔 〕､伝熱管〔 〕
	G． 管径φ   〔 〕mm
	H． 肉厚    〔 〕mm
	I． 構造    〔 〕
	J．  付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(2)  温水発生器循環ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E．  材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(3)  温水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B．  材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(4)  給湯用タンク（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(5)  給湯用熱交換器（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B． 循環量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔温水〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F． 材質    〔 〕
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(6)  給湯用熱交換器循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(7)  給湯用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B．  揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(8)  給湯用ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(9)  冷暖房用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 冷却水温度（入口）  〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの



	７． 通風設備
	(1)  押込送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 押込送風機の風量は、計算によって求められる最大風量・風圧に20％以上の余裕を持つものでなければならない。また、風圧についても炉の円滑な燃焼に必要かつ十分な静圧を有するものとする。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。
	C． 風量制御方式について、自動燃焼制御を採用し、その調節要素に風量調節要素を加えた場合は、自動制御方式が採用される。
	D． 騒音・振動防止に配慮した計画とする。


	(2)  二次送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置は必要な風量・風圧に20％以上の余裕を持たせること。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。


	(3)  空気予熱器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 入口空気温度   〔 〕℃
	B． 出口空気温度   〔 〕℃
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 空気量   〔 〕m3N/h
	F． 構造    〔 〕
	G． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 灰付着防止に配慮すること。
	B． 清掃が容易な構造（ベアチューブ等）とすること。
	C． 高温腐食対策を考慮すること｡


	(4)  風道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔12〕m/s以下
	B． 材質    〔鋼板〕、厚さ〔3.2〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕

	(5)  誘引送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  操作方法   〔自動遠隔及び現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（常用温度において）
	C． 排ガス温度   〔 〕℃（常用）
	D． 回転数   〔 〕min-1
	(A)  電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(B)  風量制御方式  〔自動炉内圧調整〕
	(C)  風量調整方式  〔ダンパ方式＋回転数制御方式〕
	(D)  主要材質   〔 〕


	(ｵ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｶ)  特記
	A． 誘引送風機は、計算によって求められる最大ガス量に20％以上の余裕を持つものとする。
	B． 上部階に設置する場合は、防振架台等で振動防止対策を行うこと。


	(6)  煙道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔15〕m/s以下
	B． 材質    〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕、厚さ〔4.5〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 伸縮継手はインナーガイド付きとし、ガスの漏洩がないようにすること。
	B． 点検口等の気密性に留意すること。


	(7)  煙突
	(ｱ)  形式    【内筒鋼板製建屋一体型煙突】
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 筒身数   【2】基
	B． 煙突高   【59】m以下
	C． 内筒    〔材質耐硫酸・塩酸露点腐食鋼又はSUS316L以上、 　　　　　　　　　　　　　　外部保温（ラッキング含む）〕
	D． 頂部口径   〔 〕φm
	E． 排ガス吐出速度  〔 〕m/s
	F． 頂部排ガス温度  〔 〕℃

	(ｴ)  付属品    〔測定孔、点検用階段、避雷針〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 頂部は、頂部ノズル部分のダウンウォッシュによる腐食等を考慮した構造とすること。
	B． 笛吹き現象防止に配慮した構造とすること。
	C． ダウンウオッシュ現象防止に配慮した構造とすること。
	D． ダウンドラフト現象防止に配慮した構造とすること。
	E． 煙突内は階段を設ける｡階段の勾配は原則45 以下とする｡
	F． 排ガス測定孔は､排ガスの層流が得られた場所とし､機材搬入用のﾎｲｽﾄを設置する｡
	G． 排ガス測定孔やマンホール部は､全面ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞを敷設する。



	８． 灰出し設備
	(1)  灰冷却装置（半湿式法）
	(ｱ)  形式    〔灰押出装置〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 運搬物   〔焼却灰〕
	B． 能力    〔 〕t/h
	C． 単位体積重量   〔1.0〕t/m3
	D． 駆動方式   〔 〕
	E． 主要材質   〔 〕
	F． 主要寸法   〔 〕mm×〔 〕mm
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔レベル計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 水素ｶﾞｽ対策を行うこと｡
	B． 摩耗箇所はﾗｲﾅｰ構造（12mm以上）とし、対策を行うこと。
	C． 運転中は、炉内圧力が変動しない機密性の高い構造とすること。
	D． 本装置清掃時に内部の焼却灰をすべて排出しやすいように考慮すること。
	E． 運転中の可燃性ガスは炉内に排出すること。
	F． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(2)  落じんコンベヤ（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm×長さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 構造はその用途に適した簡単、堅牢なものとする。
	B． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(3)  灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】系列
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕
	B． 主要寸法   〔 〕m×〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払い、必要に応じて局所排気装置を計画すること。


	(4)  灰バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔　〕m3 【 】日分
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ロードセル装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(5)  飛灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 寸法    〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕
	D． 駆動装置   〔　〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置を複数乗り継ぐ計画とする場合は、下流側の機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払うこと。


	(6)  飛灰処理設備
	①  飛灰貯留槽
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 寸法    〔 〕mφ×高さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕

	(ｴ)  主要機器（１基につき）
	A． レベル計＋ロードセル装置
	B． 切り出し装置
	C． エアレーション装置
	D． バグフィルタ

	(ｵ)  付属品    〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置、加温装置〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ブリッジが生じないよう配慮すること。
	B． バグフィルタの稼働及びダスト払い落としはタイマーにて自動的に行うこと。


	②  定量供給装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ヒータ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	③  混練機
	(ｱ)  形式    〔　〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h（1日発生量を5時間/日で処理する。）
	B． 処理物形状   〔 〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 清掃が容易な構造とすること。
	C． 羽根等の摩耗対策を施すこと。


	④  薬剤添加装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用薬剤   〔 〕
	B． 薬剤添加量   〔 〕％

	(ｴ)  主要機器

	⑤  薬剤タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 有効容量 〔 〕m3（購入時に〔7〕日分以上かつﾛｰﾘｰ搬入できる容量以上とする。）
	B． 主要材質   〔 〕
	C． 付属品   〔ﾚﾍﾞﾙ計〕､その他必要なもの


	⑥  薬剤ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   圧力計､ﾘﾘｰﾌ弁､ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ､流量計､その他必要なもの


	⑦  希釈水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕､その他必要なもの

	⑧  希釈水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   〔 〕､その他必要なもの

	(ｴ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	⑨  処理物搬送コンベヤ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm
	C． 養生時間   〔 〕min
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 駆動方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品 〔ﾍﾞﾙﾄ緊張装置､点検口､引綱ｽｲｯﾁ､ITV用窓､集じん用排気口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 十分な養生時間をとること。


	⑩  処理物バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3 【 】日分以上
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記



	９． 給水設備
	(1)  所要水量
	(ｱ)  特記
	A． プラント用水は、雨水を優先的に使用し不足する場合上水を使用する。使用水量をできる限り少なくするため、支障のない限り循環使用し、水の有効利用を図る。
	B． 生活用水は現給水ポンプ棟より上水を分岐して引き込むこと。
	C． その他、所要水量詳細については、用役収支(水、汚水)を明示すること。


	(2)  水槽類仕様
	(3)  ポンプ類仕様（生活用水揚水ポンプは建築設備に含む）
	(4)  機器冷却水冷却塔（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔クーリングタワー式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 循環水量   〔 〕m3/h
	B． 冷却水入口温度  〔 〕℃
	C． 冷却水出口温度  〔 〕℃
	D． 外気温度   乾球温度【 】℃、湿球温度【 】℃
	E． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	F． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔凍結防止用ﾋｰﾀ〕、その他必要なもの

	(5)  機器冷却水薬注装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 薬剤    〔 〕

	(ｴ)  付属品
	A． 薬注ポンプ   〔 〕基
	B． 薬剤タンク   〔 〕基
	C． その他必要なもの



	１０． 排水処理設備
	(1)  ごみピット排水
	①  ごみピット排水貯留槽（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔水密RC〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（ごみピット排水の【 】日分）

	(ｴ)  付属品 〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾀﾗｯﾌﾟ､ｽｸﾘｰﾝ､換気装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの

	②  ごみピット排水移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔水中ポンプ〕
	(ｲ)  数量    【2】基（内【1】基納入予備）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置〕、その他必要なもの

	③  ごみ汚水ろ過器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕m3/h
	B． メッシュ   〔 〕μm
	C． 主要材質
	(A)  本体    〔SUS304〕
	(B)  ｽｸﾘｰﾝ    〔SUS304〕

	D． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	E． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔洗浄装置〕、その他必要なもの

	④  ろ液貯留槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計､ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管､ﾄﾞﾚﾝ管〕、その他必要なもの

	⑤  ろ液噴霧ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E．  操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､ﾊﾞﾙﾌﾞ類〕、その他必要なもの

	⑥  ろ液噴霧器
	(ｱ)  形式    〔二流体噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h
	B． 噴霧水圧   〔 〕MPa
	C． 空気量   〔 〕m3/h
	D． 空気圧   〔 〕MPa
	E． 主要材質   〔SUS316〕
	F． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置、コンプレッサ〕、その他必要なもの


	(2)  プラント系および生活系排水
	①  水槽類（参考）
	②  ポンプ・ブロワ類（参考）
	③  塔・機器類（参考）
	④  薬液タンク類（参考）
	⑤  薬液注入ポンプ類（参考）


	１１． 電気設備
	(1)  電気方式
	(ｱ)   受電電圧   交流三相３線式 【6.6】kV、【60】Hz、【1】回線
	(ｲ)  配電種別   【一般線または専用線】
	(ｳ)  配電方式および電圧
	A． 高圧配電   交流三相３線式 【6.6】kV
	B． プラント動力   交流三相３線式 6.6kV
	C． 建築動力   交流三相３線式 400V級
	D． 保守用動力   交流三相３線式 210V
	E． 照明、計装   交流単相３線式 210/105V
	F． 操作回路   交流単相２線式 100V
	G． 直流電源装置   直流 100V
	H． 電子計算機電源  交流単相２線式 100V


	(2)  受配変電盤設備工事
	①  構内引込用柱上開閉器
	(ｱ)  形式    〔地絡方向継電器付過電流ロック型（重耐塩型）〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  定格    〔　〕kV 〔 〕A

	②  高圧受電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW形に準ずる)〕
	(ｲ)  数量    〔１〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	③  高圧配電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW 形に準ずる)〕
	(ｲ)   数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	④  高圧変圧器
	(ｱ)  プラント動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔440〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｲ)   建築動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔210〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｳ)  照明等用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B．  電圧    〔6.6〕kV/〔210/105〕V（単相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種


	⑤  高圧進相コンデンサ
	(ｱ)  コンデンサバンク数  〔 〕台
	(ｲ)  コンデンサ群容量  〔 〕kVar
	(ｳ)  直列リアクトル、放電装置等付属機器を明記する。


	(3)  電力監視設備
	①  電力監視盤（必要に応じて設置する。）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  構成    〔 〕
	(ｴ)  主要取付機器を明記すること。


	(4)  低圧配電設備
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形〕
	(ｲ)   数量    計 〔 〕面
	A． 440V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	B． 200V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	C． 照明用単相主幹盤  　 〔 〕面
	D． 非常用電源盤   　 〔 〕面
	E． その他の配電盤  　 〔 〕面(盤ごとに明記する。)

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	(5)  動力設備工事
	①  動力制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形
	(ｲ)  数量    計 〔 〕面
	A． 炉用動力制御盤  　 〔 〕面
	B． 共通 〃    　 〔 〕面
	C． 非常用 〃    　 〔 〕面
	D． その他必要なもの  　 〔 〕面（盤ごとに明記する。）

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	②  現場制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕
	(ｲ)  数量    〔1〕
	(ｳ)  主要取付機器 〔配電用遮断器､電磁接触器､ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ､補助継電器､運転停止、故障表示灯､その他付属品1式〕

	③  現場操作盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕

	④  中央監視操作盤（計装設備の計装盤に含む）
	⑤  電動機
	(ｱ)  定格
	(ｲ)  電動機の種類
	(ｳ)  電動機の始動方法

	⑥  ケーブル工事
	(ｱ)  工事方法
	(ｲ)  接地工事
	(ｳ)  使用ケーブル
	(ｴ)  高圧端末処理材


	(6)  非常用発電設備
	①  原動機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 出力    〔 〕PS
	B． 燃料    〔 〕
	C． 起動    〔 〕
	D． 冷却方式   〔ﾗｼﾞｴｰﾀ〕


	②  発電機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kVA
	B． 電圧    〔 〕kV
	C． 力率    〔 〕％
	D． 回転数   〔 〕min-1

	(ｴ)  非常用負荷内訳 〔ごみ投入扉電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ｶﾞｽ減温用送風機､ﾌﾟﾗﾝﾄ用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水冷却塔､計装用空気圧縮機､ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口扉、ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ用ｼｬｯﾀｰ､生活用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､消火ﾎﾟﾝﾌﾟ､電気室換気扇､ごみ計量機､計装電源､制御電源､防災電源､助燃油移送ポンプ､運営事業者事務室、現管理棟事務室、その他必要な機器〕


	(7)  無停電電源装置
	①  直流電源装置（必要に応じて設置する｡）
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内自立形〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要項目
	A． 充電器形式   〔トランジスタ式、サイリスタ式〕
	B． 入力    AC3相〔 〕V、〔 〕Hz
	C． 出力    DC〔 〕V

	(ｴ)  蓄電池
	A． 形式    〔制御弁式据置鉛蓄電池(MSE形)〕
	B． 容量    〔 〕AH（1時間率、10時間率）
	C． 数量    〔 〕セル
	D． 定格電圧   〔 〕V
	E． 放電電圧   〔 〕V
	F． 放電時間   〔 〕分


	②  交流無停電電源装置
	(ｱ)  形式
	A． 入力電圧   ＤＣ　100V（停電時）
	B． 交流出力   〔 〕kVA

	(ｲ)  無停電電源予定負荷内訳 〔中央監視操作盤内制御用ｼｰｹﾝｻｰ電源､中央操作室ｵﾍﾟﾚｰﾀｺﾝｿｰﾙ用電源､重要な計装機器(温度･圧力等)電源､制御回路等ｼｰｹﾝｻｰ電源、助燃油移送ポンプ、その他必要な機器〕


	(8)  その他

	１２． 計装制御設備
	(1)  計画概要
	(ｱ)  本設備は、プラントの操作・監視・制御の集中化と自動化を行うことにより、プラント運転の信頼性の向上と省力化を図るとともに、運営管理に必要な情報収集を合理的、かつ迅速に行うことを目的にしたものである。
	(ｲ)  本設備の中枢をなすコンピューターシステムは、原則として2重化システムとし、各設備・機器の集中監視・操作及び自動順序起動・停止、各プロセスの最適制御を行うものとする。
	(ｳ)  また、工場の運転管理及び運営管理に必要な情報を各種帳票類に出力するとともに、運営管理及び保全管理に必要な運転データを作成するものである。
	(ｴ)  耐雷対策に配慮した製品を採用すること。

	(2)  計装制御計画
	(ｱ)  一般項目
	A． 一部の周辺機器の故障及びオペレータの誤操作に対しても、システム全体が停止することのないよう、フェールセーフ等を考慮したハードウェア・ソフトウェアを計画する。
	B． 対環境性を十分考慮のうえ、ごみ処理プロセスの雰囲気に適したシステム構成とし、停電、電圧の変動及びノイズ等に対して十分な保護対策を講ずる。

	(ｲ)  計装監視機能
	A． レベル、温度、圧力等プロセスデータの表示・監視
	B． ごみクレーン運転状況の表示
	C． 主要機器の運転状態の表示
	D． 受変電設備運転状態の表示・監視
	E． 電力デマンド監視
	F． 主要(重要)な電動機電流値の監視
	G． 機器及び制御系統の異常の監視
	H． 公害関連データの表示・監視
	I． その他運転に必要なもの

	(ｳ)  自動制御機能
	A． ごみ焼却関係運転制御
	B． 受配電発電運転制御
	C． ごみクレーンの運転制御
	D． 動力機器制御
	E． 給排水関係運転制御
	F． 公害関係運転制御
	G． その他必要なもの

	(ｴ)  データ処理機能（データ・ロガ装置）
	A． ごみの搬入データ
	B． 焼却灰、集じん灰固化物等の搬出データ
	C． ごみ焼却データ
	D． ごみ発熱量データ
	E． 受電量等電力管理データ
	F． 各種プロセスデータ
	G． 公害監視データ
	H． 薬品使用量、ユーティリティ使用量等データ
	I． 各電動機の稼働時間のデータ　など
	J． アラーム発生記録

	(ｵ)  特記
	A． 停電時対策を考慮する。
	B． 補助記憶（ミラーリング）機能を持たせること。
	C． 記憶データの修正、追加が可能なこと。


	(3)  計装機器
	(ｱ)  一般計装センサー
	A． 重量センサー等
	B． 温度、圧力センサー等
	C． 流量計、流速計等
	D． 開度計、回転数計等
	E． 電流、電圧、電力、電力量、力率等
	F． レベル計等
	G． ｐＨ、導電率等
	H． その他必要なもの

	(ｲ)  大気質測定機器
	A． 煙道中ばいじん濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	B． 煙道中窒素酸化物濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	C． 煙道中二酸化硫黄濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	D． 煙道中塩化水素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	E． 煙道中一酸化炭素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	F． 煙道中酸素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	G． 風向風速計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	H． 大気温度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕


	(ｳ)  ＩＴＶ装置
	A． カメラ設置場所
	B． モニタ設置場所


	(4)  システム構成
	(5)  計装項目
	(6)  計装用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔オイルフリータイプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔冷却器、空気タンク、除湿器、その他必要なもの〕


	１３． 雑設備
	(1)  雑用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔空気タンク、その他必要なもの〕

	(2)  掃除用媒吹装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用流体   〔圧縮空気〕
	B． 常用圧力   〔 〕kPa
	C． チュ－ブ材質   〔 〕
	D． 配管箇所   〔 〕箇所

	(ｴ)  付属品    〔チューブ、ホース、その他必要なもの〕

	(3)  真空掃除装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3/min
	B． 真空度   〔 〕Pa
	C． 配管箇所   〔 〕
	D． 電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔バグフィルタ、配管、ホース、ホース格納庫、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(4)  洗車装置
	(ｱ)  形式    〔手動・高圧水噴射式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 同時洗車台数   〔 〕台
	B． 噴射水量   〔 〕m3/min
	C． 噴射水圧力   〔 〕kPa
	D． 所要電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔噴射ｶﾞﾝ､吐水ﾎｰｽ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	(5)  工具・工作機器・測定器・電気工具・分析器具・保安保護具類
	(6)  説明用備品類
	①  説明用プラントフローシート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 取付位置   〔 〕
	B． 寸法    幅〔 〕m×高〔 〕m
	C． 取付方法   〔 〕


	②  説明用パンフレット
	(ｱ)  形式    〔カラー刷り、Ａ４版〕
	(ｲ)  数量    建設概要説明用 【1000】部
	(ｳ)  その他    版権は本組合に帰属する｡上記のデータを提出すること。

	③  説明用映写ソフト＋映写装置
	(ｱ)  形式    〔DVD＋プロジェクター〕
	(ｲ)  数量    【1】式
	(ｳ)  主要項目
	A． 録画内容   〔児童用･一般用〕
	B． 付属品 〔ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ本体､ｽｸﾘｰﾝ､DVD再生装置､ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ､操作卓､AVﾐｷｻｰ､ｽﾋﾟｰｶ〕、その他必要なもの

	(ｴ)  その他    50名程度が視聴する

	④  場内案内説明装置（工場模型を含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  設置場所   〔 〕
	(ｳ)  主要項目 (1 基につき)
	A． 主要寸法   〔 〕
	B． 取付方法   〔 〕
	C． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	⑤  公害モニタリング装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】面(屋内1、屋外1)
	(ｳ)  設置場所   屋内〔 〕
	(ｴ)   主要項目 (1 面につき)
	A． 主要寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m×奥行き〔 〕m
	B． 表示方式   〔 〕
	C． 表示項目 〔ばいじん、塩化水素、硫黄酸化物、窒素酸化物、一酸化炭素、炉出口温度、その他、事務室で入力した情報〕
	D． 付属品   〔ﾃﾞｰﾀ入力装置〕、その他必要なもの



	(7)  補助温水器（燃料式、電気式どちらも可）
	①  ボイラ本体
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕kJ/h
	B． 最高使用圧力   〔 〕kPa
	C． 常用圧力   〔 〕kPa
	D． 使用燃料   〔 〕
	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕

	②  補助温水ボイラ燃料油移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕kW
	D． 口径    〔 〕mm
	E． 材質   　 本体〔 〕
	F． 軸    〔 〕
	G． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの


	(8)  機器搬出設備
	(ｱ)  形式    〔電動ﾎｲｽﾄ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 設置場所   〔炉室〕
	B． 吊り上げ荷重   〔 〕t
	C． 揚程    〔 〕m
	D． 操作方式   〔 〕
	E． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ﾚｰﾙ〕、その他必要なもの

	(9)  エアーシャワー室設備
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． ジェット風量   〔 〕m3/h
	B． ジェット風速   〔 〕m/s
	C． 吹出口   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	(10)  環境集じん器
	(ｱ)  形式    〔ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3/min
	B． 出口含じん量   〔 〕g/m3N以下
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． ろ布種類   〔 〕
	E． 主要部板厚   〔 〕mm以上
	F． 主要寸法   幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品
	A． 逆洗装置
	B． ダスト搬出装置
	C． その他必要なもの

	(ｵ)  その他

	(11)  エアライン装置
	(ｱ)  形式    〔空気清浄付ｴｱﾗｲﾝ装置〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  使用可能人数   〔 〕人／基
	(ｴ)  付属品    〔コンプレッサ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ダスト、ミスト、臭気を確実に除去できる性能のものとする。
	B． 配管材質はステンレスとする。




	第3章　 土木・建築工事仕様
	１． 計画基本事項
	(1)  計画概要
	①  工事範囲
	②  建設用地
	③  仮設計画
	ア． 仮囲い
	イ． 仮設事務所

	④  安全対策
	⑤  測量および地質調査
	⑥  掘削工事

	(2)  施設配置計画
	①  一般事項
	ア． 施設内の工場棟、計量機等の配置については、日常の車両や運営事業者職員等の動線を考慮して合理的に配置するとともに、定期補修整備などの際に必要なスペースや、機器の搬入手段にも配慮すること。
	イ． 工場棟は周辺の環境との調和を図り、施設の機能性、経済性、および合理性を追及し、かつ増築改築等、将来への展望を十分に考慮して、清掃工場のイメージアップを図った建物とすること。
	ウ． 居室部分は、機能・居住性を十分考慮するとともに、明るく清潔なイメージとすること。また、採光、バリアフリーを考慮し、身障者等にも配慮したスロープ設備や身障者用トイレの設置を計画すること。
	エ． 煙突は、外観・配置に十分配慮すること。
	オ． 場内は禁煙とするので、喫煙室・喫煙コーナーは設けない。
	カ． 除雪対応として敷地北側に設置する運営事業者駐車場から傾斜地側に重機で押せるよう計画すること。

	②  車両動線計画
	ア． 構内道路は、搬入出車が円滑な流れとなるような車両動線とすること。
	イ． 一般車動線は、原則として収集車、搬入出車動線と分離すること。
	ウ． 敷地内においてメンテナンス車両等が工場棟を周回できるようにすること。

	③  見学者動線計画
	ア． 見学者ルートは場内の関連建物との連絡も含め考慮すること。
	イ． 見学者だまりの仕様（場所と広さ【50】人）
	ウ． 見学者用通路は極力色分けし、作業員動線と分離し安全確保に配慮すること。
	エ． 主要な見学場所は、ごみクレーン操作室、ごみピット、プラットフォーム、中央制御室、炉室等とし、安全な場所から接触することなく見学できるようにすること。
	オ． 適所に場内案内説明装置等を設置すること。



	２． 建築工事
	(1)  全体計画
	①  設計方針
	ア． 本施設の建築計画は、明るく清潔なイメージ、機能的なレイアウト、より快適安全な室内環境、部位に応じた耐久性等に留意し、各部のバランスを保った合理的なものとすること。
	イ． ごみ焼却施設の工場棟は一般の建築物と異なり、熱、臭気、振動、騒音、特殊な形態の大空間形成等の問題を内蔵するので、これを機能的かつ経済的なものとするためには、プラント機器の配置計画、構造計画ならびに設備計画は深い連携を保ち、相互の専門的知識を融和させ、総合的にみてバランスのとれた計画とすること。
	ウ． 機種、機能、目的の類似した機器はできるだけ集約配置することにより、点検整備作業の効率化、緊急時に迅速に対処ができるよう計画すること。
	エ． 運営事業者職員等の日常点検作業の動線、補修、整備作業スペースを確保すること。
	オ． 地下に設置する諸室は必要最小限に留めるとともに、配置上分散を避けること。
	カ． 見学者対応として、見学者がプラントの主要機器を快適で安全に見学できる配置・設備を考慮すること。
	キ． 法規・基準・規則・関係法令等を遵守すること。
	(ｱ)  日本建築学会規定
	(ｲ)  国土交通大臣官房官庁営繕部公共建築工事標準仕様書


	②  工場棟平面計画
	ア． 受入供給設備
	(ｱ)  搬入出路
	A． 路面の舗装は〔 〕舗装とし、滑りにくい仕上げとすること。
	B． 一方通行とする。
	C． 積雪対策をおこなうこと。

	(ｲ)  プラットホーム
	A． プラットホームは臭気が外部に漏れない構造・仕様とすること。
	B． プラットホームは、スパン方向の有効長さは【16】ｍ以上（長さ方向〔 〕m 以上）とし、搬入車両が障害となることなく作業ができる構造とすること。
	C． 投入扉手前には、高さ20cm程度の車止を設け、床面はコンクリート仕上げとし、1.5％程度の水勾配をもたせること。
	D． プラットホームはトップライト、又は窓からできるだけ自然光を採り入れ、明るく清潔な雰囲気を保つこと。
	E． プラットホームのごみ汚水は、ごみピットまたはごみピット排水貯留槽へ排出すること。
	F． 各ごみ投入扉間に安全地帯を確保すること。
	G． 各ごみ投入扉付近の柱に安全帯取付け用フック（丸環程度）を設けること。

	(ｳ)  ごみピット
	A． ごみピットは水密性の高いコンクリート仕様とすること。
	B． ごみピットの内面は、ごみ浸出液からの保護とクレーンの衝突を考慮し鉄筋の被り厚さを大きくとること。
	C． ごみピット内面には、貯留目盛を設けること。
	D． ごみピット底部のコンクリートは鉄筋からのかぶり厚を100mm程度とすること。
	E． ごみピット側壁のコンクリートはホッパステージレベルまで鉄筋からのかぶり厚を70mm程度とすること。
	F． ごみピットの遇隅角部は隅切り等によりごみの取り残しのない構造とし、補強及び止水対策を行うこと。
	G． ごみピットは底面に十分な排水床勾配をとること。
	H． ごみピット内への車両転落防止対策として、開口部の車止めの他、必要に応じて安全対策を講じること。

	(ｴ)  ホッパステージ
	A． ホッパステージには、予備バケット置場およびクレーン保守整備用の点検床を設けること。ホッパステージ落下防止手摺りは鉄筋コンクリート製とし、要所に清掃口を設けること。
	B． ホッパステージは必要に応じ、水洗を行える計画とすること。
	C． バケット置き場は、バケットの衝撃から床を保護する対策をとること。


	イ． 炉 室
	(ｱ)  要所にマシンハッチを設け、点検、整備、補修等の作業の利便性を確保すること。
	(ｲ)  歩廊は原則として設備毎に階高を統一し、保守、点検時の機器荷重にも十分な構造とすること。
	(ｳ)  炉室は十分な換気を行うとともに、自然採光を取り入れて、作業環境を良好に維持すること。また、給排気口は防音に配慮すること。
	(ｴ)  主要機器、装置は屋内配置とし、点検、整備、補修のための十分なスペースを確保すること。
	(ｵ)  焼却炉室の1階にはメンテナンス車両が進入できるよう配慮すること。また、炉室等の床・天井には、機器類のメンテナンスに配慮して、必要箇所にエレクションハッチを設け、吊フック、電動ホイストを適宜設置すること。

	ウ． 中央制御室
	(ｱ)  工場棟の管理中枢として中央制御室は、各主要設備と密接な連携を保つ必要がある。なかでも焼却炉本体、電気関係諸室とは異常時の対応を考慮し、距離的にも短く連絡される位置に配置すること。
	(ｲ)  中央制御室はプラントの運転・操作・監視を行う中枢部であり、常時運転員が執務するので、照明・空調・居住性について十分考慮すること。
	(ｳ)  中央制御室は主要な見学場所の一つであり、動線と見学者スペースについても考慮すること。
	(ｴ)  炉室に近接した位置に作業準備室を兼ねた前室を設けること。
	(ｵ)  運転員控室を設けること。

	エ． 集じん機・有害ガス除去設備室
	オ． 排水処理室、水槽
	(ｱ)  建物と一体化して造られる水槽類は、系統ごとに適切な位置に設け、悪臭、湿気、漏水の対策を講ずること。
	(ｲ)  酸欠の恐れのある場所・水槽等は、入口又は目立つ所に「酸欠注意」の標識を設けるとともに、作業時十分な換気を行える設備を設置すること。
	(ｳ)  各種槽類、ピット他点検清掃に必要な箇所には適宜、マンホール、ステンレス製もしくはステンレス芯の樹脂製タラップ（滑り止め加工）を設けること。
	(ｴ)  48h水張り試験を行うこと。

	カ． 通風設備室
	(ｱ)  誘引通風機、押込送風機、空気圧縮機、その他の騒音発生機械は、原則として専用の室に収納し、防音対策、防振対策を講ずること。
	(ｲ)  誘引通風機室は、機材の搬出入のための開口部を設けること。

	キ． 灰出し設備室
	(ｱ)  焼却残さ、集じん灰搬出設備はできるだけ一室にまとめて設置し、搬出の際の粉塵対策を講ずること。
	(ｲ)  原則として、他の部屋とは隔壁により仕切るものとし、特にコンベヤ等の壁貫通部も周囲を密閉すること。

	ク． 運転員関係諸室
	ケ． その他
	(ｱ)  その他必要な諸室〔工作室、分析室、倉庫、危険物庫、書庫、予備品収納庫等〕を適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること。
	(ｳ)  燃料・薬品受入場所（供給口）は屋根下となるよう計画し、機器配置図に位置を記載すること。また、燃料・薬品補充車が他の車両の通行の妨げにならないよう計画すること。また、薬品受入時の漏洩等に対応できる構造とすること。
	(ｴ)  見学者の見学場所は、〔プラットホーム・ごみピット・焼却炉室・中央制御室等〕とすること。
	(ｵ)  見学者通路の有効幅員は〔1.8〕m 以上とし、主要部にはホール形式スペースを計画とすること。
	(ｶ)  トイレを必要場所に設置すること。


	③  管理棟平面計画（管理居室平面計画）
	ア． 研修室
	イ． 事務室
	(ｱ)  運営事業者職員数に見合った面積で計画すること。
	(ｲ)  事務室は来場者の把握が容易にできる位置に計画すること。また、玄関側にカウンタ－を設けること。
	(ｳ)  必要に応じ床はフリーアクセスフロアとすること。

	ウ． 玄関
	(ｱ)  運営事業者職員用と来場者用を別に計画すること。
	(ｲ)  来場者用の玄関には風除室を設け、自動ドアとすること。
	(ｳ)  来場者用のエントランスホールは、来場者の人数に応じた広さを確保すること。

	エ． その他
	(ｱ)  来場者用通路、見学者ホール及び備品庫などを適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること
	(ｳ)  配置については採光、日照等を十分考慮すること。
	(ｴ)  身障者の出入及び便所に配慮すると共に、見学者動線が複数フロアにわたる場合にはエレベータを設けること。なお、点字ブロックはつまずきやすいため、視覚障がい歩行誘導ソフトマット等極力安全なものを選定すること。
	(ｵ)  事務室、作業員関係諸室は、集約して配置すること。階数は異なってもよい。
	(ｶ)  事務室等の居室は極力外部に面した位置に計画すること。



	(2)  構造計画
	①  基本方針
	ア． 建築物は上部・下部構造とも十分な強度を有する構造とすること。
	イ． 振動を伴う機械は十分な防振対策を行うこと。

	②  基礎構造
	ア． 建築物は地盤条件に応じた基礎構造とし、荷重の遍在による不等沈下を生じない基礎計画とすること。
	イ． 地業工事の工法については、荷重条件、地質条件を考慮し、地震時、風圧時の水平力をも十分検討して決定すること。
	ウ． 土工事は、安全で工期が短縮できる合理的な工法を採用すること。
	エ． 残土の場外処分が必要な場合､搬出先は監督員との協議によること｡

	③  躯体構造
	ア． 焼却炉、集じん機など重量の大きな機器やクレーンの支持架構は、十分な強度、剛性を保有し、地震時にも十分安全な構造とすること。
	イ． クレーン架構については、クレーン急制動時の短期的荷重についても検討すること。
	ウ． 架構は、強度、剛性を保有するとともに軽量化に努め、地震時の変位も有害な変形にならない構造とすること。
	エ． 耐震安全性の分類は構造体Ⅱ類（重要度係数1.25）、建築非構造部材A類、建築設備甲　類を適用する。なお、地震地域係数は1.0である。
	オ． 躯体（SRC,RC,S）に関する比較表（工期､経済性､耐用年数等）を作成し､事前に本組合の承認を受けること｡

	④  一般構造
	ア． 屋 根
	(ｱ)  屋根は軽量化に努めるとともに、特にプラットホーム、ごみピット室の屋根は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。（常時負圧管理をする場合はこの限りでない。）
	(ｲ)  炉室の屋根は、採光に配慮し、換気装置を設けるものとし、雨仕舞と耐久性に配慮すること。
	(ｳ)  屋根は風圧や機器荷重に対し十分な強度を有するものとし､耐食性部材を使用する。
	(ｴ)  雨樋のうち軒樋はステンレス製、竪樋は塩ビ製で耐雪仕様とする｡
	(ｵ)  防水は〔 〕防水とする。
	(ｶ)  エキスパンションジョイント部は、漏水がなく、接合部の伸縮に十分対応でき、経年変化の少ない構造とすること。
	(ｷ)  落雪及びつらら対策を講じること｡

	イ． 外 壁
	(ｱ)  構造耐力上重要な部分および遮音性能が要求される部分は、原則として鉄筋コンクリート造とすること。鉄骨造部分については､押出成型板+仕上材とする｡
	(ｲ)  プラットホーム、ごみピット室の外壁は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。
	(ｳ)  ごみピット等臭気発生箇所において貫通部及びｺﾝｸﾘｰﾄ目地がある場合は､防臭のための全面ｳﾚﾀﾝ吹き付けを行うこと｡

	ウ． 床
	(ｱ)  機械室の床は必要に応じ、清掃・水洗等を考慮した構造とすること。
	(ｲ)  中央制御室、受変電室等電線の錯綜する諸室は配線用ピット、二重床等配線を考慮した構造とすること。

	エ． 内 壁
	(ｱ)  各室の区画壁は、要求される性能や用途上生じる要求（防火、防臭、防音、耐震、防煙）を満足するものとすること。
	(ｲ)  不燃材料、防音材料などは、それぞれ必要な機能を満足すること。

	オ． 建 具
	(ｱ)  外部に面する建具は、台風時の風圧や降雨に耐えるものとすること。
	(ｲ)  ガラスは、管理上、機能上、意匠上等の条件を考慮して、断熱性や遮熱性に優れたもの等を適切に選定すること。また、見学者等人が頻繁に通行する部分のガラスについては、衝突等を考慮して選定すること。
	(ｳ)  建具（扉）のうち、特に防臭、防音を要求されるものについてはエアタイト型とし、防音扉においては、内部吸音材充填とし、締付けハンドル等は遮音性能を十分発揮できるものを選定すること。
	(ｴ)  建具（扉）のうち、一般連絡用扉にはストップ付ドアチェック（法令抵触部は除外）、シリンダー本締錠を原則とする。なお、マスターキーシステムとし、詳細は実施設計時の協議による。機器搬入用扉は開放時に使用する煽り止めを取り付ける事。
	(ｵ)  建具（扉）のうち、スチールドアは原則としてフラッシュ扉とすること。
	(ｶ)  建具（扉）のうち、シャッター若しくはオーバースライダーは〔スチール製〕とし、必要に応じ電動式とすること。
	(ｷ)  建具（扉）のうち、木製とする場合は、メラミン化粧板等の仕上げとすること。
	(ｸ)  建具（窓）のうち、特殊な箇所を除き、窓建具はアルミ製とすること。また、原則としてガラス窓は内外側とも清掃可能なものとすること。
	(ｹ)  建具（扉）は、必要に応じ、室名札等の室名表示を行うこと。
	(ｺ)  ごみクレーン操作室窓に、自動窓拭き装置を設置すること。



	(3)  仕上計画
	①  外部仕上
	ア． 地域特性や立地条件・周辺環境に配慮した意匠・仕上計画とする。また、景観上違和感のない、清潔感のあるものとすること。
	イ． 原則として工場棟外壁は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げ、工場棟屋根はｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き､煙突は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げとすること。
	ウ． 材料は経年変化が少なく、耐久性・耐候性が高いものとする。
	エ． 以上を踏まえて、建築外部仕上表を提示し、本組合の承諾を得ること。

	②  内部仕上
	ア． 各部屋の機能、用途に応じて必要な仕上を行うこと。
	イ． 薬品、油脂の取り扱い、水洗等それぞれの作業に応じて必要な仕上計画を採用し、温度、湿度等環境の状況も十分考慮すること。
	ウ． 工場棟居室部の内部に使用する建材はVOCを含有していないものを使用すること。
	エ． 居室に使用する建材はF☆☆☆☆以上とすること。

	③  塩害対策
	ア． 施設内配置計画に当っては、風向、風速について考慮する。
	イ． 鋼製くいを使用する場合は、防食対策をすること。
	ウ． 潮風や海水にさらされる鉄筋コンクリートの部分は、鉄筋のかぶり厚さを増したり、塗料で保護する等、耐久上の考慮をする。
	エ． 屋根、外壁、外部に面する建具、屋外に設ける階段・タラップ、屋外設置の機器の材料は、耐塩性を考慮して選定する。

	④  寒冷地対策
	ア． 施設内配置計画にあたっては、特に冬期における風向・風速について考慮する。
	イ． 建築物の主要な出入口は、積雪によって車両や人の通行が阻害されないように配慮する。また、建築物から出入口、道路等への雪の落下防止対策を講ずる。また除雪した雪を溜めておくスペースを考慮する。
	ウ． 建築物の基礎底盤は凍結帯より下部に設ける。
	エ． 屋根、壁の材料は、積雪および凍結を考慮して選定する。また、特に軒先および雨どいについては、積雪および凍結対策に配慮する。
	オ． 居室など空調を行う室の外壁等には、必要に応じて断熱材を使用し、防寒、結露対策を講ずる。
	カ． 外部に面する建具、屋外に設ける階段、タラップ等は、積雪・凍結対策に配慮する。
	キ． 建築設備の機器および配管は、必要に応じ凍結対策に配慮する。
	ク． 吸排気口および屋外設置の機器が雪に埋没しないように配慮する。
	ケ． 工事中は地域毎の寒中コンクリートの適用期間に留意する。
	コ． 積雪のため、工種によっては工事の進行が不可能な場合もあるので、工事工程の設定には十分留意する。


	(4)  建築仕様
	①  工場棟
	ア． 構造    〔ごみクレーンガータまでは、RC造或いはSRC造〕
	(ｱ)  プラットホーム室  外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｲ)  ごみピット   外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｳ)  ホッパステージ  外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｴ)  炉室    外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｵ)  集じん器室   外壁 〔押出成型板+仕上材〕

	イ． 建屋規模
	(ｱ)  建築面積   〔 〕㎡
	(ｲ)  建築延床面積   〔 〕㎡：地下水槽類は除く。
	(ｳ)  各階床面積   〔 〕㎡
	(ｴ)  軒高    〔 〕m
	(ｵ)  最高の高さ   〔 〕m

	ウ． 階高
	エ． 室内仕上
	オ． 共通事項
	(ｱ)  建物の配置はプラント全体計画に基づき、経済性、安全性、美観、維持管理の容易性を考慮して計画とすること。
	(ｲ)  工場棟は、機能上必要な部分は鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造とし、その他の部分は鉄骨造として計画すること。
	(ｳ)  工場棟の鉄骨部分はＯＰ仕上げとすること。
	(ｴ)  地階部分は地下水の浸透のない構造、仕上げとすること。
	(ｵ)  工場棟の屋根は材質、勾配等について、風土・気象条件を考慮すること。
	(ｶ)  外壁と屋根の結露防止に配慮すること。
	(ｷ)  臭気のある室内に出入りするドアはエアタイト構造とすること。臭気のある室と居室の間には前室を設けること。臭気は捕集して処理すること。
	(ｸ)  手摺りの高さは1.1m以上とすること。
	(ｹ)  屋外に設置される鉄骨の塗装仕様は原則ＯＰ仕上げとするが、外部の環境に応じて決定すること。

	カ． 工場棟内各室の仕様

	②  管理棟

	(5)  その他
	①  外部環境に配慮し、建物の外部と内部を熱的に区分し、結露防止及び断熱を考慮すること。
	②  各室のそれぞれの用途、空間に応じ、最適な環境と省エネ効果を保持すること。
	③  断熱、防露に使用する材料は、室内外の環境条件を考慮し最適な材料を選定すること。
	④  断熱、結露防止の施工に際し、最適な構法及び工法を選択すること。
	⑤  建物内外の凍結について十分考慮すること。


	３． 土木工事および外構工事
	(1)  土木工事
	①  造成工事
	ア． 造成面積　　　　　　　　　〔 〕㎡
	イ． 造成レベル　　　　　　　　〔 〕m
	ウ． 法面の保護・仕上げ

	②   山留・掘削

	(2)  外構工事
	①  構内道路および駐車場
	ア． 十分な強度と耐久性を持つ構造および効率的な動線計画とし、必要箇所に白線、道路標識及び信号機を設け、構内の交通安全を図ること。
	イ． 構内道路の設計は構内舗装・排水設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課）によること。
	(ｱ)  交通量の区分   【 】交通
	(ｲ)  設計ＣＢＲ   〔ＣＢＲ試験による〕


	②  構内排水設備
	③  植栽芝張工事
	④  門・囲障工事
	ア． ガードレール
	イ． その他


	(3)  土木工事及び外構工事仕様
	①  地業工事
	ア．  杭打工法   〔 〕工法
	(ｱ)  杭長    〔 〕m
	(ｲ)  杭材質    〔 〕杭
	(ｳ)  杭径    〔 〕mm

	イ． 直接基礎工法
	(ｱ)  支持地盤深さ   ＧＬ－〔 〕m


	②  構内道路工事
	ア． 構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 舗装面積   〔 〕㎡
	ウ． 舗装仕様
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	③  駐車場
	ア．  構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 計画台数
	(ｱ)  普通車    〔 〕台(運営事業者用・運営事業者側来客用)
	(ｲ)  普通車 【5】台(本組合職員用：管理棟北側4台、車庫棟北側1台)
	(ｳ)  大型バス   【2】台(見学者用)

	ウ． 舗装面積   〔 〕㎡
	エ． 舗装厚
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	④  構内排水設備工事
	ア． 排水溝    自由勾配側溝
	イ． 排水管    ＶＰ管、ＨＰ管
	ウ． 付属設備   道路用グレーチング等

	⑤  植栽・芝張工事
	ア． 植栽面積   〔 〕㎡
	イ． 植栽仕様

	⑥  門・囲障工事
	ア． ガードレール
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m




	４． 建築機械設備工事
	(1)  空気調和設備工事
	①  温湿度条件は次表に示すとおりとする。
	②  時間帯
	ア． 8時間ゾーン   室名〔 〕
	イ． 16時間ゾーン   室名〔 〕

	③  熱源    【電気式＋余熱利用】
	④  空気調和設備

	(2)  換気設備工事
	①  換気設備仕様

	(3)  給排水衛生設備工事
	①  給水設備工事
	ア．  給水量は以下の条件から計算すること。
	(ｱ)  運営事業者運転職員 〔 〕L/人・日
	(ｲ)  運営事業者事務職員 〔 〕L/人・日
	(ｳ)  見学者   〔 〕L/人・日
	(ｴ)  プラント給水
	(ｵ)  運営事業者以外の使用人数


	②  衛生器具設備工事
	③  消火設備工事
	④  給湯設備工事

	(4)  エレベータ設備工事
	①  形 式   〔車椅子兼用エレベータ〕
	②  数 量   【 】基
	③  積載重量   【 】kg（【 】人用）
	④  停止階   〔 〕階層
	⑤  運転方式   〔インバータ全自動〕
	⑥  警報表示   中央制御室と管理棟事務室に警報を表示すること。
	⑦  その他   必要に応じ地震感知による自動最寄階停止装置

	(5)  エアーカーテン設備工事
	①  形 式　　　　　　　　　　　 〔 〕
	②   数 量　　　　　　　　　　　 〔 〕箇所
	③  設置場所　　　　　　　　　  〔ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口〕

	(6)  配管工事

	５． 建築電気設備工事
	(1)  動力設備工事
	(2)  照明コンセント設備工事
	①  非常用照明、誘導灯等は建築基準法、消防法に準拠して設置すること。
	②  照明器具は、用途および周囲条件により、防湿、防雨、防じんタイプを使用すること。なお、破損の危険性がある場所はガードつきとすること。
	③  ごみピット・プラットホーム・炉室等を含め電灯は原則ＬＥＤ灯とする。
	④  外灯はポール型照明とし、自動点滅式とすること。
	⑤  コンセントは維持管理性を考慮した個数とし、用途及び使用条件に応じて防雨、防爆、防湿型とすること。また床洗浄を行う部屋については床上70cmに取り付けること。

	(3)  その他工事
	①  自動火災報知器設備工事
	ア． 受信    盤 〔 〕型 〔 〕級 〔 〕面
	イ． 感知器    種類 〔 〕，形式〔 〕
	ウ． 配線および機器取付工事（消防法に基づき施工） １式
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	(4)  排ガス処理設備の運転管理
	①  排ガスによる生活環境上の支障が生じないようにすること。
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	(5)  非常時及び緊急防災を想定した対策訓練を定期的に行い、本組合に報告すること。
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	(1)  運営事業者は労働安全衛生法等関係法令に基づき、従業員の安全と健康を確保するために、本事業に必要な管理者、組織等を整備すること。
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	ウ． 主要通路については原則として行き止まりを設けてはならない。(２方向避難の確保)
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	(2)  防熱、保温
	(3)  配管
	①  勾配、保温、火傷防止、防露、防錆、防振、凍結防止、エア抜き等を考慮して計画し、つまりが生じやすい流体用の管には掃除が容易なように考慮すること。
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	②  振動・騒音の発生する機器には、防振・防音対策に十分配慮すること。特に機器等で室内騒音が80ホンを超えると予想されるものについては、機能上および保守点検上支障ない限度において、減音対策を実施すること。機械騒音が特に著しい送風機やコンプレッサ等は、これを別室へ収納するとともに、部屋は遮音吸音工事などを施すこと。
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	(7)  地震対策
	①  指定数量以上の灯油、軽油、重油等の危険物は、危険物貯蔵所に格納すること。
	②  灯油、軽油、重油等のタンク（貯蔵タンク、サービスタンク）には必要な容量の防液堤を設けること。また、タンクからの移送配管は地震等により、配管とタンクとの結合部分に損傷を与えないようフレシキブルジョイントを必ず設置すること。
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	①  屋外配管の保温カバーはステンレス製等の耐食性のある材料とすること。
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	(9)  その他
	①  必要な箇所に荷役用ハッチ、電動ホイストを設けること。
	②  道路を横断する配管、ダクト類は道路面からの有効高さを4m（消防との協議）以上とすること。
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	２． 受入れ・供給設備
	(1)  計量機【既設を流用する。システムは更新する。】
	(ｱ)  形式    ロードセル式４点支持式
	(ｲ)  数量    1式
	(ｳ)  主要項目
	A． 最大秤量   30t
	B． 最小目盛   10㎏
	C． 積載台寸法   長10.53m×幅3m
	D． 表示方式   〔デジタル表示〕
	E． 操作方式   〔カードリーダー方式〕
	F． 印字方式   〔自動〕
	G． 印字項目  総重量、車空重量、ごみ種別（自治体別、収集地域別）、ごみ重量、年月日、時刻、車両通し番号、その他必要項目
	H． 電源    〔AC100〕V

	(ｴ)  付属機器 〔計量装置、データ処理装置、リーダポスト、登録車カード、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 現計量棟の計量機2基を流用して、計量作業の省力化、合理化を図れる新システムを構築すること。
	B． 本装置は搬入・搬出車等に対して計量操作を行うものとし、料金の計算・表示、料金の精算及び領収書の発行等をセルフレジで行えるようにする。
	C． 本計量機にはデータ処理装置を設け、搬入・搬出される物の集計に必要な種別の集計、日報・月報・年報の作成を行うものとする。あわせて、搬入量は中央データ処理装置へデータ転送できるものとする。
	D． 敷地内への進入・退出については、現施設の入口と出口を使用する。添付資料(4)に全体配置動線計画例を示す。
	E． 必要な場所に信号機、標識・サイン及び看板等を設置すること。


	(2)  プラットホーム
	①  プラットホーム（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔屋内式〕
	(ｲ)  数量    〔１式〕
	(ｳ)  構造    〔 〕
	(ｴ)  主要項目
	A． 幅員（有効）   〔16〕m以上
	B． 床仕上げ   〔 〕

	(ｵ)  特記
	A． ごみ収集・運搬車両による投入作業が容易でかつ安全に行えるものとし、車両の渋滞等が生じないよう十分な面積を有するものとする。
	B． 収集車からのごみ汚水は直接ごみピットに導水することとし、投入扉前に導水設備を設けること。プラットホーム洗浄水はプラットホームのごみピット寄りに排水溝を設け、ごみピット排水貯留槽に導入すること。排水溝には原則、ステンレス製のスクリーンまたはカゴを設け、ごみを容易に除去できる構造とすること。
	C． ごみピット転落防止措置（安全帯、安全帯取付け用フック等）を講じること。
	D． プラットホーム監視室を設け、職員用の便所（男女別）、火栓、洗浄栓、手洗栓を設けること。
	E． 搬入車両の停滞、作業重機の排気ガス対策を講じること。
	F． 自然光を極力採り入れること。
	G． 各ごみ投入扉間にはごみ投入作業時の安全区域（マーク等）を設けること。
	H． 投入扉の扉間に安全地帯を設けること。（高さ150mm程度）
	I． プラットホームを２階に設置する場合は、プラットホーム下部・スロープの構造はRC、SRCとし、下部の諸室配置を考慮し床の防水対策を行うこと。


	②  プラットホーム出入口扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 扉寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m以上
	B． 材質    〔SUS304〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 操作方式   〔自動・現場手動〕
	E． 車両検知方式   〔光電管＋ループコイル〕
	F． 開閉時間   開〔10〕秒以内、閉〔10〕秒以内
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔信号機（入口）、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 車両通過時は、扉が閉まらない安全対応を取ること。
	B． エアーカーテンは扉の開閉と連動で動作すること。
	C． 停電時にも開閉可能なこと。
	D． 歩行者専用の出入口を２箇所設けること。



	(3)  投入扉〔およびダンピングボックス〕
	(ｱ)
	(ｲ)
	(ｳ)
	(ｴ)
	(ｵ)  特記
	A． 投入扉は動力開閉式とする。動力は扉の形式によって、油圧式、空圧式、電動式等を選定する。
	B． 扉開閉時に本扉とごみクレーンバケットが接触しないよう考慮しなければならない。
	C． 空気取入口としては、投入扉を全て閉じた時でも燃焼用空気を吸引できるようにしておくこと。
	D． 車両検知による自動制御とする。（光電管＋ループコイル）
	E． 投入可能指示灯を設置すること。
	F． 停電時でも使用可能とする。
	G． ごみの積み上げが可能な強度を有すること。


	(4)  ダンピングボックス
	(ｱ)  形式    〔　　　〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 作動時間   20秒以内
	B． 主要材質   SS400
	C． 主要寸法   W：〔　 〕m×L：〔　 〕m×H：〔　 〕m
	D． 駆動方式   〔　　　〕
	E． 操作方式   現場手動
	F． その他必要もの  １式

	(ｴ)  特記
	A． 一般持込及び許可業者による搬入ごみの展開検査が可能で、搬入ごみの手降ろし等が安全にでき、不適物のチェックとピットへの投入が容易にできる配置及び構造とすること。（プラットフォームでの安全な場所、位置を考慮すること。）
	B． 搬入車や作業員に機器の運転が判別できるように動作表示灯を計画すること。
	C． 積載面は掘り込み式（プラットフォームレベル以下）とし、詰まり、かみ込みが発生しないこと。
	D． 必要に応じて下部点検用のピットを設けること。
	E． 非常停止ボタンを設置すること
	F． ピット床の防水対策を行うこと。
	G． 作動時のインターロックを備えること。


	(5)  ごみピット（土木建築工事に含む。）
	(ｱ)  形式     〔水密性鉄筋コンクリート造〕
	(ｲ)  数量     【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量     【3,290】m3以上、【7】日分以上
	B． ごみピット容量算定単位体積重量 【0.10】t/m3
	C． 寸法     幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品 〔深度ﾚﾍﾞﾙ表示､転落防止装置､赤外線ﾋﾟｯﾄ火災検知装置､放水銃〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット壁は、周囲からの水圧に耐える構造とし、地下水の漏入がないよう防水対策を講じること。
	B． ごみ搬入車両とクレーンバケットとの衝突を防ぐよう配慮すること。
	C． ごみピット容量の算定は原則として、投入扉下面の水平線（プラットホームレベル）以下の容量とする。
	D． ピット底部には水勾配を取り、ごみピット脇に設けたごみピット排水貯留槽にスクリーンを通して集水すること。
	E． 底部の汚水が速やかに排出されるよう、適切な水勾配、底部形状を計画し、また、スクリーンは清掃の容易な構造とすること。
	F． ピット内壁に深度メモリを１ｍごとに設けること。
	G． ごみピット内より臭気が外部に漏れないよう、建屋の密閉性を考慮すること。
	H． ピットの奥行きは自動運転を考慮し、クレーンバケットの開き寸法に対して､3.5 倍以上とする。
	I． ごみ搬入車両の転落防止対策を明示し、その対策を選定した根拠を明示すること。
	J． 赤外線ピット火災検知装置及び放水銃を設置し、発火位置の検知を自動で行い､放水銃で消火が行えるよう計画すること。


	(6)  ごみクレーン
	(ｱ)  形式    〔クラブバケット付天井走行クレーン〕
	(ｲ)  数量    本体【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吊上荷重   〔 〕t
	B． 定格荷重   〔 〕t
	C． バケット形式   〔 〕
	D． バケット切り取り容量 〔 〕m3
	E． ごみの単位体積重量
	F． 揚程    〔 〕m
	G． 横行距離   〔 〕m
	H． 走行距離   〔 〕m
	I． 各部速度および電動機
	J． 稼働率   〔 〕％以下
	K． 操作方式   【遠隔手動、半自動、全自動】
	L． 給電方式   キャブタイヤケーブル給電方式
	M． 付属品 　　　　　　〔制御装置、投入量計量装置(指示計、記録計、積算計) 　　　　　　　　　　　　　表示装置、クレーン操作卓、安全ﾈｯﾄ､定格荷重ｳｴｲﾄ､その 　　　　　　　　　　　　　他必要なもの〕

	(ｴ)  特記
	A． クレーン操作盤より中央データ処理装置へデータ転送を行うこと。
	B． 走行レールに沿って、クレーン等安全規則、法規等に準拠した安全通路を設けること。
	C． ガーターは、たわみ・たおれ等が生じないよう十分な強度を有すること。
	D． ガーダ上の電動機及び電気品は防塵、防滴型とすること。
	E． ごみホッパへの投入時にごみが極力飛散しないよう、バケットの開動作等により配慮すること。
	F． 機器搬出入用のホイストをクレーン本体に設けること。
	G． ホッパ階にはクレーン点検及び管理用のマシンハッチを設けること。
	H． バケット搬出入を考慮すること。
	I． 機器の給油は集中給油式とすること。
	J． 乱巻き防止と過加重防止を図り、定位置表示をつけること。
	K． ごみピット壁との干渉防止装置を設けること。
	L． クレーン操作室窓の自動洗浄装置を設置すること。
	M． ﾊﾞｹｯﾄの爪は耐摩耗性を考慮した材質とすること。
	N． 巻き下げ時の回生エネルギーを電源側に戻す省エネルギー技術（電源回生コンバータ等）を導入すること。


	(7)  脱臭装置
	(ｱ)  方式    〔活性炭吸着式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 活性炭充填量   〔 〕kg
	B． 入口臭気濃度   〔 〕
	C． 出口臭気濃度   悪臭防止法の排出口規制に適合すること。
	D． 脱臭用送風機
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台
	(C)  風量    〔 〕m3N/h
	(D)  駆動式   〔 〕
	(E)  所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(F)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕


	(ｴ)  付属品    〔ｻｲﾚﾝｻｰ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 活性炭の取替が容易にできる構造とすること。
	B． 風量は、ごみピット室（プラットホーム床面レベル以上）の換気回数2回/h以上とする。


	(8)  防臭剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔防臭剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ防臭剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(9)  殺虫剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔殺虫剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ殺虫剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(10)  ピット散水装置
	(ｱ)  形式    〔ﾎﾟﾝﾌﾟ+ﾉｽﾞﾙ式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧場所   〔ごみﾋﾟｯﾄ〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔水ﾀﾝｸ､送水ﾎﾟﾝﾌﾟ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみﾋﾟｯﾄ内の発じん対策として､ごみﾋﾟｯﾄ全面に散水できるような散水ﾉｽﾞﾙを設置すること｡
	B． 凍結防止を考慮すること。



	３． 燃焼設備
	(1)  ごみ投入ホッパ・シュート
	(ｱ)   形式    〔鋼板溶接製〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（シュート部を含み１時間以上）
	B． 材質    〔SS400〕
	C． 板厚    〔6〕mm 以上（滑り面〔12〕mm 以上）
	D． 寸法    開口部寸法幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	E． ゲート駆動方式  〔油圧〕
	F． ゲート操作方式  〔遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品 〔ﾎｯﾊﾟｹﾞｰﾄ､ﾌﾞﾘｯｼﾞ検出装置､ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 安全対策上ホッパの上端は投入ホッパステージ床から0.8m程度以上とし、ごみの投入の際、ごみやほこりが飛散しにくいよう配慮すること。
	B． ブリッジ解除装置を設けること。（ブリッジ検出装置とホッパ内監視用ITVを設置すること。）
	C． 開口部の寸法は、クレーンバケット全開時の寸法に対し片側で0.5ｍ（両方で１ｍ）以上余裕を確保すること。
	D． 滑り面は交換可能なライナー構造とすること。


	(2)  燃焼装置
	①  給じん装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造    〔 〕
	B． 能力    〔 〕kg/h 以上
	C． 寸法    幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 駆動方式   〔 〕
	G． 速度制御方式   〔 〕
	H． 操作方式   〔自動（ACC）、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 燃焼装置が給じん機能を有する場合は省略できるものとするが、その場合はその旨を明記すること。
	B． 耐熱、耐摩耗、耐腐食を考慮すること。


	②  燃焼装置
	(ｱ)  形式    〔准連続燃焼式ストーカ式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 能力    〔 〕kg/h 以上
	B． 材質    火格子〔 〕
	C． 火格子寸法   幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 火格子面積   〔 〕㎡
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 火格子燃焼率   〔 〕kg/㎡･h
	G． 駆動方式   〔 〕
	H． 速度制御方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕
	I． 操作方式   〔自動(ACC)、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	③  炉駆動用油圧装置
	(ｱ)  形式    〔油圧ユニット式〕
	(ｲ)  数量    各炉【1】ユニット
	(ｳ)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１ユニット分につき）
	A． 油圧ポンプ
	(A)  数量    【 】基（交互運転）
	(B)  吐出量   〔 〕m3/min
	(C)  全揚程   最高 〔 〕m
	(D)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油圧タンク
	(A)  数量    〔１〕基
	(B)  構造    〔鋼板製〕
	(C)  容量    〔 〕m3
	(D)  主要部材質   〔SS400〕厚さ〔 〕mm以上


	(ｵ)  付属品    〔油冷却器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 本装置周辺には油交換、点検スペースを設けること。
	B． 消防法の少量危険物タンク基準とすること。


	④  給油装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔グリス潤滑式〕
	(ｲ)  数量    〔 〕組
	(ｳ)  主要項目
	A． グリスポンプ
	(A)  吐出量   〔 〕cc/min
	(B)  全揚程   〔 〕m
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油の種類   〔耐熱グリス〕
	C． 操作方式   〔自動、現場手動〕
	D． 潤滑箇所   〔火格子駆動装置軸受､灰押出機軸受､その他必要箇所〕

	(ｴ)  付属品    〔グリス充填用具、その他必要なもの〕


	(3)  焼却炉本体
	①  焼却炉
	(ｱ)  形式    〔鉄骨支持自立耐震型〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造
	(A)  炉内天井   〔 〕
	(B)  炉内側壁   第１層〔 〕〔 〕mm

	B． 燃焼室容積   〔 〕m3
	C． 再燃焼室容積   〔 〕m3
	D． 燃焼室熱負荷   〔 〕kJ/m3･h以下（高質ごみ）

	(ｴ)  付属品 〔覗窓、計測口、カメラ用監視窓、点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 炉側壁にはクリンカが生じやすい傾向にあるので、空冷壁、水冷壁等のクリンカ付着防止対策を施すこと。
	B． ケーシング表面温度（外表面）は、火傷防止上室温+40℃以下となるよう、耐火物、断熱材の構成を十分検討すること。
	C． 覗窓には灰の堆積対応、清掃等を考慮しておくこと。
	D． 燃焼ガスの再燃室容量での滞留時間を850℃以上で、2秒以上とすること。
	E． 炉室内の歩廊は広範囲に敷設し、建築床までのばすこと。
	F． ２炉の間には、最上階まで広幅の階段を設けること。なお、炉芯間は、１炉の補修時（作業環境中のダイオキシン類対策を考慮）でも片炉運転が可能なように十分なスペースを確保すること。


	②  落じんホッパシュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔SS400〕厚さ 主ﾎｯﾊﾟｰ〔12〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り）

	(ｴ)  付属品    〔点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置には点検口を設けることとし、点検口は落じん、汚水の漏出を防ぐよう密閉構造とすること。
	B．  溶融アルミの付着、堆積に対する除去清掃が実施しやすいよう配慮すること。
	C． 乾燥帯ではタールの付着、堆積防止を図ること。


	③  主灰ホッパ・シュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔　　　〕、厚さ〔  〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り） 　　　　　　　　　　　　　　水封部上部２mはSUS製とする。

	(ｴ)  付属品    〔ブリッジ検出、ブリッジ解除、その他必要なもの〕


	(4)  助燃装置
	①  助燃油貯留槽
	(ｱ)  形式    〔円筒鋼板製〕【地下埋設式】
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kL（30日分）
	B． 材質    〔SS400〕、厚さ〔 〕mm 以上

	(ｴ)  付属品 〔油検知管､排油口（除水口）､空気抜き口､液面計､ﾏﾝﾎｰﾙ､消火器､危険物看板〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 油面計を設置すること。
	B． 給油口はタンクローリに直接接続できる位置とすること。
	C． 消防法の危険物取扱いとし、消防署の指導に従うこと。


	②  助燃油移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ギヤポンプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕L/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 材質    〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 防液提を設置のこと。
	B． 停電時にも非常用発電設備に燃料を供給できるものとする。


	③  助燃バーナ
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    灯油
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B． 焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度850℃に昇温できるものとする。再燃バーナを設置する場合は、助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。


	④  再燃バーナ（必要に応じて）
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)   数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    灯油
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B．  焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度850℃に昇温できるものとする。助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。




	４． 燃焼ガス冷却設備
	(1)  水噴射式燃焼ガス冷却設備
	①  ガス冷却室
	(ｱ)  形 式    〔水噴射式（完全蒸発型）〕
	(ｲ)  数 量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 積    〔 〕m3
	B． 滞留時間   〔 〕sec
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	F．  材 質    〔 〕､厚み〔 〕mm
	G． 寸 法    径〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品    〔ダスト排出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 噴射水の飛散を防止し、非蒸発水のない構造・形状とすること。
	B．  本体ｹｰｼﾝｸﾞ内面に腐食対策を講じること｡
	C． 噴射水は完全蒸発とすること。
	D． 耐水・耐熱・耐酸性に考慮した材質とすること。
	E． 下部に落ちるダストは自動的に容易に取り出せる構造とすること。
	F． ダストは飛灰として取り扱うこと。
	G． ダストの付着・堆積しにくい構造とし、詰まり防止対策を施すこと。搬出に対しても十分な配慮を行なうこと。


	②  噴射装置
	(ｱ)  形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕本（基/炉）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h（１本につき最大）
	B． 駆動空気量   〔 〕m3/h（二流体の場合）
	C． 噴射水圧力   〔 〕MPa
	D． 駆動空気圧力   〔 〕MPa（二流体の場合）
	E． 材 質    本体：〔SUS〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾜﾝﾀｯﾁｶﾌﾟﾗ､積算流量計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ノズルは容易に脱着でき交換しやすいものとする。
	B． ストレーナーや流量計を設置し、詰まらない構造とする。
	C． 燃焼ガスの量及び温度が変化してもガス冷却室出口ガス温度が一定に保てるよう自動水量制御を行なうこと。


	③  噴射水加圧ポンプ
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 量    〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V ×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)   形 式    〔水密性RC〕
	(ｲ)   数 量    〔1〕基
	(ｳ)   容 量    〔 〕m3（使用量の〔 〕時間分）
	(ｴ)  付属品    〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾚﾍﾞﾙ計､pH計､電気伝導度計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  その他

	⑤  ガス冷却用空気圧縮機（必要に応じて）
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m

	(ｴ)  その他



	５． 排ガス処理設備
	(1)  減温塔（必要に応じて設置する）
	①  減温塔本体
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容積    〔 〕m3
	B． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	C． 出口ガス温度   〔 〕℃
	D． 滞留時間   〔 〕s
	E． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕
	F． 付属品   〔 〕、圧力計、その他必要なもの

	(ｴ)  特記
	A． 灰付着防止や摩耗を考慮すること。
	B． 噴射水は完全蒸発すること。
	C． 低温腐食対策を行なうこと。
	D． ケーシング温度を十分に考慮した保温施工を行うこと。


	②  噴射ノズル
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕本
	(ｳ)  主要項目（1 本につき）
	A． 噴射水量   〔 〕m3/h
	B． 噴射水圧力   〔 〕MPa

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 噴射ノズルは、減温塔内を通過する燃焼ガスに完全蒸発可能な大きさに微粒化した水を噴射することにより、所定の温度までの冷却を図るもので、燃焼ガスの量及び温度が変化しても減温塔出口ガス温度が一定に保てるよう、広範囲の自動水量制御が行えること。
	B． ノズルの目詰まり、腐食に対して配慮するとともに、ノズルチップの消耗に対しては容易に脱着でき交換しやすいものとする。


	③  噴射水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 回転数   〔 〕min-1
	E． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕


	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	⑤  減温用空気圧縮機（必要に応じて設置する）
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)   主要項目（１基について）
	A． 吐出空気量   〔 〕m3/min
	B．  全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕kW
	D． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの


	(2)  集じん器
	①  ろ過式集じん器
	(ｱ)  形式    〔ろ過式集じん器〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)   主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   常用〔200〕℃以下
	C． 入口ばいじん濃度  〔 〕g/m3N〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	D． 出口ばいじん濃度  【0.01】g/m3N 以下〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	E． 室区分数   〔1〕室
	F． 設計耐圧   〔 〕Pa以下
	G． ろ過速度   〔 〕m/min
	H． ろ布面積   〔 〕m2
	I． 逆洗方式   〔ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄ〕
	J． 主要材質
	(A)  ろ布    〔 〕（耐熱温度250℃以上）
	(B)  本体外壁   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕厚さ〔4.5〕mm以上


	(ｴ)  付属機器
	A． 逆洗装置   〔 〕
	B．  ダスト排出装置  〔 〕
	C． 加温装置   〔 〕
	D． その他必要なもの

	(ｵ)  付属品    〔差圧計〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ケーシングの腐食対策をおこなうこと。
	B．  ろ布交換が容易にできる構造とすること。
	C． ガス流速の平均化を考慮すること。
	D． ﾀﾞｽﾄ払い落とし装置は、差圧制御及びﾀｲﾏｰ制御を併用すること｡



	(3)  有害ガス除去設備
	①  HCl、SOx除去設備
	(ｱ)  形式    〔乾式法〕
	(ｲ)   数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   入口〔 〕℃
	C． HCl濃度（乾きガス、O212％換算値）
	D． SOx濃度（乾きガス、O212％換算値）
	E． 使用薬剤   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔1〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ、その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔ﾃｰﾌﾞﾙﾌｨｰﾀﾞ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   回転数制御
	(E)  操作方式   自動､遠隔･現場手動
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品    〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 薬剤輸送管の閉塞､曲り､静電気等の対策を行うこと｡
	B． 機器は粉じん及び有害ガスの漏洩しない密閉度の高いものを使用すること。


	②  NOx除去設備
	ア． 無触媒脱硝法
	(ｱ)   形式    〔尿素噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm以下
	B． 使用薬剤   〔尿素〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 薬品貯留装置
	(A)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつﾛｰﾘｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(B)  ロードセル装置付き

	B． 薬品供給装置

	(ｵ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	イ． 燃焼制御法（必要に応じて、排ガス再循環法を含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm 以下
	B． 制御項目   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	(ｵ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの



	(4)  ダイオキシン類及び水銀除去設備
	①  活性炭吹込方式
	(ｱ)  形式    〔活性炭吹込〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   〔 〕℃
	C． 入口ダイオキシン類濃度 〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	D． 出口ダイオキシン類濃度 【0.05】ng-TEQ/m3N以下
	E． 入口水銀濃度   〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	F． 出口水銀濃度   【30】μg/m3N以下
	G． 使用薬剤   〔活性炭〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ､その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   〔 〕
	(E)  操作方式   〔 〕
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品 〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記



	６． 余熱利用設備
	(1)  温水発生器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B．  温水発生量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔加熱空気〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F．  材質    本体〔 〕､伝熱管〔 〕
	G． 管径φ   〔 〕mm
	H． 肉厚    〔 〕mm
	I． 構造    〔 〕
	J．  付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(2)  温水発生器循環ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E．  材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(3)  温水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B．  材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(4)  給湯用タンク（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(5)  給湯用熱交換器（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B． 循環量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔温水〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F． 材質    〔 〕
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(6)  給湯用熱交換器循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(7)  給湯用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B．  揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(8)  給湯用ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(9)  冷暖房用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 冷却水温度（入口）  〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの



	７． 通風設備
	(1)  押込送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 押込送風機の風量は、計算によって求められる最大風量・風圧に20％以上の余裕を持つものでなければならない。また、風圧についても炉の円滑な燃焼に必要かつ十分な静圧を有するものとする。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。
	C． 風量制御方式について、自動燃焼制御を採用し、その調節要素に風量調節要素を加えた場合は、自動制御方式が採用される。
	D． 騒音・振動防止に配慮した計画とする。


	(2)  二次送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置は必要な風量・風圧に20％以上の余裕を持たせること。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。


	(3)  空気予熱器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 入口空気温度   〔 〕℃
	B． 出口空気温度   〔 〕℃
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 空気量   〔 〕m3N/h
	F． 構造    〔 〕
	G． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 灰付着防止に配慮すること。
	B． 清掃が容易な構造（ベアチューブ等）とすること。
	C． 高温腐食対策を考慮すること｡


	(4)  風道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔12〕m/s以下
	B． 材質    〔鋼板〕、厚さ〔3.2〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕

	(5)  誘引送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  操作方法   〔自動遠隔及び現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（常用温度において）
	C． 排ガス温度   〔 〕℃（常用）
	D． 回転数   〔 〕min-1
	(A)  電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(B)  風量制御方式  〔自動炉内圧調整〕
	(C)  風量調整方式  〔ダンパ方式＋回転数制御方式〕
	(D)  主要材質   〔 〕


	(ｵ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｶ)  特記
	A． 誘引送風機は、計算によって求められる最大ガス量に20％以上の余裕を持つものとする。
	B． 上部階に設置する場合は、防振架台等で振動防止対策を行うこと。


	(6)  煙道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔15〕m/s以下
	B． 材質    〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕、厚さ〔4.5〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 伸縮継手はインナーガイド付きとし、ガスの漏洩がないようにすること。
	B． 点検口等の気密性に留意すること。


	(7)  煙突
	(ｱ)  形式    【内筒鋼板製建屋一体型煙突】
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 筒身数   【2】基
	B． 煙突高   【59】m以下
	C． 内筒    〔材質SUS316L以上、外部保温（ラッキング含む）〕
	D． 頂部口径   〔 〕φm
	E． 排ガス吐出速度  〔 〕m/s
	F． 頂部排ガス温度  〔 〕℃

	(ｴ)  付属品    〔測定孔、点検用階段、避雷針〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 頂部は、頂部ノズル部分のダウンウォッシュによる腐食等を考慮した構造とすること。
	B． 笛吹き現象防止に配慮した構造とすること。
	C． ダウンウオッシュ現象防止に配慮した構造とすること。
	D． ダウンドラフト現象防止に配慮した構造とすること。
	E． 煙突内は階段を設ける｡階段の勾配は原則45 以下とする｡
	F． 排ガス測定孔は､排ガスの層流が得られた場所とし､機材搬入用のﾎｲｽﾄを設置する｡
	G． 排ガス測定孔やマンホール部は､全面ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞを敷設する。



	８． 灰出し設備
	(1)  灰冷却装置（半湿式法）
	(ｱ)  形式    〔灰押出装置〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 運搬物   〔焼却灰〕
	B． 能力    〔 〕t/h
	C． 単位体積重量   〔1.0〕t/m3
	D． 駆動方式   〔 〕
	E． 主要材質   〔 〕
	F． 主要寸法   〔 〕mm×〔 〕mm
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔レベル計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 水素ｶﾞｽ対策を行うこと｡
	B． 摩耗箇所はﾗｲﾅｰ構造（12mm以上）とし、対策を行うこと。
	C． 運転中は、炉内圧力が変動しない機密性の高い構造とすること。
	D． 本装置清掃時に内部の焼却灰をすべて排出しやすいように考慮すること。
	E． 運転中の可燃性ガスは炉内に強制排出すること。
	F． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(2)  落じんコンベヤ（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm×長さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 構造はその用途に適した簡単、堅牢なものとする。
	B． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(3)  灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】系列
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕
	B． 主要寸法   〔 〕m×〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払い、必要に応じて局所排気装置を計画すること。


	(4)  灰バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔　〕m3 【 】日分
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ロードセル装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(5)  飛灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 寸法    〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕
	D． 駆動装置   〔　〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置を複数乗り継ぐ計画とする場合は、下流側の機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払うこと。


	(6)  飛灰処理設備
	①  飛灰貯留槽
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 寸法    〔 〕mφ×高さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕

	(ｴ)  主要機器（１基につき）
	A． レベル計＋ロードセル装置
	B． 切り出し装置
	C． エアレーション装置
	D． バグフィルタ

	(ｵ)  付属品    〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置、加温装置〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ブリッジが生じないよう配慮すること。
	B． バグフィルタの稼働及びダスト払い落としはタイマーにて自動的に行うこと。


	②  定量供給装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ヒータ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	③  混練機
	(ｱ)  形式    〔　〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h（1日発生量を5時間/日で処理する。）
	B． 処理物形状   〔 〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 清掃が容易な構造とすること。
	C． 羽根等の摩耗対策を施すこと。


	④  薬剤添加装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用薬剤   〔 〕
	B． 薬剤添加量   〔 〕％

	(ｴ)  主要機器

	⑤  薬剤タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 有効容量 〔 〕m3（購入時に〔7〕日分以上かつﾛｰﾘｰ搬入できる容量以上とする。）
	B． 主要材質   〔 〕
	C． 付属品   〔ﾚﾍﾞﾙ計〕､その他必要なもの


	⑥  薬剤ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   圧力計､ﾘﾘｰﾌ弁､ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ､流量計､その他必要なもの


	⑦  希釈水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕､その他必要なもの

	⑧  希釈水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   〔 〕､その他必要なもの

	(ｴ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	⑨  処理物搬送コンベヤ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm
	C． 養生時間   〔 〕min
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 駆動方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品 〔ﾍﾞﾙﾄ緊張装置､点検口､引綱ｽｲｯﾁ､ITV用窓､集じん用排気口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 十分な養生時間をとること。


	⑩  処理物バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3 【 】日分以上
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計〕、ロードセル装置、その他必要なもの
	(ｵ)  特記



	９． 給水設備
	(1)  所要水量
	(ｱ)  特記
	A． プラント用水は、雨水を優先的に使用し不足する場合上水を使用する。使用水量をできる限り少なくするため、支障のない限り循環使用し、水の有効利用を図る。
	B． 生活用水は現給水ポンプ棟より上水を分岐して引き込むこと。
	C． その他、所要水量詳細については、用役収支(水、汚水)を明示すること。


	(2)  水槽類仕様
	(3)  ポンプ類仕様（生活用水揚水ポンプは建築設備に含む）
	(4)  機器冷却水冷却塔（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔クーリングタワー式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 循環水量   〔 〕m3/h
	B． 冷却水入口温度  〔 〕℃
	C． 冷却水出口温度  〔 〕℃
	D． 外気温度   乾球温度【 】℃、湿球温度【 】℃
	E． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	F． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔凍結防止用ﾋｰﾀ〕、その他必要なもの

	(5)  機器冷却水薬注装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 薬剤    〔 〕

	(ｴ)  付属品
	A． 薬注ポンプ   〔 〕基
	B． 薬剤タンク   〔 〕基
	C． その他必要なもの



	１０． 排水処理設備
	(1)  ごみピット排水
	①  ごみピット排水貯留槽（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔水密RC〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（ごみピット排水の【 】日分）

	(ｴ)  付属品 〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾀﾗｯﾌﾟ､ｽｸﾘｰﾝ､換気装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの

	②  ごみピット排水移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔水中ポンプ〕
	(ｲ)  数量    【2】基（内【1】基納入予備）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置〕、その他必要なもの

	③  ごみ汚水ろ過器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕m3/h
	B． メッシュ   〔 〕μm
	C． 主要材質
	(A)  本体    〔SUS304〕
	(B)  ｽｸﾘｰﾝ    〔SUS304〕

	D． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	E． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔洗浄装置〕、その他必要なもの

	④  ろ液貯留槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計､ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管､ﾄﾞﾚﾝ管〕、その他必要なもの

	⑤  ろ液噴霧ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E．  操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､ﾊﾞﾙﾌﾞ類〕、その他必要なもの

	⑥  ろ液噴霧器
	(ｱ)  形式    〔二流体噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h
	B． 噴霧水圧   〔 〕MPa
	C． 空気量   〔 〕m3/h
	D． 空気圧   〔 〕MPa
	E． 主要材質   〔SUS316〕
	F． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置、コンプレッサ〕、その他必要なもの


	(2)  プラント系および生活系排水
	①  水槽類（参考）
	②  ポンプ・ブロワ類（参考）
	③  塔・機器類（参考）
	④  薬液タンク類（参考）
	⑤  薬液注入ポンプ類（参考）


	１１． 電気設備
	(1)  電気方式
	(ｱ)   受電電圧   交流三相３線式 【6.6】kV、【60】Hz、【1】回線
	(ｲ)  配電種別   【一般線または専用線】
	(ｳ)  配電方式および電圧
	A． 高圧配電   交流三相３線式 【6.6】kV
	B． プラント動力   交流三相３線式 6.6kV
	C． 建築動力   交流三相３線式 400V級
	D． 保守用動力   交流三相３線式 210V
	E． 照明、計装   交流単相３線式 210/105V
	F． 操作回路   交流単相２線式 100V
	G． 直流電源装置   直流 100V
	H． 電子計算機電源  交流単相２線式 100V


	(2)  受配変電盤設備工事
	①  構内引込用柱上開閉器
	(ｱ)  形式    〔地絡方向継電器付過電流ロック型（重耐塩型）〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  定格    〔　〕kV 〔 〕A

	②  高圧受電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW形に準ずる)〕
	(ｲ)  数量    〔１〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	③  高圧配電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW 形に準ずる)〕
	(ｲ)   数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	④  高圧変圧器
	(ｱ)  プラント動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔440〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｲ)   建築動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔210〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｳ)  照明等用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B．  電圧    〔6.6〕kV/〔210/105〕V（単相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種


	⑤  高圧進相コンデンサ
	(ｱ)  コンデンサバンク数  〔 〕台
	(ｲ)  コンデンサ群容量  〔 〕kVar
	(ｳ)  直列リアクトル、放電装置等付属機器を明記する。


	(3)  電力監視設備
	①  電力監視盤（必要に応じて設置する。）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  構成    〔 〕
	(ｴ)  主要取付機器を明記すること。


	(4)  低圧配電設備
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形〕
	(ｲ)   数量    計 〔 〕面
	A． 440V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	B． 200V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	C． 照明用単相主幹盤  　 〔 〕面
	D． 非常用電源盤   　 〔 〕面
	E． その他の配電盤  　 〔 〕面(盤ごとに明記する。)

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	(5)  動力設備工事
	①  動力制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形
	(ｲ)  数量    計 〔 〕面
	A． 炉用動力制御盤  　 〔 〕面
	B． 共通 〃    　 〔 〕面
	C． 非常用 〃    　 〔 〕面
	D． その他必要なもの  　 〔 〕面（盤ごとに明記する。）

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	②  現場制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕
	(ｲ)  数量    〔1〕
	(ｳ)  主要取付機器 〔配電用遮断器､電磁接触器､ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ､補助継電器､運転停止、故障表示灯､その他付属品1式〕

	③  現場操作盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕

	④  中央監視操作盤（計装設備の計装盤に含む）
	⑤  電動機
	(ｱ)  定格
	(ｲ)  電動機の種類
	(ｳ)  電動機の始動方法

	⑥  ケーブル工事
	(ｱ)  工事方法
	(ｲ)  接地工事
	(ｳ)  使用ケーブル
	(ｴ)  高圧端末処理材


	(6)  非常用発電設備
	①  原動機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 出力    〔 〕PS
	B． 燃料    〔 〕
	C． 起動    〔 〕
	D． 冷却方式   〔ﾗｼﾞｴｰﾀ〕


	②  発電機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kVA
	B． 電圧    〔 〕kV
	C． 力率    〔 〕％
	D． 回転数   〔 〕min-1

	(ｴ)  非常用負荷内訳 〔ごみ投入扉電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ｶﾞｽ減温用送風機､ﾌﾟﾗﾝﾄ用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水冷却塔､計装用空気圧縮機､ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口扉、ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ用ｼｬｯﾀｰ､生活用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､消火ﾎﾟﾝﾌﾟ､電気室換気扇､ごみ計量機､計装電源､制御電源､防災電源､助燃油移送ポンプ､運営事業者事務室、現管理棟事務室、その他必要な機器〕


	(7)  無停電電源装置
	①  直流電源装置（必要に応じて設置する｡）
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内自立形〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要項目
	A． 充電器形式   〔トランジスタ式、サイリスタ式〕
	B． 入力    AC3相〔 〕V、〔 〕Hz
	C． 出力    DC〔 〕V

	(ｴ)  蓄電池
	A． 形式    〔制御弁式据置鉛蓄電池(MSE形)〕
	B． 容量    〔 〕AH（1時間率、10時間率）
	C． 数量    〔 〕セル
	D． 定格電圧   〔 〕V
	E． 放電電圧   〔 〕V
	F． 放電時間   〔 〕分


	②  交流無停電電源装置
	(ｱ)  形式
	A． 入力電圧   ＤＣ　100V（停電時）
	B． 交流出力   〔 〕kVA

	(ｲ)  無停電電源予定負荷内訳 〔中央監視操作盤内制御用ｼｰｹﾝｻｰ電源､中央制御室ｵﾍﾟﾚｰﾀｺﾝｿｰﾙ用電源､重要な計装機器(温度･圧力等)電源､制御回路等ｼｰｹﾝｻｰ電源、助燃油移送ポンプ、その他必要な機器〕


	(8)  その他

	１２． 計装制御設備
	(1)  計画概要
	(ｱ)  本設備は、プラントの操作・監視・制御の集中化と自動化を行うことにより、プラント運転の信頼性の向上と省力化を図るとともに、運営管理に必要な情報収集を合理的、かつ迅速に行うことを目的にしたものである。
	(ｲ)  本設備の中枢をなすコンピューターシステムは、原則として2重化システムとし、各設備・機器の集中監視・操作及び自動順序起動・停止、各プロセスの最適制御を行うものとする。
	(ｳ)  また、工場の運転管理及び運営管理に必要な情報を各種帳票類に出力するとともに、運営管理及び保全管理に必要な運転データを作成するものである。
	(ｴ)  耐雷対策に配慮した製品を採用すること。

	(2)  計装制御計画
	(ｱ)  一般項目
	A． 一部の周辺機器の故障及びオペレータの誤操作に対しても、システム全体が停止することのないよう、フェールセーフ等を考慮したハードウェア・ソフトウェアを計画する。
	B． 対環境性を十分考慮のうえ、ごみ処理プロセスの雰囲気に適したシステム構成とし、停電、電圧の変動及びノイズ等に対して十分な保護対策を講ずる。

	(ｲ)  計装監視機能
	A． レベル、温度、圧力等プロセスデータの表示・監視
	B． ごみクレーン運転状況の表示
	C． 主要機器の運転状態の表示
	D． 受変電設備運転状態の表示・監視
	E． 電力デマンド監視
	F． 主要(重要)な電動機電流値の監視
	G． 機器及び制御系統の異常の監視
	H． 公害関連データの表示・監視
	I． その他運転に必要なもの

	(ｳ)  自動制御機能
	A． ごみ焼却関係運転制御
	B． 受配電発電運転制御
	C． ごみクレーンの運転制御
	D． 動力機器制御
	E． 給排水関係運転制御
	F． 公害関係運転制御
	G． その他必要なもの

	(ｴ)  データ処理機能（データ・ロガ装置）
	A． ごみの搬入データ
	B． 焼却灰、集じん灰固化物等の搬出データ
	C． ごみ焼却データ
	D． ごみ発熱量データ
	E． 受電量等電力管理データ
	F． 各種プロセスデータ
	G． 公害監視データ
	H． 薬品使用量、ユーティリティ使用量等データ
	I． 各電動機の稼働時間のデータ　など
	J． アラーム発生記録

	(ｵ)  特記
	A． 停電時対策を考慮する。
	B． 補助記憶（ミラーリング）機能を持たせること。
	C． 記憶データの修正、追加が可能なこと。


	(3)  計装機器
	(ｱ)  一般計装センサー
	A． 重量センサー等
	B． 温度、圧力センサー等
	C． 流量計、流速計等
	D． 開度計、回転数計等
	E． 電流、電圧、電力、電力量、力率等
	F． レベル計等
	G． ｐＨ、導電率等
	H． その他必要なもの

	(ｲ)  大気質測定機器
	A． 煙道中ばいじん濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	B． 煙道中窒素酸化物濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	C． 煙道中二酸化硫黄濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	D． 煙道中塩化水素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	E． 煙道中一酸化炭素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	F． 煙道中酸素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	G． 煙道中水銀濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	H． 風向風速計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	I． 大気温度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕


	(ｳ)  ＩＴＶ装置
	A． カメラ設置場所
	B． モニタ設置場所


	(4)  システム構成
	(5)  計装項目
	(6)  計装用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔オイルフリータイプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔冷却器、空気タンク、除湿器、その他必要なもの〕


	１３． 雑設備
	(1)  雑用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔空気タンク、その他必要なもの〕

	(2)  掃除用媒吹装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用流体   〔圧縮空気〕
	B． 常用圧力   〔 〕kPa
	C． チュ－ブ材質   〔 〕
	D． 配管箇所   〔 〕箇所

	(ｴ)  付属品    〔チューブ、ホース、その他必要なもの〕

	(3)  真空掃除装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3/min
	B． 真空度   〔 〕Pa
	C． 配管箇所   〔 〕
	D． 電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔バグフィルタ、配管、ホース、ホース格納庫、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(4)  洗車装置
	(ｱ)  形式    〔手動・高圧水噴射式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 同時洗車台数   〔 〕台
	B． 噴射水量   〔 〕m3/min
	C． 噴射水圧力   〔 〕kPa
	D． 所要電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔噴射ｶﾞﾝ､吐水ﾎｰｽ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	(5)  工具・工作機器・測定器・電気工具・分析器具・保安保護具類
	(6)  説明用備品類
	①  説明用プラントフローシート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 取付位置   〔 〕
	B． 寸法    幅〔 〕m×高〔 〕m
	C． 取付方法   〔 〕


	②  説明用パンフレット
	(ｱ)  形式    〔カラー刷り、Ａ４版〕
	(ｲ)  数量    建設概要説明用 【1000】部
	(ｳ)  その他    版権は本組合に帰属する｡上記のデータを提出すること。

	③  説明用映写ソフト＋映写装置
	(ｱ)  形式    〔DVD＋プロジェクター〕
	(ｲ)  数量    【1】式
	(ｳ)  設置場所   現管理棟２階研修室
	(ｴ)  主要項目
	A． 録画内容   〔児童用･一般用〕
	B． 付属品 〔ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ本体､ｽｸﾘｰﾝ､DVD再生装置､ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ､操作卓､AVﾐｷｻｰ､ｽﾋﾟｰｶ〕、その他必要なもの

	(ｵ)  その他    50名程度が視聴する

	④  場内案内説明装置（模型やゲームは不要）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  設置場所   〔 〕
	(ｳ)  主要項目 (1 基につき)
	A． 主要寸法   〔 〕
	B． 取付方法   〔 〕
	C． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	⑤  公害モニタリング装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】面(屋内1、屋外1)
	(ｳ)  設置場所   屋内〔 〕
	(ｴ)  主要項目 (1 面につき)
	A． 主要寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m×奥行き〔 〕m
	B． 表示方式   〔 〕
	C． 表示項目 〔ばいじん、塩化水素、硫黄酸化物、窒素酸化物、一酸化炭素、水銀、炉出口温度、その他、事務室で入力した情報（ダイオキシン類、お知らせ等）〕
	D． 付属品   〔ﾃﾞｰﾀ入力装置〕、その他必要なもの



	(7)  補助温水器
	(8)  機器搬出設備
	(ｱ)  形式    〔電動ﾎｲｽﾄ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 設置場所   〔炉室〕
	B． 吊り上げ荷重   〔 〕t
	C． 揚程    〔 〕m
	D． 操作方式   〔 〕
	E． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ﾚｰﾙ〕、その他必要なもの

	(9)  エアーシャワー室設備
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． ジェット風量   〔 〕m3/h
	B． ジェット風速   〔 〕m/s
	C． 吹出口   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	(10)  環境集じん器
	(ｱ)  形式    〔ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3/min
	B． 出口含じん量   〔 〕g/m3N以下
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． ろ布種類   〔 〕
	E． 主要部板厚   〔 〕mm以上
	F． 主要寸法   幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品
	A． 逆洗装置
	B． ダスト搬出装置
	C． その他必要なもの

	(ｵ)  その他

	(11)  エアライン装置
	(ｱ)  形式    〔空気清浄付ｴｱﾗｲﾝ装置〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  使用可能人数   〔 〕人／基
	(ｴ)  付属品    〔コンプレッサ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ダスト、ミスト、臭気を確実に除去できる性能のものとする。
	B． 配管材質はステンレスとする。




	第3章　 土木・建築工事仕様
	１． 計画基本事項
	(1)  計画概要
	①  工事範囲
	②  建設用地
	③  仮設計画
	ア． 仮囲い
	イ． 仮設事務所

	④  安全対策
	⑤  測量および地質調査
	⑥  掘削工事

	(2)  施設配置計画
	①  一般事項
	ア． 施設内の工場棟等の配置については、日常の車両や運営事業者職員等の動線を考慮して合理的に配置するとともに、定期補修整備などの際に必要なスペースや、機器の搬入手段にも配慮すること。
	イ． 工場棟は周辺の環境との調和を図り、施設の機能性、経済性、および合理性を追及し、かつ増築改築等、将来への展望を十分に考慮して、清掃工場のイメージアップを図った建物とすること。
	ウ． 居室部分は、機能・居住性を十分考慮するとともに、明るく清潔なイメージとすること。また、採光、バリアフリーを考慮し、身障者等にも配慮したスロープ設備や身障者用トイレの設置を計画すること。
	エ． 建物外観は周囲の歴史的建造物を含む景観に配慮し、煙突は配置に十分配慮すること。
	オ． 場内は禁煙とするので、喫煙室・喫煙コーナーは設けない。
	カ． 除雪対応として敷地北側に設置する運営事業者駐車場から傾斜地側に重機で押せるよう計画すること。

	②  車両動線計画
	ア． 構内道路は、搬入出車が円滑な流れとなるような車両動線とすること。
	イ． 一般車動線は、原則として収集車、搬入出車動線と分離すること。
	ウ． 敷地内においてメンテナンス車両等が工場棟を周回できるようにすること。

	③  見学者動線計画
	ア． 見学者ルートは場内の関連建物との連絡も含め考慮すること。
	イ． 見学者だまりの仕様（場所と広さ【50】人）
	ウ． 見学者用通路は極力色分けし、作業員動線と分離し安全確保に配慮すること。
	エ． 主要な見学場所は、ごみクレーン操作室、ごみピット、プラットフォーム、中央制御室、炉室等とし、安全な場所から接触することなく見学できるようにすること。
	オ． 適所に場内案内説明装置等を設置すること。



	２． 建築工事
	(1)  全体計画
	①  設計方針
	ア． 本施設の建築計画は、明るく清潔なイメージ、機能的なレイアウト、より快適安全な室内環境、部位に応じた耐久性等に留意し、各部のバランスを保った合理的なものとすること。
	イ． ごみ焼却施設の工場棟は一般の建築物と異なり、熱、臭気、振動、騒音、特殊な形態の大空間形成等の問題を内蔵するので、これを機能的かつ経済的なものとするためには、プラント機器の配置計画、構造計画ならびに設備計画は深い連携を保ち、相互の専門的知識を融和させ、総合的にみてバランスのとれた計画とすること。
	ウ． 機種、機能、目的の類似した機器はできるだけ集約配置することにより、点検整備作業の効率化、緊急時に迅速に対処ができるよう計画すること。
	エ． 運営事業者職員等の日常点検作業の動線、補修、整備作業スペースを確保すること。
	オ． 地下に設置する諸室は必要最小限に留めるとともに、配置上分散を避けること。
	カ． 見学者対応として、見学者がプラントの主要機器を快適で安全に見学できる配置・設備を考慮すること。
	キ． 法規・基準・規則・関係法令等を遵守すること。
	(ｱ)  日本建築学会規定
	(ｲ)  国土交通大臣官房官庁営繕部公共建築工事標準仕様書


	②  工場棟平面計画
	ア． 受入供給設備
	(ｱ)  搬入出路
	A． 路面の舗装は〔 〕舗装とし、滑りにくい仕上げとすること。
	B． 一方通行とする。
	C． 積雪対策をおこなうこと。

	(ｲ)  プラットホーム
	A． プラットホームは臭気が外部に漏れない構造・仕様とすること。
	B． プラットホームは、スパン方向の有効長さは【16】ｍ以上（長さ方向〔 〕m 以上）とし、搬入車両が障害となることなく作業ができる構造とすること。
	C． 投入扉手前には、高さ20cm程度の車止を設け、床面はコンクリート仕上げとし、1.5％程度の水勾配をもたせること。
	D． プラットホームはトップライト、又は窓からできるだけ自然光を採り入れ、明るく清潔な雰囲気を保つこと。
	E． プラットホームのごみ汚水は、ごみピットまたはごみピット排水貯留槽へ排出すること。
	F． 各ごみ投入扉間に安全地帯を確保すること。
	G． 各ごみ投入扉付近の柱に安全帯取付け用フック（丸環程度）を設けること。

	(ｳ)  ごみピット
	A． ごみピットは水密性の高いコンクリート仕様とすること。
	B． ごみピットの内面は、ごみ浸出液からの保護とクレーンの衝突を考慮し鉄筋の被り厚さを大きくとること。
	C． ごみピット内面には、貯留目盛を設けること。
	D． ごみピット底部のコンクリートは鉄筋からのかぶり厚を100mm程度とすること。
	E． ごみピット側壁のコンクリートはホッパステージレベルまで鉄筋からのかぶり厚を70mm程度とすること。
	F． ごみピットの遇隅角部は隅切り等によりごみの取り残しのない構造とし、補強及び止水対策を行うこと。
	G． ごみピットは底面に十分な排水床勾配をとること。
	H． ごみピット内への車両転落防止対策として、開口部の車止めの他、車両転落防止用フックや車両転落防止用バー等の安全対策を講じること。

	(ｴ)  ホッパステージ
	A． ホッパステージには、予備バケット置場およびクレーン保守整備用の点検床を設けること。ホッパステージ落下防止手摺りは鉄筋コンクリート製とし、要所に清掃口を設けること。
	B． ホッパステージは必要に応じ、水洗を行える計画とすること。
	C． バケット置き場は、バケットの衝撃から床を保護する対策をとること。


	イ． 炉 室
	(ｱ)  要所にマシンハッチを設け、点検、整備、補修等の作業の利便性を確保すること。
	(ｲ)  歩廊は原則として設備毎に階高を統一し、保守、点検時の機器荷重にも十分な構造とすること。
	(ｳ)  炉室は十分な換気を行うとともに、自然採光を取り入れて、作業環境を良好に維持すること。また、給排気口は防音に配慮すること。
	(ｴ)  主要機器、装置は屋内配置とし、点検、整備、補修のための十分なスペースを確保すること。
	(ｵ)  焼却炉室の1階にはメンテナンス車両が進入できるよう配慮すること。また、炉室等の床・天井には、機器類のメンテナンスに配慮して、必要箇所にエレクションハッチを設け、吊フック、電動ホイストを適宜設置すること。

	ウ． 中央制御室
	(ｱ)  工場棟の管理中枢として中央制御室は、各主要設備と密接な連携を保つ必要がある。なかでも焼却炉本体、電気関係諸室とは異常時の対応を考慮し、距離的にも短く連絡される位置に配置すること。
	(ｲ)  中央制御室はプラントの運転・操作・監視を行う中枢部であり、常時運転員が執務するので、照明・空調・居住性について十分考慮すること。
	(ｳ)  中央制御室は主要な見学場所の一つであり、動線と見学者スペースについても考慮すること。
	(ｴ)  炉室に近接した位置に作業準備室を兼ねた前室を設けること。
	(ｵ)  運転員控室を設けること。

	エ． 集じん機・有害ガス除去設備室
	オ． 排水処理室、水槽
	(ｱ)  建物と一体化して造られる水槽類は、系統ごとに適切な位置に設け、悪臭、湿気、漏水の対策を講ずること。
	(ｲ)  酸欠の恐れのある場所・水槽等は、入口又は目立つ所に「酸欠注意」の標識を設けるとともに、作業時十分な換気を行える設備を設置すること。
	(ｳ)  各種槽類、ピット他点検清掃に必要な箇所には適宜、マンホール、ステンレス製もしくはステンレス芯の樹脂製タラップ（滑り止め加工）を設けること。
	(ｴ)  48h水張り試験を行うこと。

	カ． 通風設備室
	(ｱ)  誘引通風機、押込送風機、空気圧縮機、その他の騒音発生機械は、原則として専用の室に収納し、防音対策、防振対策を講ずること。
	(ｲ)  誘引通風機室は、機材の搬出入のための開口部を設けること。

	キ． 灰出し設備室
	(ｱ)  焼却残さ、集じん灰搬出設備はできるだけ一室にまとめて設置し、搬出の際の粉塵対策を講ずること。
	(ｲ)  原則として、他の部屋とは隔壁により仕切るものとし、特にコンベヤ等の壁貫通部も周囲を密閉すること。

	ク． 運転員関係諸室
	ケ． その他
	(ｱ)  その他必要な諸室〔工作室、分析室、倉庫、危険物庫、書庫、予備品収納庫等〕を適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること。
	(ｳ)  燃料・薬品受入場所（供給口）は屋根下となるよう計画し、機器配置図に位置を記載すること。また、燃料・薬品補充車が他の車両の通行の妨げにならないよう計画すること。また、薬品受入時の漏洩等に対応できる構造とすること。
	(ｴ)  見学者の見学場所は、〔プラットホーム・ごみピット・焼却炉室・中央制御室等〕とすること。
	(ｵ)  見学者通路の有効幅員は〔1.8〕m 以上とし、主要部にはホール形式スペースを計画とすること。
	(ｶ)  トイレを必要場所に設置すること。


	③  管理棟平面計画（管理居室平面計画）
	ア． 研修室
	イ． 事務室
	(ｱ)  運営事業者職員数に見合った面積で計画すること。
	(ｲ)  事務室は来場者の把握が容易にできる位置に計画すること。また、玄関側にカウンタ－を設けること。
	(ｳ)  必要に応じ床はフリーアクセスフロアとすること。

	ウ． 玄関
	(ｱ)  運営事業者職員用と来場者用を別に計画すること。
	(ｲ)  来場者用の玄関には風除室を設け、自動ドアとすること。
	(ｳ)  来場者用のエントランスホールは、来場者の人数に応じた広さ（説明者含み最大50名が立位）を確保すること。
	(ｴ)  室内は原則上足とする。

	エ． その他
	(ｱ)  来場者用通路、見学者ホール及び備品庫などを適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること
	(ｳ)  配置については採光、日照等を十分考慮すること。
	(ｴ)  身障者の出入及び便所に配慮すると共に、見学者動線が複数フロアにわたる場合にはエレベータを設けること。なお、点字ブロックはつまずきやすいため、視覚障がい歩行誘導ソフトマット等極力安全なものを選定すること。
	(ｵ)  事務室、作業員関係諸室は、集約して配置すること。階数は異なってもよい。
	(ｶ)  事務室等の居室は極力外部に面した位置に計画すること。



	(2)  構造計画
	①  基本方針
	ア． 建築物は上部・下部構造とも十分な強度を有する構造とすること。
	イ． 振動を伴う機械は十分な防振対策を行うこと。

	②  基礎構造
	ア． 建築物は地盤条件に応じた基礎構造とし、荷重の遍在による不等沈下を生じない基礎計画とすること。
	イ． 地業工事の工法については、荷重条件、地質条件を考慮し、地震時、風圧時の水平力をも十分検討して決定すること。
	ウ． 土工事は、安全で工期が短縮できる合理的な工法を採用すること。
	エ． 残土の場外処分が必要な場合､搬出先は監督員との協議によること｡

	③  躯体構造
	ア． 焼却炉、集じん機など重量の大きな機器やクレーンの支持架構はRC造又はSRC造とし、十分な強度、剛性を保有するとともに、地震時にも十分安全な構造とすること。
	イ． クレーン架構については、クレーン急制動時の短期的荷重についても検討すること。
	ウ． 架構は、強度、剛性を保有するとともに軽量化に努め、地震時の変位も有害な変形にならない構造とすること。
	エ． 耐震安全性の分類は構造体Ⅱ類（重要度係数1.25）、建築非構造部材A類、建築設備甲　類（耐震性のみ）を適用する。なお、地震地域係数は1.0である。
	オ． 躯体（SRC,RC,S）に関する比較表（工期､経済性､耐用年数等）を作成し､事前に本組合の承認を受けること｡

	④  一般構造
	ア． 屋 根
	(ｱ)  屋根は軽量化に努めるとともに、特にプラットホーム、ごみピット室の屋根は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。（常時負圧管理をする場合はこの限りでない。）
	(ｲ)  炉室の屋根は、採光に配慮し、換気装置を設けるものとし、雨仕舞と耐久性に配慮すること。
	(ｳ)  屋根は風圧や機器荷重に対し十分な強度を有するものとし､耐食性部材を使用する。
	(ｴ)  雨樋のうち軒樋はステンレス製、竪樋は塩ビ製で耐雪仕様とする｡
	(ｵ)  防水は〔 〕防水とする。
	(ｶ)  エキスパンションジョイント部は、漏水がなく、接合部の伸縮に十分対応でき、経年変化の少ない構造とすること。
	(ｷ)  落雪及びつらら対策を講じること｡
	(ｸ)  ピット火災時に排煙が可能となるよう、配慮すること。

	イ． 外 壁
	(ｱ)  構造耐力上重要な部分および遮音性能が要求される部分は、原則として鉄筋コンクリート造とすること。鉄骨造部分については､押出成型板+仕上材とする｡
	(ｲ)  プラットホーム、ごみピット室の外壁は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。
	(ｳ)  ごみピット等臭気発生箇所において貫通部及びｺﾝｸﾘｰﾄ目地がある場合は､防臭のための全面ｳﾚﾀﾝ吹き付けを行うこと｡

	ウ． 床
	(ｱ)  機械室の床は必要に応じ、清掃・水洗等を考慮した構造とすること。
	(ｲ)  中央制御室、受変電室等電線の錯綜する諸室は配線用ピット、二重床等配線を考慮した構造とすること。

	エ． 内 壁
	(ｱ)  各室の区画壁は、要求される性能や用途上生じる要求（防火、防臭、防音、耐震、防煙）を満足するものとすること。
	(ｲ)  不燃材料、防音材料などは、それぞれ必要な機能を満足すること。

	オ． 建 具
	(ｱ)  外部に面する建具は、台風時の風圧や降雨に耐えるものとすること。
	(ｲ)  ガラスは、管理上、機能上、意匠上等の条件を考慮して、断熱性や遮熱性に優れたもの等を適切に選定すること。また、見学者等人が頻繁に通行する部分のガラスについては、衝突等を考慮して選定すること。
	(ｳ)  建具（扉）のうち、特に防臭、防音を要求されるものについてはエアタイト型とし、防音扉においては、内部吸音材充填とし、締付けハンドル等は遮音性能を十分発揮できるものを選定すること。
	(ｴ)  建具（扉）のうち、一般連絡用扉にはストップ付ドアチェック（法令抵触部は除外）、シリンダー本締錠を原則とする。なお、マスターキーシステムとし、詳細は実施設計時の協議による。機器搬入用扉は開放時に使用する煽り止めを取り付ける事。
	(ｵ)  建具（扉）のうち、スチールドアは原則としてフラッシュ扉とすること。
	(ｶ)  建具（扉）のうち、シャッター若しくはオーバースライダーは〔スチール製〕とし、必要に応じ電動式とすること。
	(ｷ)  建具（扉）のうち、木製とする場合は、メラミン化粧板等の仕上げとすること。
	(ｸ)  建具（窓）のうち、特殊な箇所を除き、窓建具はアルミ製とすること。また、原則としてガラス窓は内外側とも清掃可能なものとすること。
	(ｹ)  建具（扉）は、必要に応じ、室名札等の室名表示を行うこと。
	(ｺ)  ごみクレーン操作室窓に、自動窓拭き装置を設置すること。



	(3)  仕上計画
	①  外部仕上
	ア． 地域特性や立地条件・周辺環境に配慮した意匠・仕上計画とする。また、景観上違和感のない、清潔感のあるものとすること。
	イ． 原則として工場棟外壁は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げ、工場棟屋根はｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き､煙突は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げとすること。
	ウ． 材料は経年変化が少なく、耐久性・耐候性が高いものとする。
	エ． 以上を踏まえて、建築外部仕上表を提示し、本組合の承諾を得ること。

	②  内部仕上
	ア． 各部屋の機能、用途に応じて必要な仕上を行うこと。
	イ． 薬品、油脂の取り扱い、水洗等それぞれの作業に応じて必要な仕上計画を採用し、温度、湿度等環境の状況も十分考慮すること。
	ウ． 工場棟居室部の内部に使用する建材はVOCを含有していないものを使用すること。
	エ． 居室に使用する建材はF☆☆☆☆以上とすること。

	③  塩害対策
	ア． 施設内配置計画に当っては、風向、風速について考慮する。
	イ． 鋼製くいを使用する場合は、防食対策をすること。
	ウ． 潮風や海水にさらされる鉄筋コンクリートの部分は、鉄筋のかぶり厚さを増したり、塗料で保護する等、耐久上の考慮をする。
	エ． 屋根、外壁、外部に面する建具、屋外に設ける階段・タラップ、屋外設置の機器の材料は、耐塩性を考慮して選定する。

	④  寒冷地対策
	ア． 施設内配置計画にあたっては、特に冬期における風向・風速について考慮する。
	イ． 建築物の主要な出入口は、積雪によって車両や人の通行が阻害されないように配慮する。また、建築物から出入口、道路等への雪の落下防止対策を講ずる。また除雪した雪を溜めておくスペースを考慮する。
	ウ． 屋根、壁の材料は、積雪および凍結を考慮して選定する。また、特に軒先および雨どいについては、積雪および凍結対策に配慮する。
	エ． 居室など空調を行う室の外壁等には、必要に応じて断熱材を使用し、防寒、結露対策を講ずる。
	オ． 外部に面する建具、屋外に設ける階段、タラップ等は、積雪・凍結対策に配慮する。
	カ． 建築設備の機器および配管は、必要に応じ凍結対策に配慮する。
	キ． 吸排気口および屋外設置の機器が雪に埋没しないように配慮する。
	ク． 工事中は地域毎の寒中コンクリートの適用期間に留意する。
	ケ． 積雪のため、工種によっては工事の進行が不可能な場合もあるので、工事工程の設定には十分留意する。


	(4)  建築仕様
	①  工場棟
	ア． 構造    〔ごみクレーンガータまでは、RC造或いはSRC造〕
	(ｱ)  プラットホーム室  外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｲ)  ごみピット   外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｳ)  ホッパステージ  外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｴ)  炉室    外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｵ)  集じん器室   外壁 〔押出成型板+仕上材〕

	イ． 建屋規模
	(ｱ)  建築面積   〔 〕㎡
	(ｲ)  建築延床面積   〔 〕㎡：地下水槽類は除く。
	(ｳ)  各階床面積   〔 〕㎡
	(ｴ)  軒高    〔 〕m
	(ｵ)  最高の高さ   〔 〕m

	ウ． 階高
	エ． 室内仕上
	オ． 共通事項
	(ｱ)  建物の配置はプラント全体計画に基づき、経済性、安全性、美観、維持管理の容易性を考慮して計画とすること。
	(ｲ)  工場棟は、機能上必要な部分は鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造とし、その他の部分は鉄骨造として計画すること。
	(ｳ)  工場棟の鉄骨部分はＯＰ仕上げとすること。
	(ｴ)  地階部分は地下水の浸透のない構造、仕上げとすること。
	(ｵ)  工場棟の屋根は材質、勾配等について、風土・気象条件を考慮すること。
	(ｶ)  外壁と屋根の結露防止に配慮すること。
	(ｷ)  臭気のある室内に出入りするドアはエアタイト構造とすること。臭気のある室と居室の間には前室を設けること。臭気は捕集して処理すること。
	(ｸ)  手摺りの高さは1.1m以上とすること。
	(ｹ)  屋外に設置される鉄骨の塗装仕様は原則ＯＰ仕上げとするが、外部の環境に応じて決定すること。

	カ． 工場棟内各室の仕様

	②  管理棟

	(5)  その他
	①  外部環境に配慮し、建物の外部と内部を熱的に区分し、結露防止及び断熱を考慮すること。
	②  各室のそれぞれの用途、空間に応じ、最適な環境と省エネ効果を保持すること。
	③  断熱、防露に使用する材料は、室内外の環境条件を考慮し最適な材料を選定すること。
	④  断熱、結露防止の施工に際し、最適な構造及び工法を選択すること。
	⑤  建物内外の凍結について十分考慮すること。


	３． 土木工事および外構工事
	(1)  土木工事
	①  造成工事
	ア． 造成面積　　　　　　　　　〔 〕㎡
	イ． 造成レベル　　　　　　　　〔 〕m
	ウ． 法面の保護・仕上げ

	②   山留・掘削

	(2)  外構工事
	①  構内道路および駐車場
	ア． 十分な強度と耐久性を持つ構造および効率的な動線計画とし、必要箇所に白線、道路標識、信号機、看板及び車止め等を設け、構内の交通安全を図ること。
	イ． 構内道路の設計は構内舗装・排水設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課）によること。
	(ｱ)  交通量の区分   【 】交通
	(ｲ)  設計ＣＢＲ   〔ＣＢＲ試験による〕


	②  構内排水設備
	③  植栽芝張工事
	④  門・囲障工事

	(3)  土木工事及び外構工事仕様
	①  地業工事
	ア．  杭打工法   〔 〕工法
	(ｱ)  杭長    〔 〕m
	(ｲ)  杭材質    〔 〕杭
	(ｳ)  杭径    〔 〕mm

	イ． 直接基礎工法
	(ｱ)  支持地盤深さ   ＧＬ－〔 〕m


	②  構内道路工事
	ア． 構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 舗装面積   〔 〕㎡
	ウ． 舗装仕様
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	③  駐車場
	ア．  構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 計画台数
	(ｱ)  普通車    〔 〕台(運営事業者用・運営事業者側来客用)
	(ｲ)  普通車 【5】台(本組合職員用：管理棟北側4台、車庫棟北側1台)
	(ｳ)  大型バス   【2】台(見学者用)

	ウ． 舗装面積   〔 〕㎡
	エ． 舗装厚
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	④  構内排水設備工事
	ア． 排水溝    自由勾配側溝
	イ． 排水管    ＶＰ管、ＨＰ管
	ウ． 付属設備   道路用グレーチング等

	⑤  植栽・芝張工事
	ア． 植栽面積   〔 〕㎡
	イ． 植栽仕様

	⑥  門・囲障工事
	ア． 門扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m

	イ． ガードレール
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m

	ウ． 囲障（ネットフェンス等）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m




	４． 建築機械設備工事
	(1)  空気調和設備工事
	①  温湿度条件は次表に示すとおりとする。
	②  時間帯
	ア． 8時間ゾーン   室名〔 〕
	イ． 16時間ゾーン   室名〔 〕

	③  熱源    【電気式＋余熱利用】
	④  空気調和設備

	(2)  換気設備工事
	①  換気設備仕様

	(3)  給排水衛生設備工事
	①  給水設備工事
	ア．  給水量は以下の条件から計算すること。
	(ｱ)  運営事業者運転職員 〔 〕L/人・日
	(ｲ)  運営事業者事務職員 〔 〕L/人・日
	(ｳ)  見学者   〔 〕L/人・日
	(ｴ)  プラント給水
	(ｵ)  運営事業者以外の使用人数


	②  衛生器具設備工事
	③  消火設備工事
	④  給湯設備工事

	(4)  エレベータ設備工事
	①  形 式   〔車椅子兼用エレベータ〕
	②  数 量   【 】基
	③  積載重量   【 】kg（【 】人用）
	④  停止階   〔 〕階層
	⑤  運転方式   〔インバータ全自動〕
	⑥  警報表示   中央制御室と管理棟事務室に警報を表示すること。
	⑦  その他   必要に応じ地震感知による自動最寄階停止装置

	(5)  エアーカーテン設備工事
	①  形 式　　　　　　　　　　　 〔 〕
	②   数 量　　　　　　　　　　　 〔 〕箇所
	③  設置場所　　　　　　　　　  〔ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口〕

	(6)  配管工事

	５． 建築電気設備工事
	(1)  動力設備工事
	(2)  照明コンセント設備工事
	①  非常用照明、誘導灯等は建築基準法、消防法に準拠して設置すること。
	②  照明器具は、用途および周囲条件により、防湿、防雨、防じんタイプを使用すること。なお、破損の危険性がある場所はガードつきとすること。
	③  ごみピット・プラットホーム・炉室等を含め電灯は原則ＬＥＤ灯とする。
	④  外灯はポール型照明とし、自動点滅式とすること。
	⑤  コンセントは維持管理性を考慮した個数とし、用途及び使用条件に応じて防雨、防爆、防湿型とすること。また床洗浄を行う部屋については床上70cmに取り付けること。

	(3)  その他工事
	①  自動火災報知器設備工事
	ア． 受信    盤 〔 〕型 〔 〕級 〔 〕面
	イ． 感知器    種類 〔 〕，形式〔 〕
	ウ． 配線および機器取付工事（消防法に基づき施工） １式
	エ． その他

	②  電話設備工事
	ア． 自動交換器   型 式 〔電子交換式 〕
	イ． 電話器    型 式 〔プッシュホン〕〔 〕台
	ウ． ファクシミリ   〔 〕 基
	エ． 設置位置   建築設備リストに記載すること。
	オ． 配管配線工事   １式
	カ． 機能

	③  テレビ等視聴設備工事
	④  拡声放送設備工事
	ア． 増幅器型式
	イ． スピーカ トランペット、天井埋込、壁掛け型
	ウ． マイクロホン 事務室、中央制御室等に設置
	エ． 設置位置

	⑤  インターホン設備工事
	ア． 型式  〔相互通話式〕
	イ． 設置位置

	⑥  時計設備工事
	ア． 形式   〔 〕
	イ． 設置場所  （建築設備リストに記載のこと）

	⑦  避雷設備
	ア． 設置基準  建築基準法により高さ20mを超える建築物を保護すること。
	イ． 仕様   JIS A 4201 避雷針基準によること。
	ウ． 数量   １式

	⑧  防犯警備設備工事
	⑨  その他
	ア． 雷保護については、直撃雷のみならず誘導雷に対しても対策を施すこと。
	イ． 必要に応じて予備配管を設けること。
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	ニ． 建築設備設計基準・同要領（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

	(4)  土木建築工事
	ア． 建築基準法
	イ． 消防法
	ウ． 自動火災報知設備工事基準書（総務省消防庁監修）
	エ． 都市計画法
	オ． 水道法
	カ． ガス事業法
	キ． コンクリート標準示方書（土木学会）
	ク． アスファルト舗装要綱（日本道路協会）
	ケ． 構内舗装設計標準（国道交通大臣官房官庁営繕部監修）
	コ． 道路法
	サ． 道路構造令
	シ． 日本建築規格及び鋼構造計算基準
	ス． 鉄筋コンクリート構造計算基準
	セ． 基礎構造計算基準
	ソ． 土木工事施工監理基準
	タ． 溶接工作基準（日本建築学会）
	チ． 建築設備耐震設計施工指針（国土交通省住宅局建築指導課監修）
	ツ． 土木工事安全施工技術指針（国土交通大臣官房技術調査室）
	テ． 建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（国土交通省大臣官房技術参事官通達）
	ト． 建築工事共通仕様書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ナ． 建築工事施工監理指針（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ニ． 建築工事標準詳細図（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ヌ． 機械設備工事共通仕様書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ネ． 機械設備工事施工管理指針（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ノ． 機械設備工事標準図（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ハ． 電気設備工事共通仕様書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ヒ． 電気設備工事施工管理指針（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	フ． 電気設備工事標準図（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ヘ． 建築設備設計基準・同要領（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ホ． 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
	マ． 官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説
	ミ． 日本公園緑地都市公園技術標準解説書
	ム． 公共用緑化樹木の品質寸法規格基準（案）
	メ． 石川県土地対策指導要綱

	(5)  そ の 他
	ア． 労働基準法
	イ． 労働安全衛生法
	ウ． 廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類ばく露防止対策要綱
	エ． 作業環境測定法
	オ． 石川県関連法規
	カ． その他の関係法令、規則、規格、基準等
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	(ｱ)  アスファルト防水
	(ｲ)  合成高分子ルーフィング防水
	(ｳ)  塗膜防水
	(ｴ)  モルタル防水
	(ｵ)  躯体防水
	(ｶ)  仕上塗材吹き付け
	(ｷ)  シーリング材
	(ｸ)  水槽類の防食層
	第2章　 機械設備工事仕様
	１． 各設備共通仕様
	(1)  歩廊・階段・点検床等
	①  歩廊・階段・点検床及び通路
	②  手摺
	③  設計基準
	ア． 階段の高さが4mを越える場合は、原則として高さ4m以内ごとに踊り場を設けること。
	イ． 梯子の使用はできる限り避けること。
	ウ． 主要通路については原則として行き止まりを設けてはならない。(２方向避難の確保)
	エ． 主要階段の傾斜面は、原則として水平に対して40度以下とし、階段の傾斜角、蹴上げ、踏み面等の寸法は極力統一すること。
	オ． 手摺りの支柱間隔は1,100mmとすること。
	カ． 歩廊にはトープレートを設置すること。
	キ． 通路部分は原則として、有効高さ2,200mm以上を確保すること。
	ク． プラント内の建築所掌と機械所掌の手摺、階段等の仕様は、機械所掌の仕様に原則として統一すること。


	(2)  防熱、保温
	(3)  配管
	①  勾配、保温、火傷防止、防露、防錆、防振、凍結防止、エア抜き等を考慮して計画し、つまりが生じやすい流体用の管には掃除が容易なように考慮すること。
	②  汚水系統の配管材質は、管（内面）の腐食等に対して、硬質塩化ビニール管等適切な材質を選択すること。
	③  管材料は以下の表を参考として、使用目的に応じた最適なものとすること。

	(4)  塗装
	(5)  機器構成
	①  主要な機器の運転操作は、必要に応じて切換方式により操作室から遠隔操作と現場操作が可能な方式とすること。
	②  振動・騒音の発生する機器には、防振・防音対策に十分配慮すること。特に機器等で室内騒音が80ホンを超えると予想されるものについては、機能上および保守点検上支障ない限度において、減音対策を実施すること。機械騒音が特に著しい送風機やコンプレッサ等は、これを別室へ収納するとともに、部屋は遮音吸音工事などを施すこと。
	③  粉じんが発生する箇所には集じん装置や散水装置を設ける等適切な防じん対策を講じ、作業環境の保全に配慮すること。
	④  臭気が発生する箇所には負圧管理、密閉化等適切な臭気対策を講ずること。
	⑤  可燃性ガスの発生する恐れがある個所には防爆対策を十分に行うとともに、爆発に対しては、爆風を逃がせるよう配慮し、二次災害を防止すること。
	⑥  ベルトコンベヤを採用する場合、機側には緊急停止装置（引き綱式等）等安全対策を講じること。
	⑦  薬品等については、ローリー車による搬入ができるように配慮すること。

	(6)  寒冷地対策
	①  主要な機器は屋内に設け、積雪期における管理を容易にすること。
	②  配管・弁・ポンプ等の運転休止時の凍結防止は原則として水抜き処置によるが、運転時に凍結の恐れのあるものは、保温又はヒータ等の加温設備を設けること。
	③  計装用空気配管の凍結防止対策として、計装用空気は除湿すること。
	④  屋外設置の電気機器、盤類の凍結防止、雪の吹込防止対策を講ずること。
	⑤  凍結の恐れのある配管、薬品貯槽には、ヒータ等凍結防止対策を講ずること。

	(7)  地震対策
	①  指定数量以上の灯油、軽油、重油等の危険物は、危険物貯蔵所に格納すること。
	②  灯油、軽油、重油等のタンク（貯蔵タンク、サービスタンク）には必要な容量の防液堤を設けること。また、タンクからの移送配管は地震等により、配管とタンクとの結合部分に損傷を与えないようフレシキブルジョイントを必ず設置すること。
	③  塩酸、苛性ソーダ、アンモニア水等薬品タンクの設置については薬品種別毎に必要な容量の防液堤を設けること。原則として、耐震クラスA以上とする。
	④  電源あるいは計装用空気源が断たれたときは、各バルブ・ダンパ等の動作方向はプロセスの安全サイドに働くようにすること。

	(8)  塩害対策
	①  屋外配管の保温カバーはステンレス製等の耐食性のある材料とすること。
	②  屋外の露出配管はSUS、溶融亜鉛メッキ、マリンペイント塗装等耐食性を考慮した仕上げとすること。
	③  鋼製の屋外歩廊架台、手摺等は亜鉛ドブ付け、マリンペイント塗装等耐食性を考慮した仕上げとすること。
	④  屋外設置機器については、その機能上の必要に応じて屋根、カバー等を設置すること。

	(9)  その他
	①  必要な箇所に荷役用ハッチ、電動ホイストを設けること。
	②  道路を横断する配管、ダクト類は道路面からの有効高さを4m（消防との協議）以上とすること。
	③  交換部品重量が100kgを超える機器の上部には、必要に応じて吊フック、ホイスト及びホイストレールを設置すること。


	２． 受入れ・供給設備
	(1)  計量機【既設を流用する。システムは更新する。】
	(ｱ)  形式    ロードセル式４点支持式
	(ｲ)  数量    1式
	(ｳ)  主要項目
	A． 最大秤量   30t
	B． 最小目盛   10㎏
	C． 積載台寸法   長10.53m×幅3m
	D． 表示方式   〔デジタル表示〕
	E． 操作方式   〔カードリーダー方式〕
	F． 印字方式   〔自動〕
	G． 印字項目  総重量、車空重量、ごみ種別（自治体別、収集地域別）、ごみ重量、年月日、時刻、車両通し番号、その他必要項目
	H． 電源    〔AC100〕V

	(ｴ)  付属機器 〔計量装置、データ処理装置、リーダポスト、登録車カード、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 現計量棟の計量機2基を流用して、計量作業の省力化、合理化を図れる新システムを構築すること。
	B． 本装置は搬入・搬出車等に対して計量操作を行うものとし、料金の計算・表示、料金の精算及び領収書の発行等をセルフレジで行えるようにする。
	C． 本計量機にはデータ処理装置を設け、搬入・搬出される物の集計に必要な種別の集計、日報・月報・年報の作成を行うものとする。あわせて、搬入量は中央データ処理装置へデータ転送できるものとする。
	D． 敷地内への進入・退出については、現施設の入口と出口を使用する。添付資料(4)に全体配置動線計画例を示す。
	E． 必要な場所に信号機、標識・サイン及び看板等を設置すること。


	(2)  プラットホーム
	①  プラットホーム（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔屋内式〕
	(ｲ)  数量    〔１式〕
	(ｳ)  構造    〔 〕
	(ｴ)  主要項目
	A． 幅員（有効）   〔16〕m以上
	B． 床仕上げ   〔 〕

	(ｵ)  特記
	A． ごみ収集・運搬車両による投入作業が容易でかつ安全に行えるものとし、車両の渋滞等が生じないよう十分な面積を有するものとする。
	B． 収集車からのごみ汚水は直接ごみピットに導水することとし、投入扉前に導水設備を設けること。プラットホーム洗浄水はプラットホームのごみピット寄りに排水溝を設け、ごみピット排水貯留槽に導入すること。排水溝には原則、ステンレス製のスクリーンまたはカゴを設け、ごみを容易に除去できる構造とすること。
	C． ごみピット転落防止措置（安全帯、安全帯取付け用フック等）を講じること。
	D． プラットホーム監視室を設け、職員用の便所（男女別）、火栓、洗浄栓、手洗栓を設けること。
	E． 搬入車両の停滞、作業重機の排気ガス対策を講じること。
	F． 自然光を極力採り入れること。
	G． 各ごみ投入扉間にはごみ投入作業時の安全区域（マーク等）を設けること。
	H． 投入扉の扉間に安全地帯を設けること。（高さ150mm程度）
	I． プラットホームを２階に設置する場合は、プラットホーム下部・スロープの構造はRC、SRCとし、下部の諸室配置を考慮し床の防水対策を行うこと。


	②  プラットホーム出入口扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 扉寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m以上
	B． 材質    〔SUS304〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 操作方式   〔自動・現場手動〕
	E． 車両検知方式   〔光電管＋ループコイル〕
	F． 開閉時間   開〔10〕秒以内、閉〔10〕秒以内
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔信号機（入口）、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 車両通過時は、扉が閉まらない安全対応を取ること。
	B． エアーカーテンは扉の開閉と連動で動作すること。
	C． 停電時にも開閉可能なこと。
	D． 歩行者専用の出入口を２箇所設けること。



	(3)  投入扉〔およびダンピングボックス〕
	(ｱ)
	(ｲ)
	(ｳ)
	(ｴ)
	(ｵ)  特記
	A． 投入扉は動力開閉式とする。動力は扉の形式によって、油圧式、空圧式、電動式等を選定する。
	B． 扉開閉時に本扉とごみクレーンバケットが接触しないよう考慮しなければならない。
	C． 空気取入口としては、投入扉を全て閉じた時でも燃焼用空気を吸引できるようにしておくこと。
	D． 車両検知による自動制御とする。（光電管＋ループコイル）
	E． 投入可能指示灯を設置すること。
	F． 停電時でも使用可能とする。
	G． ごみの積み上げが可能な強度を有すること。


	(4)  ダンピングボックス
	(ｱ)  形式    〔　　　〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 作動時間   20秒以内
	B． 主要材質   SS400
	C． 主要寸法   W：〔　 〕m×L：〔　 〕m×H：〔　 〕m
	D． 駆動方式   〔　　　〕
	E． 操作方式   現場手動
	F． その他必要もの  １式

	(ｴ)  特記
	A． 一般持込及び許可業者による搬入ごみの展開検査が可能で、搬入ごみの手降ろし等が安全にでき、不適物のチェックとピットへの投入が容易にできる配置及び構造とすること。（プラットフォームでの安全な場所、位置を考慮すること。）
	B． 搬入車や作業員に機器の運転が判別できるように動作表示灯を計画すること。
	C． 積載面は掘り込み式（プラットフォームレベル以下）とし、詰まり、かみ込みが発生しないこと。
	D． 必要に応じて下部点検用のピットを設けること。
	E． 非常停止ボタンを設置すること
	F． ピット床の防水対策を行うこと。
	G． 作動時のインターロックを備えること。


	(5)  ごみピット（土木建築工事に含む。）
	(ｱ)  形式     〔水密性鉄筋コンクリート造〕
	(ｲ)  数量     【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量     【3,290】m3以上、【7】日分以上
	B． ごみピット容量算定単位体積重量 【0.10】t/m3
	C． 寸法     幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品 〔深度ﾚﾍﾞﾙ表示､転落防止装置､赤外線ﾋﾟｯﾄ火災検知装置､放水銃〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット壁は、周囲からの水圧に耐える構造とし、地下水の漏入がないよう防水対策を講じること。
	B． ごみ搬入車両とクレーンバケットとの衝突を防ぐよう配慮すること。
	C． ごみピット容量の算定は原則として、投入扉下面の水平線（プラットホームレベル）以下の容量とする。
	D． ピット底部には水勾配を取り、ごみピット脇に設けたごみピット排水貯留槽にスクリーンを通して集水すること。
	E． 底部の汚水が速やかに排出されるよう、適切な水勾配、底部形状を計画し、また、スクリーンは清掃の容易な構造とすること。
	F． ピット内壁に深度メモリを１ｍごとに設けること。
	G． ごみピット内より臭気が外部に漏れないよう、建屋の密閉性を考慮すること。
	H． ピットの奥行きは自動運転を考慮し、クレーンバケットの開き寸法に対して､3.5 倍以上とする。
	I． ごみ搬入車両の転落防止対策を明示し、その対策を選定した根拠を明示すること。
	J． 赤外線ピット火災検知装置及び放水銃を設置し、発火位置の検知を自動で行い､放水銃で消火が行えるよう計画すること。


	(6)  ごみクレーン
	(ｱ)  形式    〔クラブバケット付天井走行クレーン〕
	(ｲ)  数量    本体【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吊上荷重   〔 〕t
	B． 定格荷重   〔 〕t
	C． バケット形式   〔 〕
	D． バケット切り取り容量 〔 〕m3
	E． ごみの単位体積重量
	F． 揚程    〔 〕m
	G． 横行距離   〔 〕m
	H． 走行距離   〔 〕m
	I． 各部速度および電動機
	J． 稼働率   〔 〕％以下
	K． 操作方式   【遠隔手動、半自動、全自動】
	L． 給電方式   キャブタイヤケーブル給電方式
	M． 付属品 　　　　　　〔制御装置、投入量計量装置(指示計、記録計、積算計) 　　　　　　　　　　　　　表示装置、クレーン操作卓、安全ﾈｯﾄ､定格荷重ｳｴｲﾄ､その 　　　　　　　　　　　　　他必要なもの〕

	(ｴ)  特記
	A． クレーン操作盤より中央データ処理装置へデータ転送を行うこと。
	B． 走行レールに沿って、クレーン等安全規則、法規等に準拠した安全通路を設けること。
	C． ガーターは、たわみ・たおれ等が生じないよう十分な強度を有すること。
	D． ガーター上の電動機及び電気品は防塵、防滴型とすること。
	E． ごみホッパへの投入時にごみが極力飛散しないよう、バケットの開動作等により配慮すること。
	F． 機器搬出入用のホイストをクレーン本体に設けること。
	G． ホッパ階にはクレーン点検及び管理用のマシンハッチを設けること。
	H． バケット搬出入を考慮すること。
	I． 機器の給油は集中給油式とすること。
	J． 乱巻き防止と過加重防止を図り、定位置表示をつけること。
	K． ごみピット壁との干渉防止装置を設けること。
	L． クレーン操作室窓の自動洗浄装置を設置すること。
	M． ﾊﾞｹｯﾄの爪は耐摩耗性を考慮した材質とすること。
	N． 巻き下げ時の回生エネルギーを電源側に戻す省エネルギー技術（電源回生コンバータ等）を導入すること。


	(7)  脱臭装置
	(ｱ)  方式    〔活性炭吸着式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 活性炭充填量   〔 〕kg
	B． 入口臭気濃度   〔 〕
	C． 出口臭気濃度   悪臭防止法の排出口規制に適合すること。
	D． 脱臭用送風機
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台
	(C)  風量    〔 〕m3N/h
	(D)  駆動式   〔 〕
	(E)  所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(F)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕


	(ｴ)  付属品    〔ｻｲﾚﾝｻｰ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 活性炭の取替が容易にできる構造とすること。
	B． 風量は、ごみピット室（プラットホーム床面レベル以上）の換気回数2回/h以上とする。


	(8)  防臭剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔防臭剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ防臭剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(9)  殺虫剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔殺虫剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ殺虫剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(10)  ピット散水装置
	(ｱ)  形式    〔ﾎﾟﾝﾌﾟ+ﾉｽﾞﾙ式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧場所   〔ごみﾋﾟｯﾄ〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔水ﾀﾝｸ､送水ﾎﾟﾝﾌﾟ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみﾋﾟｯﾄ内の発じん対策として､ごみﾋﾟｯﾄ全面に散水できるような散水ﾉｽﾞﾙを設置すること｡
	B． 凍結防止を考慮すること。



	３． 燃焼設備
	(1)  ごみ投入ホッパ・シュート
	(ｱ)   形式    〔鋼板溶接製〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（シュート部を含み１時間以上）
	B． 材質    〔SS400〕
	C． 板厚    〔6〕mm 以上（滑り面〔12〕mm 以上）
	D． 寸法    開口部寸法幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	E． ゲート駆動方式  〔油圧〕
	F． ゲート操作方式  〔遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品 〔ﾎｯﾊﾟｹﾞｰﾄ､ﾌﾞﾘｯｼﾞ検出装置､ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 安全対策上ホッパの上端は投入ホッパステージ床から0.8m程度以上とし、ごみの投入の際、ごみやほこりが飛散しにくいよう配慮すること。
	B． ブリッジ解除装置を設けること。（ブリッジ検出装置とホッパ内監視用ITVを設置すること。）
	C． 開口部の寸法は、クレーンバケット全開時の寸法に対し片側で0.5ｍ（両方で１ｍ）以上余裕を確保すること。
	D． 滑り面は交換可能なライナー構造とすること。


	(2)  燃焼装置
	①  給じん装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造    〔 〕
	B． 能力    〔 〕kg/h 以上
	C． 寸法    幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 駆動方式   〔 〕
	G． 速度制御方式   〔 〕
	H． 操作方式   〔自動（ACC）、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 燃焼装置が給じん機能を有する場合は省略できるものとするが、その場合はその旨を明記すること。
	B． 耐熱、耐摩耗、耐腐食を考慮すること。


	②  燃焼装置
	(ｱ)  形式    〔准連続燃焼式ストーカ式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 能力    〔 〕kg/h 以上
	B． 材質    火格子〔 〕
	C． 火格子寸法   幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 火格子面積   〔 〕㎡
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 火格子燃焼率   〔 〕kg/㎡･h
	G． 駆動方式   〔 〕
	H． 速度制御方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕
	I． 操作方式   〔自動(ACC)、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	③  炉駆動用油圧装置
	(ｱ)  形式    〔油圧ユニット式〕
	(ｲ)  数量    各炉【1】ユニット
	(ｳ)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１ユニット分につき）
	A． 油圧ポンプ
	(A)  数量    【 】基（交互運転）
	(B)  吐出量   〔 〕m3/min
	(C)  全揚程   最高 〔 〕m
	(D)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油圧タンク
	(A)  数量    〔１〕基
	(B)  構造    〔鋼板製〕
	(C)  容量    〔 〕m3
	(D)  主要部材質   〔SS400〕厚さ〔 〕mm以上


	(ｵ)  付属品    〔油冷却器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 本装置周辺には油交換、点検スペースを設けること。
	B． 消防法の少量危険物タンク基準とすること。


	④  給油装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔グリス潤滑式〕
	(ｲ)  数量    〔 〕組
	(ｳ)  主要項目
	A． グリスポンプ
	(A)  吐出量   〔 〕cc/min
	(B)  全揚程   〔 〕m
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油の種類   〔耐熱グリス〕
	C． 操作方式   〔自動、現場手動〕
	D． 潤滑箇所   〔火格子駆動装置軸受､灰押出機軸受､その他必要箇所〕

	(ｴ)  付属品    〔グリス充填用具、その他必要なもの〕


	(3)  焼却炉本体
	①  焼却炉
	(ｱ)  形式    〔鉄骨支持自立耐震型〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造
	(A)  炉内天井   〔 〕
	(B)  炉内側壁   第１層〔 〕〔 〕mm

	B． 燃焼室容積   〔 〕m3
	C． 再燃焼室容積   〔 〕m3
	D． 燃焼室熱負荷   〔 〕kJ/m3･h以下（高質ごみ）

	(ｴ)  付属品 〔覗窓、計測口、カメラ用監視窓、点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 炉側壁にはクリンカが生じやすい傾向にあるので、空冷壁、水冷壁等のクリンカ付着防止対策を施すこと。
	B． ケーシング表面温度（外表面）は、火傷防止上室温+40℃以下となるよう、耐火物、断熱材の構成を十分検討すること。
	C． 覗窓には灰の堆積対応、清掃等を考慮しておくこと。
	D． 燃焼ガスの再燃室容量での滞留時間を850℃以上で、2秒以上とすること。
	E． 炉室内の歩廊は広範囲に敷設し、建築床までのばすこと。
	F． ２炉の間には、最上階まで広幅の階段を設けること。なお、炉芯間は、１炉の補修時（作業環境中のダイオキシン類対策を考慮）でも片炉運転が可能なように十分なスペースを確保すること。


	②  落じんホッパシュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔SS400〕厚さ 主ﾎｯﾊﾟｰ〔12〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り）

	(ｴ)  付属品    〔点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置には点検口を設けることとし、点検口は落じん、汚水の漏出を防ぐよう密閉構造とすること。
	B．  溶融アルミの付着、堆積に対する除去清掃が実施しやすいよう配慮すること。
	C． 乾燥帯ではタールの付着、堆積防止を図ること。


	③  主灰ホッパ・シュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔　　　〕、厚さ〔  〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り） 　　　　　　　　　　　　　　水封部上部２mはSUS製とする。

	(ｴ)  付属品    〔ブリッジ検出、ブリッジ解除、その他必要なもの〕


	(4)  助燃装置
	①  助燃油貯留槽
	(ｱ)  形式    〔円筒鋼板製〕【地下埋設式】
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kL（30日分）
	B． 材質    〔SS400〕、厚さ〔 〕mm 以上

	(ｴ)  付属品 〔油検知管､排油口（除水口）､空気抜き口､液面計､ﾏﾝﾎｰﾙ､消火器､危険物看板〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 油面計を設置すること。
	B． 給油口はタンクローリに直接接続できる位置とすること。
	C． 消防法の危険物取扱いとし、消防署の指導に従うこと。


	②  助燃油移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ギヤポンプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕L/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 材質    〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 防液提を設置のこと。
	B． 停電時にも非常用発電設備に燃料を供給できるものとする。


	③  助燃バーナ
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    灯油
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B． 焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度850℃に昇温できるものとする。再燃バーナを設置する場合は、助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。


	④  再燃バーナ（必要に応じて）
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)   数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    灯油
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B．  焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度850℃に昇温できるものとする。助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。




	４． 燃焼ガス冷却設備
	(1)  水噴射式燃焼ガス冷却設備
	①  ガス冷却室
	(ｱ)  形 式    〔水噴射式（完全蒸発型）〕
	(ｲ)  数 量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 積    〔 〕m3
	B． 滞留時間   〔 〕sec
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	F．  材 質    〔 〕､厚み〔 〕mm
	G． 寸 法    径〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品    〔ダスト排出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 噴射水の飛散を防止し、非蒸発水のない構造・形状とすること。
	B．  本体ｹｰｼﾝｸﾞ内面に腐食対策を講じること｡
	C． 噴射水は完全蒸発とすること。
	D． 耐水・耐熱・耐酸性に考慮した材質とすること。
	E． 下部に落ちるダストは自動的に容易に取り出せる構造とすること。
	F． ダストは飛灰として取り扱うこと。
	G． ダストの付着・堆積しにくい構造とし、詰まり防止対策を施すこと。搬出に対しても十分な配慮を行なうこと。


	②  噴射装置
	(ｱ)  形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕本（基/炉）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h（１本につき最大）
	B． 駆動空気量   〔 〕m3/h（二流体の場合）
	C． 噴射水圧力   〔 〕MPa
	D． 駆動空気圧力   〔 〕MPa（二流体の場合）
	E． 材 質    本体：〔SUS〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾜﾝﾀｯﾁｶﾌﾟﾗ､積算流量計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ノズルは容易に脱着でき交換しやすいものとする。
	B． ストレーナーや流量計を設置し、詰まらない構造とする。
	C． 燃焼ガスの量及び温度が変化してもガス冷却室出口ガス温度が一定に保てるよう自動水量制御を行なうこと。


	③  噴射水加圧ポンプ
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 量    〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V ×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)   形 式    〔水密性RC〕
	(ｲ)   数 量    〔1〕基
	(ｳ)   容 量    〔 〕m3（使用量の〔 〕時間分）
	(ｴ)  付属品    〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾚﾍﾞﾙ計､pH計､電気伝導度計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  その他

	⑤  ガス冷却用空気圧縮機（必要に応じて）
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m

	(ｴ)  その他



	５． 排ガス処理設備
	(1)  減温塔（必要に応じて設置する）
	①  減温塔本体
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容積    〔 〕m3
	B． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	C． 出口ガス温度   〔 〕℃
	D． 滞留時間   〔 〕s
	E． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕
	F． 付属品   〔 〕、圧力計、その他必要なもの

	(ｴ)  特記
	A． 灰付着防止や摩耗を考慮すること。
	B． 噴射水は完全蒸発すること。
	C． 低温腐食対策を行なうこと。
	D． ケーシング温度を十分に考慮した保温施工を行うこと。


	②  噴射ノズル
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕本
	(ｳ)  主要項目（1 本につき）
	A． 噴射水量   〔 〕m3/h
	B． 噴射水圧力   〔 〕MPa

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 噴射ノズルは、減温塔内を通過する燃焼ガスに完全蒸発可能な大きさに微粒化した水を噴射することにより、所定の温度までの冷却を図るもので、燃焼ガスの量及び温度が変化しても減温塔出口ガス温度が一定に保てるよう、広範囲の自動水量制御が行えること。
	B． ノズルの目詰まり、腐食に対して配慮するとともに、ノズルチップの消耗に対しては容易に脱着でき交換しやすいものとする。


	③  噴射水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 回転数   〔 〕min-1
	E． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕


	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	⑤  減温用空気圧縮機（必要に応じて設置する）
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)   主要項目（１基について）
	A． 吐出空気量   〔 〕m3/min
	B．  全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕kW
	D． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの


	(2)  集じん器
	①  ろ過式集じん器
	(ｱ)  形式    〔ろ過式集じん器〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)   主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   常用〔200〕℃以下
	C． 入口ばいじん濃度  〔 〕g/m3N〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	D． 出口ばいじん濃度  【0.01】g/m3N 以下〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	E． 室区分数   〔1〕室
	F． 設計耐圧   〔 〕Pa以下
	G． ろ過速度   〔 〕m/min
	H． ろ布面積   〔 〕m2
	I． 逆洗方式   〔ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄ〕
	J． 主要材質
	(A)  ろ布    〔 〕（耐熱温度250℃以上）
	(B)  本体外壁   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕厚さ〔4.5〕mm以上


	(ｴ)  付属機器
	A． 逆洗装置   〔 〕
	B．  ダスト排出装置  〔 〕
	C． 加温装置   〔 〕
	D． その他必要なもの

	(ｵ)  付属品    〔差圧計〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ケーシングの腐食対策をおこなうこと。
	B．  ろ布交換が容易にできる構造とすること。
	C． ガス流速の平均化を考慮すること。
	D． ﾀﾞｽﾄ払い落とし装置は、差圧制御及びﾀｲﾏｰ制御を併用すること｡



	(3)  有害ガス除去設備
	①  HCl、SOx除去設備
	(ｱ)  形式    〔乾式法〕
	(ｲ)   数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   入口〔 〕℃
	C． HCl濃度（乾きガス、O212％換算値）
	D． SOx濃度（乾きガス、O212％換算値）
	E． 使用薬剤   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔1〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ、その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔ﾃｰﾌﾞﾙﾌｨｰﾀﾞ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   回転数制御
	(E)  操作方式   自動､遠隔･現場手動
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品    〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 薬剤輸送管の閉塞､曲り､静電気等の対策を行うこと｡
	B． 機器は粉じん及び有害ガスの漏洩しない密閉度の高いものを使用すること。


	②  NOx除去設備
	ア． 無触媒脱硝法
	(ｱ)   形式    〔尿素噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm以下
	B． 使用薬剤   〔尿素〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 薬品貯留装置
	(A)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつﾛｰﾘｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(B)  ロードセル装置付き

	B． 薬品供給装置

	(ｵ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	イ． 燃焼制御法（必要に応じて、排ガス再循環法を含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm 以下
	B． 制御項目   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	(ｵ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの



	(4)  ダイオキシン類及び水銀除去設備
	①  活性炭吹込方式
	(ｱ)  形式    〔活性炭吹込〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   〔 〕℃
	C． 入口ダイオキシン類濃度 〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	D． 出口ダイオキシン類濃度 【0.05】ng-TEQ/m3N以下
	E． 入口水銀濃度   〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	F． 出口水銀濃度   【30】μg/m3N以下
	G． 使用薬剤   〔活性炭〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ､その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   〔 〕
	(E)  操作方式   〔 〕
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品 〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記



	６． 余熱利用設備
	(1)  温水発生器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B．  温水発生量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔加熱空気〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F．  材質    本体〔 〕､伝熱管〔 〕
	G． 管径φ   〔 〕mm
	H． 肉厚    〔 〕mm
	I． 構造    〔 〕
	J．  付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(2)  温水発生器循環ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E．  材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(3)  温水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B．  材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(4)  給湯用タンク（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(5)  給湯用熱交換器（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B． 循環量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔温水〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F． 材質    〔 〕
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(6)  給湯用熱交換器循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(7)  給湯用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B．  揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(8)  給湯用ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(9)  冷暖房用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 冷却水温度（入口）  〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの



	７． 通風設備
	(1)  押込送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 押込送風機の風量は、計算によって求められる最大風量・風圧に20％以上の余裕を持つものでなければならない。また、風圧についても炉の円滑な燃焼に必要かつ十分な静圧を有するものとする。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。
	C． 風量制御方式について、自動燃焼制御を採用し、その調節要素に風量調節要素を加えた場合は、自動制御方式が採用される。
	D． 騒音・振動防止に配慮した計画とする。


	(2)  二次送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置は必要な風量・風圧に20％以上の余裕を持たせること。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。


	(3)  空気予熱器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 入口空気温度   〔 〕℃
	B． 出口空気温度   〔 〕℃
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 空気量   〔 〕m3N/h
	F． 構造    〔 〕
	G． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 灰付着防止に配慮すること。
	B． 清掃が容易な構造（ベアチューブ等）とすること。
	C． 高温腐食対策を考慮すること｡


	(4)  風道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔12〕m/s以下
	B． 材質    〔鋼板〕、厚さ〔3.2〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕

	(5)  誘引送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  操作方法   〔自動遠隔及び現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（常用温度において）
	C． 排ガス温度   〔 〕℃（常用）
	D． 回転数   〔 〕min-1
	(A)  電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(B)  風量制御方式  〔自動炉内圧調整〕
	(C)  風量調整方式  〔ダンパ方式＋回転数制御方式〕
	(D)  主要材質   〔 〕


	(ｵ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｶ)  特記
	A． 誘引送風機は、計算によって求められる最大ガス量に20％以上の余裕を持つものとする。
	B． 上部階に設置する場合は、防振架台等で振動防止対策を行うこと。


	(6)  煙道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔15〕m/s以下
	B． 材質    〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕、厚さ〔4.5〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 伸縮継手はインナーガイド付きとし、ガスの漏洩がないようにすること。
	B． 点検口等の気密性に留意すること。


	(7)  煙突
	(ｱ)  形式    【内筒鋼板製建屋一体型煙突】
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 筒身数   【2】基
	B． 煙突高   【59】m以下
	C． 内筒    〔材質SUS316L以上、外部保温（ラッキング含む）〕
	D． 頂部口径   〔 〕φm
	E． 排ガス吐出速度  〔 〕m/s
	F． 頂部排ガス温度  〔 〕℃

	(ｴ)  付属品    〔測定孔、点検用階段、避雷針〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 頂部は、頂部ノズル部分のダウンウォッシュによる腐食等を考慮した構造とすること。
	B． 笛吹き現象防止に配慮した構造とすること。
	C． ダウンウオッシュ現象防止に配慮した構造とすること。
	D． ダウンドラフト現象防止に配慮した構造とすること。
	E． 煙突内は階段を設ける｡階段の勾配は原則45 以下とする｡
	F． 排ガス測定孔は､排ガスの層流が得られた場所とし､機材搬入用のﾎｲｽﾄを設置する｡
	G． 排ガス測定孔やマンホール部は､全面ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞを敷設する。



	８． 灰出し設備
	(1)  灰冷却装置（半湿式法）
	(ｱ)  形式    〔灰押出装置〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 運搬物   〔焼却灰〕
	B． 能力    〔 〕t/h
	C． 単位体積重量   〔1.0〕t/m3
	D． 駆動方式   〔 〕
	E． 主要材質   〔 〕
	F． 主要寸法   〔 〕mm×〔 〕mm
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔レベル計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 水素ｶﾞｽ対策を行うこと｡
	B． 摩耗箇所はﾗｲﾅｰ構造（12mm以上）とし、対策を行うこと。
	C． 運転中は、炉内圧力が変動しない機密性の高い構造とすること。
	D． 本装置清掃時に内部の焼却灰をすべて排出しやすいように考慮すること。
	E． 運転中の可燃性ガスは炉内に強制排出すること。
	F． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(2)  落じんコンベヤ（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm×長さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 構造はその用途に適した簡単、堅牢なものとする。
	B． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(3)  灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】系列
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕
	B． 主要寸法   〔 〕m×〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払い、必要に応じて局所排気装置を計画すること。


	(4)  灰バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔　〕m3 【 】日分
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ロードセル装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(5)  飛灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 寸法    〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕
	D． 駆動装置   〔　〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置を複数乗り継ぐ計画とする場合は、下流側の機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払うこと。


	(6)  飛灰処理設備
	①  飛灰貯留槽
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 寸法    〔 〕mφ×高さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕

	(ｴ)  主要機器（１基につき）
	A． レベル計＋ロードセル装置
	B． 切り出し装置
	C． エアレーション装置
	D． バグフィルタ

	(ｵ)  付属品    〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置、加温装置〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ブリッジが生じないよう配慮すること。
	B． バグフィルタの稼働及びダスト払い落としはタイマーにて自動的に行うこと。


	②  定量供給装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ヒータ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	③  混練機
	(ｱ)  形式    〔　〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h（1日発生量を5時間/日で処理する。）
	B． 処理物形状   〔 〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 清掃が容易な構造とすること。
	C． 羽根等の摩耗対策を施すこと。


	④  薬剤添加装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用薬剤   〔 〕
	B． 薬剤添加量   〔 〕％

	(ｴ)  主要機器

	⑤  薬剤タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 有効容量 〔 〕m3（購入時に〔7〕日分以上かつﾛｰﾘｰ搬入できる容量以上とする。）
	B． 主要材質   〔 〕
	C． 付属品   〔ﾚﾍﾞﾙ計〕､その他必要なもの


	⑥  薬剤ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   圧力計､ﾘﾘｰﾌ弁､ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ､流量計､その他必要なもの


	⑦  希釈水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕､その他必要なもの

	⑧  希釈水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   〔 〕､その他必要なもの

	(ｴ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	⑨  処理物搬送コンベヤ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm
	C． 養生時間   〔 〕min
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 駆動方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品 〔ﾍﾞﾙﾄ緊張装置､点検口､引綱ｽｲｯﾁ､ITV用窓､集じん用排気口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 十分な養生時間をとること。


	⑩  処理物バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3 【 】日分以上
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計〕、ロードセル装置、その他必要なもの
	(ｵ)  特記



	９． 給水設備
	(1)  所要水量
	(ｱ)  特記
	A． プラント用水は、雨水を優先的に使用し不足する場合上水を使用する。使用水量をできる限り少なくするため、支障のない限り循環使用し、水の有効利用を図る。
	B． 生活用水は現給水ポンプ棟より上水を分岐して引き込むこと。
	C． その他、所要水量詳細については、用役収支(水、汚水)を明示すること。


	(2)  水槽類仕様
	(3)  ポンプ類仕様（生活用水揚水ポンプは建築設備に含む）
	(4)  機器冷却水冷却塔（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔クーリングタワー式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 循環水量   〔 〕m3/h
	B． 冷却水入口温度  〔 〕℃
	C． 冷却水出口温度  〔 〕℃
	D． 外気温度   乾球温度【 】℃、湿球温度【 】℃
	E． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	F． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔凍結防止用ﾋｰﾀ〕、その他必要なもの

	(5)  機器冷却水薬注装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 薬剤    〔 〕

	(ｴ)  付属品
	A． 薬注ポンプ   〔 〕基
	B． 薬剤タンク   〔 〕基
	C． その他必要なもの



	１０． 排水処理設備
	(1)  ごみピット排水
	①  ごみピット排水貯留槽（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔水密RC〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（ごみピット排水の【 】日分）

	(ｴ)  付属品 〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾀﾗｯﾌﾟ､ｽｸﾘｰﾝ､換気装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの

	②  ごみピット排水移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔水中ポンプ〕
	(ｲ)  数量    【2】基（内【1】基納入予備）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置〕、その他必要なもの

	③  ごみ汚水ろ過器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕m3/h
	B． メッシュ   〔 〕μm
	C． 主要材質
	(A)  本体    〔SUS304〕
	(B)  ｽｸﾘｰﾝ    〔SUS304〕

	D． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	E． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔洗浄装置〕、その他必要なもの

	④  ろ液貯留槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計､ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管､ﾄﾞﾚﾝ管〕、その他必要なもの

	⑤  ろ液噴霧ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E．  操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､ﾊﾞﾙﾌﾞ類〕、その他必要なもの

	⑥  ろ液噴霧器
	(ｱ)  形式    〔二流体噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h
	B． 噴霧水圧   〔 〕MPa
	C． 空気量   〔 〕m3/h
	D． 空気圧   〔 〕MPa
	E． 主要材質   〔SUS316〕
	F． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置、コンプレッサ〕、その他必要なもの


	(2)  プラント系および生活系排水
	①  水槽類（参考）
	②  ポンプ・ブロワ類（参考）
	③  塔・機器類（参考）
	④  薬液タンク類（参考）
	⑤  薬液注入ポンプ類（参考）


	１１． 電気設備
	(1)  電気方式
	(ｱ)   受電電圧   交流三相３線式 【6.6】kV、【60】Hz、【1】回線
	(ｲ)  配電種別   【一般線または専用線】
	(ｳ)  配電方式および電圧
	A． 高圧配電   交流三相３線式 【6.6】kV
	B． プラント動力   交流三相３線式 6.6kV
	C． 建築動力   交流三相３線式 400V級
	D． 保守用動力   交流三相３線式 210V
	E． 照明、計装   交流単相３線式 210/105V
	F． 操作回路   交流単相２線式 100V
	G． 直流電源装置   直流 100V
	H． 電子計算機電源  交流単相２線式 100V


	(2)  受配変電盤設備工事
	①  構内引込用柱上開閉器
	(ｱ)  形式    〔地絡方向継電器付過電流ロック型（重耐塩型）〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  定格    〔　〕kV 〔 〕A

	②  高圧受電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW形に準ずる)〕
	(ｲ)  数量    〔１〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	③  高圧配電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW 形に準ずる)〕
	(ｲ)   数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	④  高圧変圧器
	(ｱ)  プラント動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔440〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｲ)   建築動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔210〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｳ)  照明等用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B．  電圧    〔6.6〕kV/〔210/105〕V（単相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種


	⑤  高圧進相コンデンサ
	(ｱ)  コンデンサバンク数  〔 〕台
	(ｲ)  コンデンサ群容量  〔 〕kVar
	(ｳ)  直列リアクトル、放電装置等付属機器を明記する。


	(3)  電力監視設備
	①  電力監視盤（必要に応じて設置する。）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  構成    〔 〕
	(ｴ)  主要取付機器を明記すること。


	(4)  低圧配電設備
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形〕
	(ｲ)   数量    計 〔 〕面
	A． 440V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	B． 200V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	C． 照明用単相主幹盤  　 〔 〕面
	D． 非常用電源盤   　 〔 〕面
	E． その他の配電盤  　 〔 〕面(盤ごとに明記する。)

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	(5)  動力設備工事
	①  動力制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形
	(ｲ)  数量    計 〔 〕面
	A． 炉用動力制御盤  　 〔 〕面
	B． 共通 〃    　 〔 〕面
	C． 非常用 〃    　 〔 〕面
	D． その他必要なもの  　 〔 〕面（盤ごとに明記する。）

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	②  現場制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕
	(ｲ)  数量    〔1〕
	(ｳ)  主要取付機器 〔配電用遮断器､電磁接触器､ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ､補助継電器､運転停止、故障表示灯､その他付属品1式〕

	③  現場操作盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕

	④  中央監視操作盤（計装設備の計装盤に含む）
	⑤  電動機
	(ｱ)  定格
	(ｲ)  電動機の種類
	(ｳ)  電動機の始動方法

	⑥  ケーブル工事
	(ｱ)  工事方法
	(ｲ)  接地工事
	(ｳ)  使用ケーブル
	(ｴ)  高圧端末処理材


	(6)  非常用発電設備
	①  原動機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 出力    〔 〕PS
	B． 燃料    〔 〕
	C． 起動    〔 〕
	D． 冷却方式   〔ﾗｼﾞｴｰﾀ〕


	②  発電機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kVA
	B． 電圧    〔 〕kV
	C． 力率    〔 〕％
	D． 回転数   〔 〕min-1

	(ｴ)  非常用負荷内訳 〔ごみ投入扉電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ｶﾞｽ減温用送風機､ﾌﾟﾗﾝﾄ用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水冷却塔､計装用空気圧縮機､ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口扉、ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ用ｼｬｯﾀｰ､生活用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､消火ﾎﾟﾝﾌﾟ､電気室換気扇､ごみ計量機､計装電源､制御電源､防災電源､助燃油移送ポンプ､運営事業者事務室、現管理棟事務室、その他必要な機器〕


	(7)  無停電電源装置
	①  直流電源装置（必要に応じて設置する｡）
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内自立形〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要項目
	A． 充電器形式   〔トランジスタ式、サイリスタ式〕
	B． 入力    AC3相〔 〕V、〔 〕Hz
	C． 出力    DC〔 〕V

	(ｴ)  蓄電池
	A． 形式    〔制御弁式据置鉛蓄電池(MSE形)〕
	B． 容量    〔 〕AH（1時間率、10時間率）
	C． 数量    〔 〕セル
	D． 定格電圧   〔 〕V
	E． 放電電圧   〔 〕V
	F． 放電時間   〔 〕分


	②  交流無停電電源装置
	(ｱ)  形式
	A． 入力電圧   ＤＣ　100V（停電時）
	B． 交流出力   〔 〕kVA

	(ｲ)  無停電電源予定負荷内訳 〔中央監視操作盤内制御用ｼｰｹﾝｻｰ電源､中央制御室ｵﾍﾟﾚｰﾀｺﾝｿｰﾙ用電源､重要な計装機器(温度･圧力等)電源､制御回路等ｼｰｹﾝｻｰ電源、助燃油移送ポンプ、その他必要な機器〕


	(8)  その他

	１２． 計装制御設備
	(1)  計画概要
	(ｱ)  本設備は、プラントの操作・監視・制御の集中化と自動化を行うことにより、プラント運転の信頼性の向上と省力化を図るとともに、運営管理に必要な情報収集を合理的、かつ迅速に行うことを目的にしたものである。
	(ｲ)  本設備の中枢をなすコンピューターシステムは、原則として2重化システムとし、各設備・機器の集中監視・操作及び自動順序起動・停止、各プロセスの最適制御を行うものとする。
	(ｳ)  また、工場の運転管理及び運営管理に必要な情報を各種帳票類に出力するとともに、運営管理及び保全管理に必要な運転データを作成するものである。
	(ｴ)  耐雷対策に配慮した製品を採用すること。

	(2)  計装制御計画
	(ｱ)  一般項目
	A． 一部の周辺機器の故障及びオペレータの誤操作に対しても、システム全体が停止することのないよう、フェールセーフ等を考慮したハードウェア・ソフトウェアを計画する。
	B． 対環境性を十分考慮のうえ、ごみ処理プロセスの雰囲気に適したシステム構成とし、停電、電圧の変動及びノイズ等に対して十分な保護対策を講ずる。

	(ｲ)  計装監視機能
	A． レベル、温度、圧力等プロセスデータの表示・監視
	B． ごみクレーン運転状況の表示
	C． 主要機器の運転状態の表示
	D． 受変電設備運転状態の表示・監視
	E． 電力デマンド監視
	F． 主要(重要)な電動機電流値の監視
	G． 機器及び制御系統の異常の監視
	H． 公害関連データの表示・監視
	I． その他運転に必要なもの

	(ｳ)  自動制御機能
	A． ごみ焼却関係運転制御
	B． 受配電発電運転制御
	C． ごみクレーンの運転制御
	D． 動力機器制御
	E． 給排水関係運転制御
	F． 公害関係運転制御
	G． その他必要なもの

	(ｴ)  データ処理機能（データ・ロガ装置）
	A． ごみの搬入データ
	B． 焼却灰、集じん灰固化物等の搬出データ
	C． ごみ焼却データ
	D． ごみ発熱量データ
	E． 受電量等電力管理データ
	F． 各種プロセスデータ
	G． 公害監視データ
	H． 薬品使用量、ユーティリティ使用量等データ
	I． 各電動機の稼働時間のデータ　など
	J． アラーム発生記録

	(ｵ)  特記
	A． 停電時対策を考慮する。
	B． 補助記憶（ミラーリング）機能を持たせること。
	C． 記憶データの修正、追加が可能なこと。


	(3)  計装機器
	(ｱ)  一般計装センサー
	A． 重量センサー等
	B． 温度、圧力センサー等
	C． 流量計、流速計等
	D． 開度計、回転数計等
	E． 電流、電圧、電力、電力量、力率等
	F． レベル計等
	G． ｐＨ、導電率等
	H． その他必要なもの

	(ｲ)  大気質測定機器
	A． 煙道中ばいじん濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	B． 煙道中窒素酸化物濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	C． 煙道中二酸化硫黄濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	D． 煙道中塩化水素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	E． 煙道中一酸化炭素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	F． 煙道中酸素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	G． 煙道中水銀濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	H． 風向風速計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	I． 大気温度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕


	(ｳ)  ＩＴＶ装置
	A． カメラ設置場所
	B． モニタ設置場所


	(4)  システム構成
	(5)  計装項目
	(6)  計装用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔オイルフリータイプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔冷却器、空気タンク、除湿器、その他必要なもの〕


	１３． 雑設備
	(1)  雑用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔空気タンク、その他必要なもの〕

	(2)  掃除用媒吹装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用流体   〔圧縮空気〕
	B． 常用圧力   〔 〕kPa
	C． チュ－ブ材質   〔 〕
	D． 配管箇所   〔 〕箇所

	(ｴ)  付属品    〔チューブ、ホース、その他必要なもの〕

	(3)  真空掃除装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3/min
	B． 真空度   〔 〕Pa
	C． 配管箇所   〔 〕
	D． 電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔バグフィルタ、配管、ホース、ホース格納庫、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(4)  洗車装置
	(ｱ)  形式    〔手動・高圧水噴射式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 同時洗車台数   〔 〕台
	B． 噴射水量   〔 〕m3/min
	C． 噴射水圧力   〔 〕kPa
	D． 所要電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔噴射ｶﾞﾝ､吐水ﾎｰｽ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	(5)  工具・工作機器・測定器・電気工具・分析器具・保安保護具類
	(6)  説明用備品類
	①  説明用プラントフローシート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 取付位置   〔 〕
	B． 寸法    幅〔 〕m×高〔 〕m
	C． 取付方法   〔 〕


	②  説明用パンフレット
	(ｱ)  形式    〔カラー刷り、Ａ４版〕
	(ｲ)  数量    建設概要説明用 【1000】部
	(ｳ)  その他    版権は本組合に帰属する｡上記のデータを提出すること。

	③  説明用映写ソフト＋映写装置
	(ｱ)  形式    〔DVD＋プロジェクター〕
	(ｲ)  数量    【1】式
	(ｳ)  設置場所   現管理棟２階研修室
	(ｴ)  主要項目
	A． 録画内容   〔児童用･一般用〕
	B． 付属品 〔ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ本体､ｽｸﾘｰﾝ､DVD再生装置､ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ､操作卓､AVﾐｷｻｰ､ｽﾋﾟｰｶ〕、その他必要なもの

	(ｵ)  その他    50名程度が視聴する

	④  場内案内説明装置（模型やゲームは不要）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  設置場所   〔 〕
	(ｳ)  主要項目 (1 基につき)
	A． 主要寸法   〔 〕
	B． 取付方法   〔 〕
	C． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	⑤  公害モニタリング装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】面(屋内1、屋外1)
	(ｳ)  設置場所   屋内〔 〕
	(ｴ)  主要項目 (1 面につき)
	A． 主要寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m×奥行き〔 〕m
	B． 表示方式   〔 〕
	C． 表示項目 〔ばいじん、塩化水素、硫黄酸化物、窒素酸化物、一酸化炭素、水銀、炉出口温度、その他、事務室で入力した情報（ダイオキシン類、お知らせ等）〕
	D． 付属品   〔ﾃﾞｰﾀ入力装置〕、その他必要なもの



	(7)  補助温水器
	(8)  機器搬出設備
	(ｱ)  形式    〔電動ﾎｲｽﾄ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 設置場所   〔炉室〕
	B． 吊り上げ荷重   〔 〕t
	C． 揚程    〔 〕m
	D． 操作方式   〔 〕
	E． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ﾚｰﾙ〕、その他必要なもの

	(9)  エアーシャワー室設備
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． ジェット風量   〔 〕m3/h
	B． ジェット風速   〔 〕m/s
	C． 吹出口   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	(10)  環境集じん器
	(ｱ)  形式    〔ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3/min
	B． 出口含じん量   〔 〕g/m3N以下
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． ろ布種類   〔 〕
	E． 主要部板厚   〔 〕mm以上
	F． 主要寸法   幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品
	A． 逆洗装置
	B． ダスト搬出装置
	C． その他必要なもの

	(ｵ)  その他

	(11)  エアライン装置
	(ｱ)  形式    〔空気清浄付ｴｱﾗｲﾝ装置〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  使用可能人数   〔 〕人／基
	(ｴ)  付属品    〔コンプレッサ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ダスト、ミスト、臭気を確実に除去できる性能のものとする。
	B． 配管材質はステンレスとする。




	第3章　 土木・建築工事仕様
	１． 計画基本事項
	(1)  計画概要
	①  工事範囲
	②  建設用地
	③  仮設計画
	ア． 仮囲い
	イ． 仮設事務所

	④  安全対策
	⑤  測量および地質調査
	⑥  掘削工事

	(2)  施設配置計画
	①  一般事項
	ア． 施設内の工場棟等の配置については、日常の車両や運営事業者職員等の動線を考慮して合理的に配置するとともに、定期補修整備などの際に必要なスペースや、機器の搬入手段にも配慮すること。
	イ． 工場棟は周辺の環境との調和を図り、施設の機能性、経済性、および合理性を追及し、かつ増築改築等、将来への展望を十分に考慮して、清掃工場のイメージアップを図った建物とすること。
	ウ． 居室部分は、機能・居住性を十分考慮するとともに、明るく清潔なイメージとすること。また、採光、バリアフリーを考慮し、身障者等にも配慮したスロープ設備や身障者用トイレの設置を計画すること。
	エ． 建物外観は周囲の歴史的建造物を含む景観に配慮し、煙突は配置に十分配慮すること。
	オ． 場内は禁煙とするので、喫煙室・喫煙コーナーは設けない。
	カ． 除雪対応として敷地北側に設置する運営事業者駐車場から傾斜地側に重機で押せるよう計画すること。

	②  車両動線計画
	ア． 構内道路は、搬入出車が円滑な流れとなるような車両動線とすること。
	イ． 一般車動線は、原則として収集車、搬入出車動線と分離すること。
	ウ． 敷地内においてメンテナンス車両等が工場棟を周回できるようにすること。

	③  見学者動線計画
	ア． 見学者ルートは場内の関連建物との連絡も含め考慮すること。
	イ． 見学者だまりの仕様（場所と広さ【50】人）
	ウ． 見学者用通路は極力色分けし、作業員動線と分離し安全確保に配慮すること。
	エ． 主要な見学場所は、ごみクレーン操作室、ごみピット、プラットフォーム、中央制御室、炉室等とし、安全な場所から接触することなく見学できるようにすること。
	オ． 適所に場内案内説明装置等を設置すること。



	２． 建築工事
	(1)  全体計画
	①  設計方針
	ア． 本施設の建築計画は、明るく清潔なイメージ、機能的なレイアウト、より快適安全な室内環境、部位に応じた耐久性等に留意し、各部のバランスを保った合理的なものとすること。
	イ． ごみ焼却施設の工場棟は一般の建築物と異なり、熱、臭気、振動、騒音、特殊な形態の大空間形成等の問題を内蔵するので、これを機能的かつ経済的なものとするためには、プラント機器の配置計画、構造計画ならびに設備計画は深い連携を保ち、相互の専門的知識を融和させ、総合的にみてバランスのとれた計画とすること。
	ウ． 機種、機能、目的の類似した機器はできるだけ集約配置することにより、点検整備作業の効率化、緊急時に迅速に対処ができるよう計画すること。
	エ． 運営事業者職員等の日常点検作業の動線、補修、整備作業スペースを確保すること。
	オ． 地下に設置する諸室は必要最小限に留めるとともに、配置上分散を避けること。
	カ． 見学者対応として、見学者がプラントの主要機器を快適で安全に見学できる配置・設備を考慮すること。
	キ． 法規・基準・規則・関係法令等を遵守すること。
	(ｱ)  日本建築学会規定
	(ｲ)  国土交通大臣官房官庁営繕部公共建築工事標準仕様書


	②  工場棟平面計画
	ア． 受入供給設備
	(ｱ)  搬入出路
	A． 路面の舗装は〔 〕舗装とし、滑りにくい仕上げとすること。
	B． 一方通行とする。
	C． 積雪対策をおこなうこと。

	(ｲ)  プラットホーム
	A． プラットホームは臭気が外部に漏れない構造・仕様とすること。
	B． プラットホームは、スパン方向の有効長さは【16】ｍ以上（長さ方向〔 〕m 以上）とし、搬入車両が障害となることなく作業ができる構造とすること。
	C． 投入扉手前には、高さ20cm程度の車止を設け、床面はコンクリート仕上げとし、1.5％程度の水勾配をもたせること。
	D． プラットホームはトップライト、又は窓からできるだけ自然光を採り入れ、明るく清潔な雰囲気を保つこと。
	E． プラットホームのごみ汚水は、ごみピットまたはごみピット排水貯留槽へ排出すること。
	F． 各ごみ投入扉間に安全地帯を確保すること。
	G． 各ごみ投入扉付近の柱に安全帯取付け用フック（丸環程度）を設けること。

	(ｳ)  ごみピット
	A． ごみピットは水密性の高いコンクリート仕様とすること。
	B． ごみピットの内面は、ごみ浸出液からの保護とクレーンの衝突を考慮し鉄筋の被り厚さを大きくとること。
	C． ごみピット内面には、貯留目盛を設けること。
	D． ごみピット底部のコンクリートは鉄筋からのかぶり厚を100mm程度とすること。
	E． ごみピット側壁のコンクリートはホッパステージレベルまで鉄筋からのかぶり厚を70mm程度とすること。
	F． ごみピットの遇隅角部は隅切り等によりごみの取り残しのない構造とし、補強及び止水対策を行うこと。
	G． ごみピットは底面に十分な排水床勾配をとること。
	H． ごみピット内への車両転落防止対策として、開口部の車止めの他、車両転落防止用フックや車両転落防止用バー等の安全対策を講じること。

	(ｴ)  ホッパステージ
	A． ホッパステージには、予備バケット置場およびクレーン保守整備用の点検床を設けること。ホッパステージ落下防止手摺りは鉄筋コンクリート製とし、要所に清掃口を設けること。
	B． ホッパステージは必要に応じ、水洗を行える計画とすること。
	C． バケット置き場は、バケットの衝撃から床を保護する対策をとること。


	イ． 炉 室
	(ｱ)  要所にマシンハッチを設け、点検、整備、補修等の作業の利便性を確保すること。
	(ｲ)  歩廊は原則として設備毎に階高を統一し、保守、点検時の機器荷重にも十分な構造とすること。
	(ｳ)  炉室は十分な換気を行うとともに、自然採光を取り入れて、作業環境を良好に維持すること。また、給排気口は防音に配慮すること。
	(ｴ)  主要機器、装置は屋内配置とし、点検、整備、補修のための十分なスペースを確保すること。
	(ｵ)  焼却炉室の1階にはメンテナンス車両が進入できるよう配慮すること。また、炉室等の床・天井には、機器類のメンテナンスに配慮して、必要箇所にエレクションハッチを設け、吊フック、電動ホイストを適宜設置すること。

	ウ． 中央制御室
	(ｱ)  工場棟の管理中枢として中央制御室は、各主要設備と密接な連携を保つ必要がある。なかでも焼却炉本体、電気関係諸室とは異常時の対応を考慮し、距離的にも短く連絡される位置に配置すること。
	(ｲ)  中央制御室はプラントの運転・操作・監視を行う中枢部であり、常時運転員が執務するので、照明・空調・居住性について十分考慮すること。
	(ｳ)  中央制御室は主要な見学場所の一つであり、動線と見学者スペースについても考慮すること。
	(ｴ)  炉室に近接した位置に作業準備室を兼ねた前室を設けること。
	(ｵ)  運転員控室を設けること。

	エ． 集じん機・有害ガス除去設備室
	オ． 排水処理室、水槽
	(ｱ)  建物と一体化して造られる水槽類は、系統ごとに適切な位置に設け、悪臭、湿気、漏水の対策を講ずること。
	(ｲ)  酸欠の恐れのある場所・水槽等は、入口又は目立つ所に「酸欠注意」の標識を設けるとともに、作業時十分な換気を行える設備を設置すること。
	(ｳ)  各種槽類、ピット他点検清掃に必要な箇所には適宜、マンホール、ステンレス製もしくはステンレス芯の樹脂製タラップ（滑り止め加工）を設けること。
	(ｴ)  48h水張り試験を行うこと。

	カ． 通風設備室
	(ｱ)  誘引通風機、押込送風機、空気圧縮機、その他の騒音発生機械は、原則として専用の室に収納し、防音対策、防振対策を講ずること。
	(ｲ)  誘引通風機室は、機材の搬出入のための開口部を設けること。

	キ． 灰出し設備室
	(ｱ)  焼却残さ、集じん灰搬出設備はできるだけ一室にまとめて設置し、搬出の際の粉塵対策を講ずること。
	(ｲ)  原則として、他の部屋とは隔壁により仕切るものとし、特にコンベヤ等の壁貫通部も周囲を密閉すること。

	ク． 運転員関係諸室
	ケ． その他
	(ｱ)  その他必要な諸室〔工作室、分析室、倉庫、危険物庫、書庫、予備品収納庫等〕を適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること。
	(ｳ)  燃料・薬品受入場所（供給口）は屋根下となるよう計画し、機器配置図に位置を記載すること。また、燃料・薬品補充車が他の車両の通行の妨げにならないよう計画すること。また、薬品受入時の漏洩等に対応できる構造とすること。
	(ｴ)  見学者の見学場所は、〔プラットホーム・ごみピット・焼却炉室・中央制御室等〕とすること。
	(ｵ)  見学者通路の有効幅員は〔1.8〕m 以上とし、主要部にはホール形式スペースを計画とすること。
	(ｶ)  トイレを必要場所に設置すること。


	③  管理棟平面計画（管理居室平面計画）
	ア． 研修室
	イ． 事務室
	(ｱ)  運営事業者職員数に見合った面積で計画すること。
	(ｲ)  事務室は来場者の把握が容易にできる位置に計画すること。また、玄関側にカウンタ－を設けること。
	(ｳ)  必要に応じ床はフリーアクセスフロアとすること。

	ウ． 玄関
	(ｱ)  運営事業者職員用と来場者用を別に計画すること。
	(ｲ)  来場者用の玄関には風除室を設け、自動ドアとすること。
	(ｳ)  来場者用のエントランスホールは、来場者の人数に応じた広さ（説明者含み最大50名が立位）を確保すること。
	(ｴ)  室内は原則上足とする。

	エ． その他
	(ｱ)  来場者用通路、見学者ホール及び備品庫などを適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること
	(ｳ)  配置については採光、日照等を十分考慮すること。
	(ｴ)  身障者の出入及び便所に配慮すると共に、見学者動線が複数フロアにわたる場合にはエレベータを設けること。なお、点字ブロックはつまずきやすいため、視覚障がい歩行誘導ソフトマット等極力安全なものを選定すること。
	(ｵ)  事務室、作業員関係諸室は、集約して配置すること。階数は異なってもよい。
	(ｶ)  事務室等の居室は極力外部に面した位置に計画すること。



	(2)  構造計画
	①  基本方針
	ア． 建築物は上部・下部構造とも十分な強度を有する構造とすること。
	イ． 振動を伴う機械は十分な防振対策を行うこと。

	②  基礎構造
	ア． 建築物は地盤条件に応じた基礎構造とし、荷重の遍在による不等沈下を生じない基礎計画とすること。
	イ． 地業工事の工法については、荷重条件、地質条件を考慮し、地震時、風圧時の水平力をも十分検討して決定すること。
	ウ． 土工事は、安全で工期が短縮できる合理的な工法を採用すること。
	エ． 残土の場外処分が必要な場合､搬出先は監督員との協議によること｡

	③  躯体構造
	ア． 焼却炉、集じん機など重量の大きな機器やクレーンの支持架構はRC造又はSRC造とし、十分な強度、剛性を保有するとともに、地震時にも十分安全な構造とすること。
	イ． クレーン架構については、クレーン急制動時の短期的荷重についても検討すること。
	ウ． 架構は、強度、剛性を保有するとともに軽量化に努め、地震時の変位も有害な変形にならない構造とすること。
	エ． 耐震安全性の分類は構造体Ⅱ類（重要度係数1.25）、建築非構造部材A類、建築設備甲　類（耐震性のみ）を適用する。なお、地震地域係数は1.0である。
	オ． 躯体（SRC,RC,S）に関する比較表（工期､経済性､耐用年数等）を作成し､事前に本組合の承認を受けること｡

	④  一般構造
	ア． 屋 根
	(ｱ)  屋根は軽量化に努めるとともに、特にプラットホーム、ごみピット室の屋根は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。（常時負圧管理をする場合はこの限りでない。）
	(ｲ)  炉室の屋根は、採光に配慮し、換気装置を設けるものとし、雨仕舞と耐久性に配慮すること。
	(ｳ)  屋根は風圧や機器荷重に対し十分な強度を有するものとし､耐食性部材を使用する。
	(ｴ)  雨樋のうち軒樋はステンレス製、竪樋は塩ビ製で耐雪仕様とする｡
	(ｵ)  防水は〔 〕防水とする。
	(ｶ)  エキスパンションジョイント部は、漏水がなく、接合部の伸縮に十分対応でき、経年変化の少ない構造とすること。
	(ｷ)  落雪及びつらら対策を講じること｡
	(ｸ)  ピット火災時に排煙が可能となるよう、配慮すること。

	イ． 外 壁
	(ｱ)  構造耐力上重要な部分および遮音性能が要求される部分は、原則として鉄筋コンクリート造とすること。鉄骨造部分については､押出成型板+仕上材とする｡
	(ｲ)  プラットホーム、ごみピット室の外壁は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。
	(ｳ)  ごみピット等臭気発生箇所において貫通部及びｺﾝｸﾘｰﾄ目地がある場合は､防臭のための全面ｳﾚﾀﾝ吹き付けを行うこと｡

	ウ． 床
	(ｱ)  機械室の床は必要に応じ、清掃・水洗等を考慮した構造とすること。
	(ｲ)  中央制御室、受変電室等電線の錯綜する諸室は配線用ピット、二重床等配線を考慮した構造とすること。

	エ． 内 壁
	(ｱ)  各室の区画壁は、要求される性能や用途上生じる要求（防火、防臭、防音、耐震、防煙）を満足するものとすること。
	(ｲ)  不燃材料、防音材料などは、それぞれ必要な機能を満足すること。

	オ． 建 具
	(ｱ)  外部に面する建具は、台風時の風圧や降雨に耐えるものとすること。
	(ｲ)  ガラスは、管理上、機能上、意匠上等の条件を考慮して、断熱性や遮熱性に優れたもの等を適切に選定すること。また、見学者等人が頻繁に通行する部分のガラスについては、衝突等を考慮して選定すること。
	(ｳ)  建具（扉）のうち、特に防臭、防音を要求されるものについてはエアタイト型とし、防音扉においては、内部吸音材充填とし、締付けハンドル等は遮音性能を十分発揮できるものを選定すること。
	(ｴ)  建具（扉）のうち、一般連絡用扉にはストップ付ドアチェック（法令抵触部は除外）、シリンダー本締錠を原則とする。なお、マスターキーシステムとし、詳細は実施設計時の協議による。機器搬入用扉は開放時に使用する煽り止めを取り付ける事。
	(ｵ)  建具（扉）のうち、スチールドアは原則としてフラッシュ扉とすること。
	(ｶ)  建具（扉）のうち、シャッター若しくはオーバースライダーは〔スチール製〕とし、必要に応じ電動式とすること。
	(ｷ)  建具（扉）のうち、木製とする場合は、メラミン化粧板等の仕上げとすること。
	(ｸ)  建具（窓）のうち、特殊な箇所を除き、窓建具はアルミ製とすること。また、原則としてガラス窓は内外側とも清掃可能なものとすること。
	(ｹ)  建具（扉）は、必要に応じ、室名札等の室名表示を行うこと。
	(ｺ)  ごみクレーン操作室窓に、自動窓拭き装置を設置すること。



	(3)  仕上計画
	①  外部仕上
	ア． 地域特性や立地条件・周辺環境に配慮した意匠・仕上計画とする。また、景観上違和感のない、清潔感のあるものとすること。
	イ． 原則として工場棟外壁は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げ、工場棟屋根はｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き､煙突は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げとすること。
	ウ． 材料は経年変化が少なく、耐久性・耐候性が高いものとする。
	エ． 以上を踏まえて、建築外部仕上表を提示し、本組合の承諾を得ること。

	②  内部仕上
	ア． 各部屋の機能、用途に応じて必要な仕上を行うこと。
	イ． 薬品、油脂の取り扱い、水洗等それぞれの作業に応じて必要な仕上計画を採用し、温度、湿度等環境の状況も十分考慮すること。
	ウ． 工場棟居室部の内部に使用する建材はVOCを含有していないものを使用すること。
	エ． 居室に使用する建材はF☆☆☆☆以上とすること。

	③  塩害対策
	ア． 施設内配置計画に当っては、風向、風速について考慮する。
	イ． 鋼製くいを使用する場合は、防食対策をすること。
	ウ． 潮風や海水にさらされる鉄筋コンクリートの部分は、鉄筋のかぶり厚さを増したり、塗料で保護する等、耐久上の考慮をする。
	エ． 屋根、外壁、外部に面する建具、屋外に設ける階段・タラップ、屋外設置の機器の材料は、耐塩性を考慮して選定する。

	④  寒冷地対策
	ア． 施設内配置計画にあたっては、特に冬期における風向・風速について考慮する。
	イ． 建築物の主要な出入口は、積雪によって車両や人の通行が阻害されないように配慮する。また、建築物から出入口、道路等への雪の落下防止対策を講ずる。また除雪した雪を溜めておくスペースを考慮する。
	ウ． 屋根、壁の材料は、積雪および凍結を考慮して選定する。また、特に軒先および雨どいについては、積雪および凍結対策に配慮する。
	エ． 居室など空調を行う室の外壁等には、必要に応じて断熱材を使用し、防寒、結露対策を講ずる。
	オ． 外部に面する建具、屋外に設ける階段、タラップ等は、積雪・凍結対策に配慮する。
	カ． 建築設備の機器および配管は、必要に応じ凍結対策に配慮する。
	キ． 吸排気口および屋外設置の機器が雪に埋没しないように配慮する。
	ク． 工事中は地域毎の寒中コンクリートの適用期間に留意する。
	ケ． 積雪のため、工種によっては工事の進行が不可能な場合もあるので、工事工程の設定には十分留意する。


	(4)  建築仕様
	①  工場棟
	ア． 構造    〔ごみクレーンガーターまでは、RC造或いはSRC造〕
	(ｱ)  プラットホーム室  外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｲ)  ごみピット   外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｳ)  ホッパステージ  外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｴ)  炉室    外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｵ)  集じん器室   外壁 〔押出成型板+仕上材〕

	イ． 建屋規模
	(ｱ)  建築面積   〔 〕㎡
	(ｲ)  建築延床面積   〔 〕㎡：地下水槽類は除く。
	(ｳ)  各階床面積   〔 〕㎡
	(ｴ)  軒高    〔 〕m
	(ｵ)  最高の高さ   〔 〕m

	ウ． 階高
	エ． 室内仕上
	オ． 共通事項
	(ｱ)  建物の配置はプラント全体計画に基づき、経済性、安全性、美観、維持管理の容易性を考慮して計画とすること。
	(ｲ)  工場棟は、機能上必要な部分は鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造とし、その他の部分は鉄骨造として計画すること。
	(ｳ)  工場棟の鉄骨部分はＯＰ仕上げとすること。
	(ｴ)  地階部分は地下水の浸透のない構造、仕上げとすること。
	(ｵ)  工場棟の屋根は材質、勾配等について、風土・気象条件を考慮すること。
	(ｶ)  外壁と屋根の結露防止に配慮すること。
	(ｷ)  臭気のある室内に出入りするドアはエアタイト構造とすること。臭気のある室と居室の間には前室を設けること。臭気は捕集して処理すること。
	(ｸ)  手摺りの高さは1.1m以上とすること。
	(ｹ)  屋外に設置される鉄骨の塗装仕様は原則ＯＰ仕上げとするが、外部の環境に応じて決定すること。

	カ． 工場棟内各室の仕様

	②  管理棟

	(5)  その他
	①  外部環境に配慮し、建物の外部と内部を熱的に区分し、結露防止及び断熱を考慮すること。
	②  各室のそれぞれの用途、空間に応じ、最適な環境と省エネ効果を保持すること。
	③  断熱、防露に使用する材料は、室内外の環境条件を考慮し最適な材料を選定すること。
	④  断熱、結露防止の施工に際し、最適な構造及び工法を選択すること。
	⑤  建物内外の凍結について十分考慮すること。


	３． 土木工事および外構工事
	(1)  土木工事
	①  造成工事
	ア． 造成面積　　　　　　　　　〔 〕㎡
	イ． 造成レベル　　　　　　　　〔 〕m
	ウ． 法面の保護・仕上げ

	②   山留・掘削

	(2)  外構工事
	①  構内道路および駐車場
	ア． 十分な強度と耐久性を持つ構造および効率的な動線計画とし、必要箇所に白線、道路標識、信号機、看板及び車止め等を設け、構内の交通安全を図ること。
	イ． 構内道路の設計は構内舗装・排水設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課）によること。
	(ｱ)  交通量の区分   【 】交通
	(ｲ)  設計ＣＢＲ   〔ＣＢＲ試験による〕


	②  構内排水設備
	③  植栽芝張工事
	④  門・囲障工事

	(3)  土木工事及び外構工事仕様
	①  地業工事
	ア．  杭打工法   〔 〕工法
	(ｱ)  杭長    〔 〕m
	(ｲ)  杭材質    〔 〕杭
	(ｳ)  杭径    〔 〕mm

	イ． 直接基礎工法
	(ｱ)  支持地盤深さ   ＧＬ－〔 〕m


	②  構内道路工事
	ア． 構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 舗装面積   〔 〕㎡
	ウ． 舗装仕様
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	③  駐車場
	ア．  構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 計画台数
	(ｱ)  普通車    〔 〕台(運営事業者用・運営事業者側来客用)
	(ｲ)  普通車 【5】台(本組合職員用：管理棟北側4台、車庫棟北側1台)
	(ｳ)  大型バス   【2】台(見学者用)

	ウ． 舗装面積   〔 〕㎡
	エ． 舗装厚
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	④  構内排水設備工事
	ア． 排水溝    自由勾配側溝
	イ． 排水管    ＶＰ管、ＨＰ管
	ウ． 付属設備   道路用グレーチング等

	⑤  植栽・芝張工事
	ア． 植栽面積   〔 〕㎡
	イ． 植栽仕様

	⑥  門・囲障工事
	ア． 門扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m

	イ． ガードレール
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m

	ウ． 囲障（ネットフェンス等）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m




	４． 建築機械設備工事
	(1)  空気調和設備工事
	①  温湿度条件は次表に示すとおりとする。
	②  時間帯
	ア． 8時間ゾーン   室名〔 〕
	イ． 16時間ゾーン   室名〔 〕

	③  熱源    【電気式＋余熱利用】
	④  空気調和設備

	(2)  換気設備工事
	①  換気設備仕様

	(3)  給排水衛生設備工事
	①  給水設備工事
	ア．  給水量は以下の条件から計算すること。
	(ｱ)  運営事業者運転職員 〔 〕L/人・日
	(ｲ)  運営事業者事務職員 〔 〕L/人・日
	(ｳ)  見学者   〔 〕L/人・日
	(ｴ)  プラント給水
	(ｵ)  運営事業者以外の使用人数


	②  衛生器具設備工事
	③  消火設備工事
	④  給湯設備工事

	(4)  エレベータ設備工事
	①  形 式   〔車椅子兼用エレベータ〕
	②  数 量   【 】基
	③  積載重量   【 】kg（【 】人用）
	④  停止階   〔 〕階層
	⑤  運転方式   〔インバータ全自動〕
	⑥  警報表示   中央制御室と管理棟事務室に警報を表示すること。
	⑦  その他   必要に応じ地震感知による自動最寄階停止装置

	(5)  エアーカーテン設備工事
	①  形 式　　　　　　　　　　　 〔 〕
	②   数 量　　　　　　　　　　　 〔 〕箇所
	③  設置場所　　　　　　　　　  〔ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口〕

	(6)  配管工事

	５． 建築電気設備工事
	(1)  動力設備工事
	(2)  照明コンセント設備工事
	①  非常用照明、誘導灯等は建築基準法、消防法に準拠して設置すること。
	②  照明器具は、用途および周囲条件により、防湿、防雨、防じんタイプを使用すること。なお、破損の危険性がある場所はガードつきとすること。
	③  ごみピット・プラットホーム・炉室等を含め電灯は原則ＬＥＤ灯とする。
	④  外灯はポール型照明とし、自動点滅式とすること。
	⑤  コンセントは維持管理性を考慮した個数とし、用途及び使用条件に応じて防雨、防爆、防湿型とすること。また床洗浄を行う部屋については床上70cmに取り付けること。

	(3)  その他工事
	①  自動火災報知器設備工事
	ア． 受信    盤 〔 〕型 〔 〕級 〔 〕面
	イ． 感知器    種類 〔 〕，形式〔 〕
	ウ． 配線および機器取付工事（消防法に基づき施工） １式
	エ． その他

	②  電話設備工事
	ア． 自動交換器   型 式 〔電子交換式 〕
	イ． 電話器    型 式 〔プッシュホン〕〔 〕台
	ウ． ファクシミリ   〔 〕 基
	エ． 設置位置   建築設備リストに記載すること。
	オ． 配管配線工事   １式
	カ． 機能

	③  テレビ等視聴設備工事
	④  拡声放送設備工事
	ア． 増幅器型式
	イ． スピーカ トランペット、天井埋込、壁掛け型
	ウ． マイクロホン 事務室、中央制御室等に設置
	エ． 設置位置

	⑤  インターホン設備工事
	ア． 型式  〔相互通話式〕
	イ． 設置位置

	⑥  時計設備工事
	ア． 形式   〔 〕
	イ． 設置場所  （建築設備リストに記載のこと）

	⑦  避雷設備
	ア． 設置基準  建築基準法により高さ20mを超える建築物を保護すること。
	イ． 仕様   JIS A 4201 避雷針基準によること。
	ウ． 数量   １式

	⑧  防犯警備設備工事
	⑨  その他
	ア． 雷保護については、直撃雷のみならず誘導雷に対しても対策を施すこと。
	イ． 必要に応じて予備配管を設けること。





	
	第1章　 総則
	１． 計画概要
	(1)  一般概要
	(2)  事業名
	(3)  施設概要
	(4)  事業期間
	(5)  建設用地（添付資料(1)「現況平面図」に示すとおり）
	(6)  本施設の基本方針
	①  生活環境の保全に配慮した施設
	②  安全性の高い施設
	③  安定稼働に優れた施設
	④  循環型社会形成の拠点となる施設
	⑤  経済性に優れた施設

	(7)  全体計画
	①  全体計画
	ア． 費用対効果が最大限発揮されることを意識した設計・建設及び運営・維持管理に努めること。
	イ． 施設全体が周辺の地域環境に調和し、清潔なイメージと周辺の美観を損なわない潤いとゆとりのある施設とすること。
	ウ． 搬入車両が集中した場合でも車両の通行に支障のない原則一方通行にて安全な動線計画と外構計画を立案すること。場内を走行する廃棄物運搬車両は可燃ごみ、資源ごみ及び可燃ごみと資源ごみを混載した車両となるが、これらの車両の動線については安全対策を施した上での合流は認めるが交差は認めない。現施設において5月連休や年末などの繁忙時には管理棟受付前で一般持込車両に管理棟前駐車場で待機してもらうための誘導が必要になることがある。
	エ． ごみ運搬車、各種搬入搬出車、通勤用自動車、訪問見学者の自動車等、想定される関係車両の円滑な交通が図られるものとすること。
	オ． 大型機器の整備・補修のため、それらの搬出口、搬出通路及び搬出機器を設けること。
	カ． 防音、防臭、防振、防じん、防爆対策を十分に行うとともに、各機器の巡視点検整備がスムーズに行える配置計画とすること。特に施設運営上施設内の騒音、振動、粉じん、悪臭及び高温に対して十分対策を講じること。
	キ． 施設見学者等来場者の一般車両動線は、原則としてごみ搬入車、搬出車等の車両動線とは分離すること。
	ク． 施設見学ルートは過剰にならない一般的な範囲とし、見学者動線は見学者が安全に見学できるよう配慮すること。
	ケ． 各機器は、原則としてすべて建屋内に収納し、配置に当たっては、合理的かつ簡素化した中で機能が発揮できるよう配慮すること。
	コ． ごみ収集車等の動線を配慮するとともに、周辺環境との調和、公害対策及び寒冷地対策にも十分留意して機器等の配置計画を行うこと。

	②  工事計画
	ア． 工事中における車両動線は、工事関係車両、廃棄物搬入車両、一般車両等の円滑な交通が図られるものとすること。
	イ． 建設に際しては、災害対策に万全を期し、周辺住民への排ガス、騒音、振動、悪臭、汚水等の公害防止にも十分配慮を行うものとする。

	③  ごみ焼却施設の全体配置
	ア． 施設の機能性を考慮し、配置計画を行うこと。
	イ． 計量、管理、処理、洗車、補修等が円滑に行え、かつ、本施設へ出入りする人的動線の安全が確保できる車両動線とすること。場内では、ごみ収集車の動線と来場者などの車両動線が極力交差しないようにする。
	ウ． 上記条件の範囲でより良い設計を行うこと。


	(8)  立地条件
	①  地形、土質等
	②  気象条件（2022年気象庁データ）
	ア． 気温  最高37.8℃、最低-2.6℃（羽咋アメダス）
	イ． 平均湿度 70％（金沢気象台）
	ウ． 風速  平均3.6m/s、最大19.7m/s、最大瞬間31.3m/s（羽咋アメダス）
	エ． 最大降雨量 38.0mm/時（羽咋アメダス）
	オ． 凍結深度　　　設定なし
	カ． 積雪荷重　　　1.0ｍ以上

	③  都市計画事項
	ア． 用途地域 指定なし
	イ． 防火地域 指定なし
	ウ． 高度地域 指定なし
	エ． 建ぺい率 60％
	オ． 容 積 率 200％

	④  緑化率  指定なし
	⑤  敷地周辺設備
	ア． 電気  最寄りの北陸電力柱より引き込む
	イ． 用水  プラント用：雨水、上水（現給水ポンプ室より引き込む）
	ウ． 排水  プラント系排水：クローズドシステムにより無放流
	エ． 電話  必要回線を引き込む
	オ． その他  雨水はプラント用水とし上水の使用量を極力抑え、 　　　　　　　やむを得ず放流する場合は流量を調整すること。 　　　　　　　拡幅予定地側の雨水は極力プラント用水として使用することとし、場外 　　　　　　　に排水する必要がある場合は流量調整をしつつ最寄の側溝に排水するこ 　　　　　　　と。流量調整には調整池が必要で現調整池の余力を利用することは可と 　　　　　　　するが、不足する場合は新設すること。



	２． 計画主要目
	(1)  処理能力
	①  公称能力
	②  計画ごみ量及び計画ごみ質
	ア． 計画ごみ量
	イ． 計画ごみ質
	ウ． 搬出入車両


	(2)  処理系列
	(3)  処理方式
	(4)  燃焼ガス冷却方式
	(5)  主要設備方式
	①  運転方式
	②  設備方式
	ア． 受入供給設備  ピットアンドクレーン方式
	イ．  燃焼設備  ストーカ方式
	ウ．  燃焼ガス冷却設備 水噴射冷却方式
	エ． 排ガス処理設備 有害ガス除去装置（活性炭・消石灰噴霧）、ろ過式集じん器
	オ． 通風設備  平衡通風方式、内筒鋼板製建屋一体型煙突（H=59ｍ以下）
	カ． 余熱利用設備  燃焼用空気加熱、温水発生器用熱源（場内給湯・場内空調）
	キ． 給水設備  生活用：上水
	ク． 排水処理設備  クローズドシステム（生活排水を除く）
	ケ． 灰出し設備  バンカ方式
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	③  検査立会を要する機器・材料等については、原則として国内において本組合が承諾した検査要領書に基づく検査が実施できること。
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	①  建設事業者は本施設に配置される運営事業者職員に対し、施設の円滑な操業に必要な機器の運転、管理及び取扱い（点検業務含む）、部品交換及び修繕について、教育指導計画書に基づき、必要にして十分な教育指導を行うこと。又、教育指導計画書は予め建設事業者が作成し、本組合の承諾を受けること。
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	イ． 引渡性能試験における性能保証事項等の計測及び分析の依頼先は、法的資格を有する第三者機関とすること。ただし、特殊な事項の計測及び分析については、本組合の承諾を受けて他の適切な機関に依頼することができる。

	②  引渡性能試験方法
	③  予備性能試験
	④  引渡性能試験
	⑤  性能試験にかかる費用

	(2)  保証事項
	①  責任施工
	②  性能保証事項
	ア． ごみ処理能力及び公害防止基準
	(ｱ)  ごみ処理能力
	(ｲ)  焼却条件
	(ｳ)  公害防止基準（排ガス、排水、騒音、振動、悪臭、焼却灰・飛灰固化物の溶出基準等）
	(ｴ)  作業環境基準
	(ｵ)  緊急作動試験
	(ｶ)  熱回収率
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	(5)  地元業者の採用
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	(ｱ)  アスファルト防水
	(ｲ)  合成高分子ルーフィング防水
	(ｳ)  塗膜防水
	(ｴ)  モルタル防水
	(ｵ)  躯体防水
	(ｶ)  仕上塗材吹き付け
	(ｷ)  シーリング材
	(ｸ)  水槽類の防食層
	第2章　 機械設備工事仕様
	１． 各設備共通仕様
	(1)  歩廊・階段・点検床等
	①  歩廊・階段・点検床及び通路
	②  手摺
	③  設計基準
	ア． 階段の高さが4mを越える場合は、原則として高さ4m以内ごとに踊り場を設けること。
	イ． 梯子の使用はできる限り避けること。
	ウ． 主要通路については原則として行き止まりを設けてはならない。(２方向避難の確保)
	エ． 主要階段の傾斜面は、原則として水平に対して40度以下とし、階段の傾斜角、蹴上げ、踏み面等の寸法は極力統一すること。
	オ． 手摺りの支柱間隔は1,100mmとすること。
	カ． 歩廊にはトープレートを設置すること。
	キ． 通路部分は原則として、有効高さ2,200mm以上を確保すること。
	ク． プラント内の建築所掌と機械所掌の手摺、階段等の仕様は、機械所掌の仕様に原則として統一すること。


	(2)  防熱、保温
	(3)  配管
	①  勾配、保温、火傷防止、防露、防錆、防振、凍結防止、エア抜き等を考慮して計画し、つまりが生じやすい流体用の管には掃除が容易なように考慮すること。
	②  汚水系統の配管材質は、管（内面）の腐食等に対して、硬質塩化ビニール管等適切な材質を選択すること。
	③  管材料は以下の表を参考として、使用目的に応じた最適なものとすること。
	④  電源あるいは計装用空気源が断たれたときは、各バルブ・ダンパ等の動作方向はプロセスの安全サイドに働くようにすること。

	(8)  塩害対策
	①  屋外配管の保温カバーはステンレス製等の耐食性のある材料とすること。
	②  屋外の露出配管はSUS、溶融亜鉛メッキ、マリンペイント塗装等耐食性を考慮した仕上げとすること。
	③  鋼製の屋外歩廊架台、手摺等は亜鉛ドブ付け、マリンペイント塗装等耐食性を考慮した仕上げとすること。
	④  屋外設置機器については、その機能上の必要に応じて屋根、カバー等を設置すること。

	(9)  その他
	①  必要な箇所に荷役用ハッチ、電動ホイストを設けること。
	②  道路を横断する配管、ダクト類は道路面からの有効高さを4m（消防との協議）以上とすること。
	③  交換部品重量が100kgを超える機器の上部には、必要に応じて吊フック、ホイスト及びホイストレールを設置すること。


	２． 受入れ・供給設備
	(1)  計量機【既設を流用する。システムは更新する。】
	(ｱ)  形式    ロードセル式４点支持式
	(ｲ)  数量    1式
	(ｳ)  主要項目
	A． 最大秤量   30t
	B． 最小目盛   10㎏
	C． 積載台寸法   長10.53m×幅3m
	D． 表示方式   〔デジタル表示〕
	E． 操作方式   〔カードリーダー方式〕
	F． 印字方式   〔自動〕
	G． 印字項目  総重量、車空重量、ごみ種別（自治体別、収集地域別）、ごみ重量、年月日、時刻、車両通し番号、その他必要項目
	H． 電源    〔AC100〕V

	(ｴ)  付属機器 〔計量装置、データ処理装置、リーダポスト、登録車カード、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 現計量棟の計量機2基を流用して、計量作業の省力化、合理化を図れる新システムを構築すること。
	B． 本装置は搬入・搬出車等に対して計量操作を行うものとし、料金の計算・表示、料金の精算及び領収書の発行等をセルフレジで行えるようにする。
	C． 本計量機にはデータ処理装置を設け、搬入・搬出される物の集計に必要な種別の集計、日報・月報・年報の作成を行うものとする。あわせて、搬入量は中央データ処理装置へデータ転送できるものとする。
	D． 敷地内への進入・退出については、現施設の入口と出口を使用する。添付資料(4)に全体配置動線計画例を示す。
	E． 必要な場所に信号機、標識・サイン及び看板等を設置すること。


	(2)  プラットホーム
	①  プラットホーム（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔屋内式〕
	(ｲ)  数量    〔１式〕
	(ｳ)  構造    〔 〕
	(ｴ)  主要項目
	A． 幅員（有効）   〔16〕m以上
	B． 床仕上げ   〔 〕

	(ｵ)  特記
	A． ごみ収集・運搬車両による投入作業が容易でかつ安全に行えるものとし、車両の渋滞等が生じないよう十分な面積を有するものとする。
	B． 収集車からのごみ汚水は直接ごみピットに導水することとし、投入扉前に導水設備を設けること。プラットホーム洗浄水はプラットホームのごみピット寄りに排水溝を設け、ごみピット排水貯留槽に導入すること。排水溝には原則、ステンレス製のスクリーンまたはカゴを設け、ごみを容易に除去できる構造とすること。
	C． ごみピット転落防止措置（安全帯、安全帯取付け用フック等）を講じること。
	D． プラットホーム監視室を設け、職員用の便所（男女別）、火栓、洗浄栓、手洗栓を設けること。
	E． 搬入車両の停滞、作業重機の排気ガス対策を講じること。
	F． 自然光を極力採り入れること。
	G． 各ごみ投入扉間にはごみ投入作業時の安全区域（マーク等）を設けること。
	H． 投入扉の扉間に安全地帯を設けること。（高さ150mm程度）
	I． プラットホームを２階に設置する場合は、プラットホーム下部・スロープの構造はRC、SRCとし、下部の諸室配置を考慮し床の防水対策を行うこと。


	②  プラットホーム出入口扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 扉寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m以上
	B． 材質    〔SUS304〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 操作方式   〔自動・現場手動〕
	E． 車両検知方式   〔光電管＋ループコイル〕
	F． 開閉時間   開〔10〕秒以内、閉〔10〕秒以内
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔信号機（入口）、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 車両通過時は、扉が閉まらない安全対応を取ること。
	B． エアーカーテンは扉の開閉と連動で動作すること。
	C． 停電時にも開閉可能なこと。
	D． 歩行者専用の出入口を２箇所設けること。



	(3)  投入扉〔およびダンピングボックス〕
	(ｱ)
	(ｲ)
	(ｳ)
	(ｴ)
	(ｵ)  特記
	A． 投入扉は動力開閉式とする。動力は扉の形式によって、油圧式、空圧式、電動式等を選定する。
	B． 扉開閉時に本扉とごみクレーンバケットが接触しないよう考慮しなければならない。
	C． 空気取入口としては、投入扉を全て閉じた時でも燃焼用空気を吸引できるようにしておくこと。
	D． 車両検知による自動制御とする。（光電管＋ループコイル）
	E． 投入可能指示灯を設置すること。
	F． 停電時でも使用可能とする。
	G． ごみの積み上げが可能な強度を有すること。


	(4)  ダンピングボックス
	(ｱ)  形式    〔　　　〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 作動時間   20秒以内
	B． 主要材質   SS400
	C． 主要寸法   W：〔　 〕m×L：〔　 〕m×H：〔　 〕m
	D． 駆動方式   〔　　　〕
	E． 操作方式   現場手動
	F． その他必要もの  １式

	(ｴ)  特記
	A． 一般持込及び許可業者による搬入ごみの展開検査が可能で、搬入ごみの手降ろし等が安全にでき、不適物のチェックとピットへの投入が容易にできる配置及び構造とすること。（プラットフォームでの安全な場所、位置を考慮すること。）
	B． 搬入車や作業員に機器の運転が判別できるように動作表示灯を計画すること。
	C． 積載面は掘り込み式（プラットフォームレベル以下）とし、詰まり、かみ込みが発生しないこと。
	D． 必要に応じて下部点検用のピットを設けること。
	E． 非常停止ボタンを設置すること
	F． ピット床の防水対策を行うこと。
	G． 作動時のインターロックを備えること。


	(5)  ごみピット（土木建築工事に含む。）
	(ｱ)  形式     〔水密性鉄筋コンクリート造〕
	(ｲ)  数量     【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量     【3,290】m3以上、【7】日分以上
	B． ごみピット容量算定単位体積重量 【0.10】t/m3
	C． 寸法     幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品 〔深度ﾚﾍﾞﾙ表示､転落防止装置､赤外線ﾋﾟｯﾄ火災検知装置､放水銃〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット壁は、周囲からの水圧に耐える構造とし、地下水の漏入がないよう防水対策を講じること。
	B． ごみ搬入車両とクレーンバケットとの衝突を防ぐよう配慮すること。
	C． ごみピット容量の算定は原則として、投入扉下面の水平線（プラットホームレベル）以下の容量とする。
	D． ピット底部には水勾配を取り、ごみピット脇に設けたごみピット排水貯留槽にスクリーンを通して集水すること。
	E． 底部の汚水が速やかに排出されるよう、適切な水勾配、底部形状を計画し、また、スクリーンは清掃の容易な構造とすること。
	F． ピット内壁に深度メモリを１ｍごとに設けること。
	G． ごみピット内より臭気が外部に漏れないよう、建屋の密閉性を考慮すること。
	H． ピットの奥行きは自動運転を考慮し、クレーンバケットの開き寸法に対して､3.5 倍以上とする。
	I． ごみ搬入車両の転落防止対策を明示し、その対策を選定した根拠を明示すること。
	J． 赤外線ピット火災検知装置及び放水銃を設置し、発火位置の検知を自動で行い､放水銃で消火が行えるよう計画すること。


	(6)  ごみクレーン
	(ｱ)  形式    〔クラブバケット付天井走行クレーン〕
	(ｲ)  数量    本体【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吊上荷重   〔 〕t
	B． 定格荷重   〔 〕t
	C． バケット形式   〔 〕
	D． バケット切り取り容量 〔 〕m3
	E． ごみの単位体積重量
	F． 揚程    〔 〕m
	G． 横行距離   〔 〕m
	H． 走行距離   〔 〕m
	I． 各部速度および電動機
	J． 稼働率   〔 〕％以下
	K． 操作方式   【遠隔手動、半自動、全自動】
	L． 給電方式   キャブタイヤケーブル給電方式
	M． 付属品 　　　　　　〔制御装置、投入量計量装置(指示計、記録計、積算計) 　　　　　　　　　　　　　表示装置、クレーン操作卓、安全ﾈｯﾄ､定格荷重ｳｴｲﾄ､その 　　　　　　　　　　　　　他必要なもの〕

	(ｴ)  特記
	A． クレーン操作盤より中央データ処理装置へデータ転送を行うこと。
	B． 走行レールに沿って、クレーン等安全規則、法規等に準拠した安全通路を設けること。
	C． ガーターは、たわみ・たおれ等が生じないよう十分な強度を有すること。
	D． ガーター上の電動機及び電気品は防塵、防滴型とすること。
	E． ごみホッパへの投入時にごみが極力飛散しないよう、バケットの開動作等により配慮すること。
	F． 機器搬出入用のホイストをクレーン本体に設けること。
	G． ホッパ階にはクレーン点検及び管理用のマシンハッチを設けること。
	H． バケット搬出入を考慮すること。
	I． 機器の給油は集中給油式とすること。
	J． 乱巻き防止と過加重防止を図り、定位置表示をつけること。
	K． ごみピット壁との干渉防止装置を設けること。
	L． クレーン操作室窓の自動洗浄装置を設置すること。
	M． ﾊﾞｹｯﾄの爪は耐摩耗性を考慮した材質とすること。
	N． 巻き下げ時の回生エネルギーを電源側に戻す省エネルギー技術（電源回生コンバータ等）を導入すること。


	(7)  脱臭装置
	(ｱ)  方式    〔活性炭吸着式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 活性炭充填量   〔 〕kg
	B． 入口臭気濃度   〔 〕
	C． 出口臭気濃度   悪臭防止法の排出口規制に適合すること。
	D． 脱臭用送風機
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台
	(C)  風量    〔 〕m3N/h
	(D)  駆動式   〔 〕
	(E)  所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(F)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕


	(ｴ)  付属品    〔ｻｲﾚﾝｻｰ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 活性炭の取替が容易にできる構造とすること。
	B． 風量は、ごみピット室（プラットホーム床面レベル以上）の換気回数2回/h以上とする。


	(8)  防臭剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔防臭剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ防臭剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(9)  殺虫剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔殺虫剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ殺虫剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(10)  ピット散水装置
	(ｱ)  形式    〔ﾎﾟﾝﾌﾟ+ﾉｽﾞﾙ式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧場所   〔ごみﾋﾟｯﾄ〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔水ﾀﾝｸ､送水ﾎﾟﾝﾌﾟ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみﾋﾟｯﾄ内の発じん対策として､ごみﾋﾟｯﾄ全面に散水できるような散水ﾉｽﾞﾙを設置すること｡
	B． 凍結防止を考慮すること。



	３． 燃焼設備
	(1)  ごみ投入ホッパ・シュート
	(ｱ)   形式    〔鋼板溶接製〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（シュート部を含み１時間以上）
	B． 材質    〔SS400〕
	C． 板厚    〔6〕mm 以上（滑り面〔12〕mm 以上）
	D． 寸法    開口部寸法幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	E． ゲート駆動方式  〔油圧〕
	F． ゲート操作方式  〔遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品 〔ﾎｯﾊﾟｹﾞｰﾄ､ﾌﾞﾘｯｼﾞ検出装置､ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 安全対策上ホッパの上端は投入ホッパステージ床から0.8m程度以上とし、ごみの投入の際、ごみやほこりが飛散しにくいよう配慮すること。
	B． ブリッジ解除装置を設けること。（ブリッジ検出装置とホッパ内監視用ITVを設置すること。）
	C． 開口部の寸法は、クレーンバケット全開時の寸法に対し片側で0.5ｍ（両方で１ｍ）以上余裕を確保すること。
	D． 滑り面は交換可能なライナー構造とすること。


	(2)  燃焼装置
	①  給じん装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造    〔 〕
	B． 能力    〔 〕kg/h 以上
	C． 寸法    幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 駆動方式   〔 〕
	G． 速度制御方式   〔 〕
	H． 操作方式   〔自動（ACC）、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 燃焼装置が給じん機能を有する場合は省略できるものとするが、その場合はその旨を明記すること。
	B． 耐熱、耐摩耗、耐腐食を考慮すること。


	②  燃焼装置
	(ｱ)  形式    〔准連続燃焼式ストーカ式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 能力    〔 〕kg/h 以上
	B． 材質    火格子〔 〕
	C． 火格子寸法   幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 火格子面積   〔 〕㎡
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 火格子燃焼率   〔 〕kg/㎡･h
	G． 駆動方式   〔 〕
	H． 速度制御方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕
	I． 操作方式   〔自動(ACC)、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	③  炉駆動用油圧装置
	(ｱ)  形式    〔油圧ユニット式〕
	(ｲ)  数量    各炉【1】ユニット
	(ｳ)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１ユニット分につき）
	A． 油圧ポンプ
	(A)  数量    【 】基（交互運転）
	(B)  吐出量   〔 〕m3/min
	(C)  全揚程   最高 〔 〕m
	(D)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油圧タンク
	(A)  数量    〔１〕基
	(B)  構造    〔鋼板製〕
	(C)  容量    〔 〕m3
	(D)  主要部材質   〔SS400〕厚さ〔 〕mm以上


	(ｵ)  付属品    〔油冷却器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 本装置周辺には油交換、点検スペースを設けること。
	B． 消防法の少量危険物タンク基準とすること。


	④  給油装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔グリス潤滑式〕
	(ｲ)  数量    〔 〕組
	(ｳ)  主要項目
	A． グリスポンプ
	(A)  吐出量   〔 〕cc/min
	(B)  全揚程   〔 〕m
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油の種類   〔耐熱グリス〕
	C． 操作方式   〔自動、現場手動〕
	D． 潤滑箇所   〔火格子駆動装置軸受､灰押出機軸受､その他必要箇所〕

	(ｴ)  付属品    〔グリス充填用具、その他必要なもの〕


	(3)  焼却炉本体
	①  焼却炉
	(ｱ)  形式    〔鉄骨支持自立耐震型〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造
	(A)  炉内天井   〔 〕
	(B)  炉内側壁   第１層〔 〕〔 〕mm

	B． 燃焼室容積   〔 〕m3
	C． 再燃焼室容積   〔 〕m3
	D． 燃焼室熱負荷   〔 〕kJ/m3･h以下（高質ごみ）

	(ｴ)  付属品 〔覗窓、計測口、カメラ用監視窓、点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 炉側壁にはクリンカが生じやすい傾向にあるので、空冷壁、水冷壁等のクリンカ付着防止対策を施すこと。
	B． ケーシング表面温度（外表面）は、火傷防止上室温+40℃以下となるよう、耐火物、断熱材の構成を十分検討すること。
	C． 覗窓には灰の堆積対応、清掃等を考慮しておくこと。
	D． 燃焼ガスの再燃室容量での滞留時間を850℃以上で、2秒以上とすること。
	E． 炉室内の歩廊は広範囲に敷設し、建築床までのばすこと。
	F． ２炉の間には、最上階まで広幅の階段を設けること。なお、炉芯間は、１炉の補修時（作業環境中のダイオキシン類対策を考慮）でも片炉運転が可能なように十分なスペースを確保すること。


	②  落じんホッパシュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔SS400〕厚さ 主ﾎｯﾊﾟｰ〔12〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り）

	(ｴ)  付属品    〔点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置には点検口を設けることとし、点検口は落じん、汚水の漏出を防ぐよう密閉構造とすること。
	B．  溶融アルミの付着、堆積に対する除去清掃が実施しやすいよう配慮すること。
	C． 乾燥帯ではタールの付着、堆積防止を図ること。


	③  主灰ホッパ・シュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔　　　〕、厚さ〔  〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り） 　　　　　　　　　　　　　　水封部上部２mはSUS製とする。

	(ｴ)  付属品    〔ブリッジ検出、ブリッジ解除、その他必要なもの〕


	(4)  助燃装置
	①  助燃油貯留槽
	(ｱ)  形式    〔円筒鋼板製〕【地下埋設式】
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kL（30日分）
	B． 材質    〔SS400〕、厚さ〔 〕mm 以上

	(ｴ)  付属品 〔油検知管､排油口（除水口）､空気抜き口､液面計､ﾏﾝﾎｰﾙ､消火器､危険物看板〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 油面計を設置すること。
	B． 給油口はタンクローリに直接接続できる位置とすること。
	C． 消防法の危険物取扱いとし、消防署の指導に従うこと。


	②  助燃油移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ギヤポンプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕L/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 材質    〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 防液提を設置のこと。
	B． 停電時にも非常用発電設備に燃料を供給できるものとする。


	③  助燃バーナ
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    灯油
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B． 焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度850℃に昇温できるものとする。再燃バーナを設置する場合は、助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。


	④  再燃バーナ（必要に応じて）
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)   数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    灯油
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B．  焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度850℃に昇温できるものとする。助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。




	４． 燃焼ガス冷却設備
	(1)  水噴射式燃焼ガス冷却設備
	①  ガス冷却室
	(ｱ)  形 式    〔水噴射式（完全蒸発型）〕
	(ｲ)  数 量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 積    〔 〕m3
	B． 滞留時間   〔 〕sec
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	F．  材 質    〔 〕､厚み〔 〕mm
	G． 寸 法    径〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品    〔ダスト排出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 噴射水の飛散を防止し、非蒸発水のない構造・形状とすること。
	B．  本体ｹｰｼﾝｸﾞ内面に腐食対策を講じること｡
	C． 噴射水は完全蒸発とすること。
	D． 耐水・耐熱・耐酸性に考慮した材質とすること。
	E． 下部に落ちるダストは自動的に容易に取り出せる構造とすること。
	F． ダストは飛灰として取り扱うこと。
	G． ダストの付着・堆積しにくい構造とし、詰まり防止対策を施すこと。搬出に対しても十分な配慮を行なうこと。


	②  噴射装置
	(ｱ)  形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕本（基/炉）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h（１本につき最大）
	B． 駆動空気量   〔 〕m3/h（二流体の場合）
	C． 噴射水圧力   〔 〕MPa
	D． 駆動空気圧力   〔 〕MPa（二流体の場合）
	E． 材 質    本体：〔SUS〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾜﾝﾀｯﾁｶﾌﾟﾗ､積算流量計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ノズルは容易に脱着でき交換しやすいものとする。
	B． ストレーナーや流量計を設置し、詰まらない構造とする。
	C． 燃焼ガスの量及び温度が変化してもガス冷却室出口ガス温度が一定に保てるよう自動水量制御を行なうこと。


	③  噴射水加圧ポンプ
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 量    〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V ×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)   形 式    〔水密性RC〕
	(ｲ)   数 量    〔1〕基
	(ｳ)   容 量    〔 〕m3（使用量の〔 〕時間分）
	(ｴ)  付属品    〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾚﾍﾞﾙ計､pH計､電気伝導度計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  その他

	⑤  ガス冷却用空気圧縮機（必要に応じて）
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m

	(ｴ)  その他



	５． 排ガス処理設備
	(1)  減温塔（必要に応じて設置する）
	①  減温塔本体
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容積    〔 〕m3
	B． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	C． 出口ガス温度   〔 〕℃
	D． 滞留時間   〔 〕s
	E． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕
	F． 付属品   〔 〕、圧力計、その他必要なもの

	(ｴ)  特記
	A． 灰付着防止や摩耗を考慮すること。
	B． 噴射水は完全蒸発すること。
	C． 低温腐食対策を行なうこと。
	D． ケーシング温度を十分に考慮した保温施工を行うこと。


	②  噴射ノズル
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕本
	(ｳ)  主要項目（1 本につき）
	A． 噴射水量   〔 〕m3/h
	B． 噴射水圧力   〔 〕MPa

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 噴射ノズルは、減温塔内を通過する燃焼ガスに完全蒸発可能な大きさに微粒化した水を噴射することにより、所定の温度までの冷却を図るもので、燃焼ガスの量及び温度が変化しても減温塔出口ガス温度が一定に保てるよう、広範囲の自動水量制御が行えること。
	B． ノズルの目詰まり、腐食に対して配慮するとともに、ノズルチップの消耗に対しては容易に脱着でき交換しやすいものとする。


	③  噴射水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 回転数   〔 〕min-1
	E． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕


	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	⑤  減温用空気圧縮機（必要に応じて設置する）
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)   主要項目（１基について）
	A． 吐出空気量   〔 〕m3/min
	B．  全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕kW
	D． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの


	(2)  集じん器
	①  ろ過式集じん器
	(ｱ)  形式    〔ろ過式集じん器〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)   主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   常用〔200〕℃以下
	C． 入口ばいじん濃度  〔 〕g/m3N〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	D． 出口ばいじん濃度  【0.01】g/m3N 以下〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	E． 室区分数   〔1〕室
	F． 設計耐圧   〔 〕Pa以下
	G． ろ過速度   〔 〕m/min
	H． ろ布面積   〔 〕m2
	I． 逆洗方式   〔ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄ〕
	J． 主要材質
	(A)  ろ布    〔 〕（耐熱温度250℃以上）
	(B)  本体外壁   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕厚さ〔4.5〕mm以上


	(ｴ)  付属機器
	A． 逆洗装置   〔 〕
	B．  ダスト排出装置  〔 〕
	C． 加温装置   〔 〕
	D． その他必要なもの

	(ｵ)  付属品    〔差圧計〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ケーシングの腐食対策をおこなうこと。
	B．  ろ布交換が容易にできる構造とすること。
	C． ガス流速の平均化を考慮すること。
	D． ﾀﾞｽﾄ払い落とし装置は、差圧制御及びﾀｲﾏｰ制御を併用すること｡



	(3)  有害ガス除去設備
	①  HCl、SOx除去設備
	(ｱ)  形式    〔乾式法〕
	(ｲ)   数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   入口〔 〕℃
	C． HCl濃度（乾きガス、O212％換算値）
	D． SOx濃度（乾きガス、O212％換算値）
	E． 使用薬剤   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔1〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ、その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔ﾃｰﾌﾞﾙﾌｨｰﾀﾞ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   回転数制御
	(E)  操作方式   自動､遠隔･現場手動
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品    〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 薬剤輸送管の閉塞､曲り､静電気等の対策を行うこと｡
	B． 機器は粉じん及び有害ガスの漏洩しない密閉度の高いものを使用すること。


	②  NOx除去設備
	ア． 無触媒脱硝法
	(ｱ)   形式    〔尿素噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm以下
	B． 使用薬剤   〔尿素〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 薬品貯留装置
	(A)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつﾛｰﾘｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(B)  ロードセル装置付き

	B． 薬品供給装置

	(ｵ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	イ． 燃焼制御法（必要に応じて、排ガス再循環法を含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm 以下
	B． 制御項目   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	(ｵ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの



	(4)  ダイオキシン類及び水銀除去設備
	①  活性炭吹込方式
	(ｱ)  形式    〔活性炭吹込〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   〔 〕℃
	C． 入口ダイオキシン類濃度 〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	D． 出口ダイオキシン類濃度 【0.05】ng-TEQ/m3N以下
	E． 入口水銀濃度   〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	F． 出口水銀濃度   【30】μg/m3N以下
	G． 使用薬剤   〔活性炭〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ､その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   〔 〕
	(E)  操作方式   〔 〕
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品 〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記



	６． 余熱利用設備
	(1)  温水発生器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B．  温水発生量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔加熱空気〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F．  材質    本体〔 〕､伝熱管〔 〕
	G． 管径φ   〔 〕mm
	H． 肉厚    〔 〕mm
	I． 構造    〔 〕
	J．  付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(2)  温水発生器循環ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E．  材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(3)  温水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B．  材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(4)  給湯用タンク（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(5)  給湯用熱交換器（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B． 循環量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔温水〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F． 材質    〔 〕
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(6)  給湯用熱交換器循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(7)  給湯用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B．  揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(8)  給湯用ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(9)  冷暖房用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 冷却水温度（入口）  〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの



	７． 通風設備
	(1)  押込送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 押込送風機の風量は、計算によって求められる最大風量・風圧に20％以上の余裕を持つものでなければならない。また、風圧についても炉の円滑な燃焼に必要かつ十分な静圧を有するものとする。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。
	C． 風量制御方式について、自動燃焼制御を採用し、その調節要素に風量調節要素を加えた場合は、自動制御方式が採用される。
	D． 騒音・振動防止に配慮した計画とする。


	(2)  二次送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置は必要な風量・風圧に20％以上の余裕を持たせること。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。


	(3)  空気予熱器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 入口空気温度   〔 〕℃
	B． 出口空気温度   〔 〕℃
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 空気量   〔 〕m3N/h
	F． 構造    〔 〕
	G． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 灰付着防止に配慮すること。
	B． 清掃が容易な構造（ベアチューブ等）とすること。
	C． 高温腐食対策を考慮すること｡


	(4)  風道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔12〕m/s以下
	B． 材質    〔鋼板〕、厚さ〔3.2〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕

	(5)  誘引送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  操作方法   〔自動遠隔及び現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（常用温度において）
	C． 排ガス温度   〔 〕℃（常用）
	D． 回転数   〔 〕min-1
	(A)  電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(B)  風量制御方式  〔自動炉内圧調整〕
	(C)  風量調整方式  〔ダンパ方式＋回転数制御方式〕
	(D)  主要材質   〔 〕


	(ｵ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｶ)  特記
	A． 誘引送風機は、計算によって求められる最大ガス量に20％以上の余裕を持つものとする。
	B． 上部階に設置する場合は、防振架台等で振動防止対策を行うこと。


	(6)  煙道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔15〕m/s以下
	B． 材質    〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕、厚さ〔4.5〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 伸縮継手はインナーガイド付きとし、ガスの漏洩がないようにすること。
	B． 点検口等の気密性に留意すること。


	(7)  煙突
	(ｱ)  形式    【内筒鋼板製建屋一体型煙突】
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 筒身数   【2】基
	B． 煙突高   【59】m以下
	C． 内筒    〔材質SUS316L以上、外部保温（ラッキング含む）〕
	D． 頂部口径   〔 〕φm
	E． 排ガス吐出速度  〔 〕m/s
	F． 頂部排ガス温度  〔 〕℃

	(ｴ)  付属品    〔測定孔、点検用階段、避雷針〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 頂部は、頂部ノズル部分のダウンウォッシュによる腐食等を考慮した構造とすること。
	B． 笛吹き現象防止に配慮した構造とすること。
	C． ダウンウオッシュ現象防止に配慮した構造とすること。
	D． ダウンドラフト現象防止に配慮した構造とすること。
	E． 煙突内は階段を設ける｡階段の勾配は原則45 以下とする｡
	F． 排ガス測定孔は､排ガスの層流が得られた場所とし､機材搬入用のﾎｲｽﾄを設置する｡
	G． 排ガス測定孔やマンホール部は､全面ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞを敷設する。



	８． 灰出し設備
	(1)  灰冷却装置（半湿式法）
	(ｱ)  形式    〔灰押出装置〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 運搬物   〔焼却灰〕
	B． 能力    〔 〕t/h
	C． 単位体積重量   〔1.0〕t/m3
	D． 駆動方式   〔 〕
	E． 主要材質   〔 〕
	F． 主要寸法   〔 〕mm×〔 〕mm
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔レベル計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 水素ｶﾞｽ対策を行うこと｡
	B． 摩耗箇所はﾗｲﾅｰ構造（12mm以上）とし、対策を行うこと。
	C． 運転中は、炉内圧力が変動しない機密性の高い構造とすること。
	D． 本装置清掃時に内部の焼却灰をすべて排出しやすいように考慮すること。
	E． 運転中の可燃性ガスは炉内に強制排出すること。
	F． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(2)  落じんコンベヤ（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm×長さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 構造はその用途に適した簡単、堅牢なものとする。
	B． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(3)  灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】系列
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕
	B． 主要寸法   〔 〕m×〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払い、必要に応じて局所排気装置を計画すること。


	(4)  灰バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔　〕m3 【 】日分
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ロードセル装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(5)  飛灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 寸法    〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕
	D． 駆動装置   〔　〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置を複数乗り継ぐ計画とする場合は、下流側の機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払うこと。


	(6)  飛灰処理設備
	①  飛灰貯留槽
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 寸法    〔 〕mφ×高さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕

	(ｴ)  主要機器（１基につき）
	A． レベル計＋ロードセル装置
	B． 切り出し装置
	C． エアレーション装置
	D． バグフィルタ

	(ｵ)  付属品    〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置、加温装置〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ブリッジが生じないよう配慮すること。
	B． バグフィルタの稼働及びダスト払い落としはタイマーにて自動的に行うこと。


	②  定量供給装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ヒータ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	③  混練機
	(ｱ)  形式    〔　〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h（1日発生量を5時間/日で処理する。）
	B． 処理物形状   〔 〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 清掃が容易な構造とすること。
	C． 羽根等の摩耗対策を施すこと。


	④  薬剤添加装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用薬剤   〔 〕
	B． 薬剤添加量   〔 〕％

	(ｴ)  主要機器

	⑤  薬剤タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 有効容量 〔 〕m3（購入時に〔7〕日分以上かつﾛｰﾘｰ搬入できる容量以上とする。）
	B． 主要材質   〔 〕
	C． 付属品   〔ﾚﾍﾞﾙ計〕､その他必要なもの


	⑥  薬剤ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   圧力計､ﾘﾘｰﾌ弁､ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ､流量計､その他必要なもの


	⑦  希釈水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕､その他必要なもの

	⑧  希釈水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   〔 〕､その他必要なもの

	(ｴ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	⑨  処理物搬送コンベヤ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm
	C． 養生時間   〔 〕min
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 駆動方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品 〔ﾍﾞﾙﾄ緊張装置､点検口､引綱ｽｲｯﾁ､ITV用窓､集じん用排気口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 十分な養生時間をとること。


	⑩  処理物バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3 【 】日分以上
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計〕、ロードセル装置、その他必要なもの
	(ｵ)  特記



	９． 給水設備
	(1)  所要水量
	(ｱ)  特記
	A． プラント用水は、雨水を優先的に使用し不足する場合上水を使用する。使用水量をできる限り少なくするため、支障のない限り循環使用し、水の有効利用を図る。
	B． 生活用水は現給水ポンプ棟より上水を分岐して引き込むこと。
	C． その他、所要水量詳細については、用役収支(水、汚水)を明示すること。


	(2)  水槽類仕様
	(3)  ポンプ類仕様（生活用水揚水ポンプは建築設備に含む）
	(4)  機器冷却水冷却塔（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔クーリングタワー式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 循環水量   〔 〕m3/h
	B． 冷却水入口温度  〔 〕℃
	C． 冷却水出口温度  〔 〕℃
	D． 外気温度   乾球温度【 】℃、湿球温度【 】℃
	E． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	F． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔凍結防止用ﾋｰﾀ〕、その他必要なもの

	(5)  機器冷却水薬注装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 薬剤    〔 〕

	(ｴ)  付属品
	A． 薬注ポンプ   〔 〕基
	B． 薬剤タンク   〔 〕基
	C． その他必要なもの



	１０． 排水処理設備
	(1)  ごみピット排水
	①  ごみピット排水貯留槽（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔水密RC〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（ごみピット排水の【 】日分）

	(ｴ)  付属品 〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾀﾗｯﾌﾟ､ｽｸﾘｰﾝ､換気装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの

	②  ごみピット排水移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔水中ポンプ〕
	(ｲ)  数量    【2】基（内【1】基納入予備）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置〕、その他必要なもの

	③  ごみ汚水ろ過器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕m3/h
	B． メッシュ   〔 〕μm
	C． 主要材質
	(A)  本体    〔SUS304〕
	(B)  ｽｸﾘｰﾝ    〔SUS304〕

	D． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	E． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔洗浄装置〕、その他必要なもの

	④  ろ液貯留槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計､ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管､ﾄﾞﾚﾝ管〕、その他必要なもの

	⑤  ろ液噴霧ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E．  操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､ﾊﾞﾙﾌﾞ類〕、その他必要なもの

	⑥  ろ液噴霧器
	(ｱ)  形式    〔二流体噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h
	B． 噴霧水圧   〔 〕MPa
	C． 空気量   〔 〕m3/h
	D． 空気圧   〔 〕MPa
	E． 主要材質   〔SUS316〕
	F． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置、コンプレッサ〕、その他必要なもの


	(2)  プラント系および生活系排水
	①  水槽類（参考）
	②  ポンプ・ブロワ類（参考）
	③  塔・機器類（参考）
	④  薬液タンク類（参考）
	⑤  薬液注入ポンプ類（参考）


	１１． 電気設備
	(1)  電気方式
	(ｱ)   受電電圧   交流三相３線式 【6.6】kV、【60】Hz、【1】回線
	(ｲ)  配電種別   【一般線または専用線】
	(ｳ)  配電方式および電圧
	A． 高圧配電   交流三相３線式 【6.6】kV
	B． プラント動力   交流三相３線式 6.6kV
	C． 建築動力   交流三相３線式 400V級
	D． 保守用動力   交流三相３線式 210V
	E． 照明、計装   交流単相３線式 210/105V
	F． 操作回路   交流単相２線式 100V
	G． 直流電源装置   直流 100V
	H． 電子計算機電源  交流単相２線式 100V


	(2)  受配変電盤設備工事
	①  構内引込用柱上開閉器
	(ｱ)  形式    〔地絡方向継電器付過電流ロック型（重耐塩型）〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  定格    〔　〕kV 〔 〕A

	②  高圧受電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW形に準ずる)〕
	(ｲ)  数量    〔１〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	③  高圧配電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW 形に準ずる)〕
	(ｲ)   数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	④  高圧変圧器
	(ｱ)  プラント動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔440〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｲ)   建築動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔210〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｳ)  照明等用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B．  電圧    〔6.6〕kV/〔210/105〕V（単相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種


	⑤  高圧進相コンデンサ
	(ｱ)  コンデンサバンク数  〔 〕台
	(ｲ)  コンデンサ群容量  〔 〕kVar
	(ｳ)  直列リアクトル、放電装置等付属機器を明記する。


	(3)  電力監視設備
	①  電力監視盤（必要に応じて設置する。）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  構成    〔 〕
	(ｴ)  主要取付機器を明記すること。


	(4)  低圧配電設備
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形〕
	(ｲ)   数量    計 〔 〕面
	A． 440V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	B． 200V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	C． 照明用単相主幹盤  　 〔 〕面
	D． 非常用電源盤   　 〔 〕面
	E． その他の配電盤  　 〔 〕面(盤ごとに明記する。)

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	(5)  動力設備工事
	①  動力制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形
	(ｲ)  数量    計 〔 〕面
	A． 炉用動力制御盤  　 〔 〕面
	B． 共通 〃    　 〔 〕面
	C． 非常用 〃    　 〔 〕面
	D． その他必要なもの  　 〔 〕面（盤ごとに明記する。）

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	②  現場制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕
	(ｲ)  数量    〔1〕
	(ｳ)  主要取付機器 〔配電用遮断器､電磁接触器､ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ､補助継電器､運転停止、故障表示灯､その他付属品1式〕

	③  現場操作盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕

	④  中央監視操作盤（計装設備の計装盤に含む）
	⑤  電動機
	(ｱ)  定格
	(ｲ)  電動機の種類
	(ｳ)  電動機の始動方法

	⑥  ケーブル工事
	(ｱ)  工事方法
	(ｲ)  接地工事
	(ｳ)  使用ケーブル
	(ｴ)  高圧端末処理材


	(6)  非常用発電設備
	①  原動機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 出力    〔 〕PS
	B． 燃料    〔 〕
	C． 起動    〔 〕
	D． 冷却方式   〔ﾗｼﾞｴｰﾀ〕


	②  発電機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kVA
	B． 電圧    〔 〕kV
	C． 力率    〔 〕％
	D． 回転数   〔 〕min-1

	(ｴ)  非常用負荷内訳 〔ごみ投入扉電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ｶﾞｽ減温用送風機､ﾌﾟﾗﾝﾄ用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水冷却塔､計装用空気圧縮機､ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口扉、ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ用ｼｬｯﾀｰ､生活用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､消火ﾎﾟﾝﾌﾟ､電気室換気扇､ごみ計量機､計装電源､制御電源､防災電源､助燃油移送ポンプ､運営事業者事務室、現管理棟事務室、その他必要な機器〕


	(7)  無停電電源装置
	①  直流電源装置（必要に応じて設置する｡）
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内自立形〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要項目
	A． 充電器形式   〔トランジスタ式、サイリスタ式〕
	B． 入力    AC3相〔 〕V、〔 〕Hz
	C． 出力    DC〔 〕V

	(ｴ)  蓄電池
	A． 形式    〔制御弁式据置鉛蓄電池(MSE形)〕
	B． 容量    〔 〕AH（1時間率、10時間率）
	C． 数量    〔 〕セル
	D． 定格電圧   〔 〕V
	E． 放電電圧   〔 〕V
	F． 放電時間   〔 〕分


	②  交流無停電電源装置
	(ｱ)  形式
	A． 入力電圧   ＤＣ　100V（停電時）
	B． 交流出力   〔 〕kVA

	(ｲ)  無停電電源予定負荷内訳 〔中央監視操作盤内制御用ｼｰｹﾝｻｰ電源､中央制御室ｵﾍﾟﾚｰﾀｺﾝｿｰﾙ用電源､重要な計装機器(温度･圧力等)電源､制御回路等ｼｰｹﾝｻｰ電源、助燃油移送ポンプ、その他必要な機器〕


	(8)  その他

	１２． 計装制御設備
	(1)  計画概要
	(ｱ)  本設備は、プラントの操作・監視・制御の集中化と自動化を行うことにより、プラント運転の信頼性の向上と省力化を図るとともに、運営管理に必要な情報収集を合理的、かつ迅速に行うことを目的にしたものである。
	(ｲ)  本設備の中枢をなすコンピューターシステムは、原則として2重化システムとし、各設備・機器の集中監視・操作及び自動順序起動・停止、各プロセスの最適制御を行うものとする。
	(ｳ)  また、工場の運転管理及び運営管理に必要な情報を各種帳票類に出力するとともに、運営管理及び保全管理に必要な運転データを作成するものである。
	(ｴ)  耐雷対策に配慮した製品を採用すること。

	(2)  計装制御計画
	(ｱ)  一般項目
	A． 一部の周辺機器の故障及びオペレータの誤操作に対しても、システム全体が停止することのないよう、フェールセーフ等を考慮したハードウェア・ソフトウェアを計画する。
	B． 対環境性を十分考慮のうえ、ごみ処理プロセスの雰囲気に適したシステム構成とし、停電、電圧の変動及びノイズ等に対して十分な保護対策を講ずる。

	(ｲ)  計装監視機能
	A． レベル、温度、圧力等プロセスデータの表示・監視
	B． ごみクレーン運転状況の表示
	C． 主要機器の運転状態の表示
	D． 受変電設備運転状態の表示・監視
	E． 電力デマンド監視
	F． 主要(重要)な電動機電流値の監視
	G． 機器及び制御系統の異常の監視
	H． 公害関連データの表示・監視
	I． その他運転に必要なもの

	(ｳ)  自動制御機能
	A． ごみ焼却関係運転制御
	B． 受配電発電運転制御
	C． ごみクレーンの運転制御
	D． 動力機器制御
	E． 給排水関係運転制御
	F． 公害関係運転制御
	G． その他必要なもの

	(ｴ)  データ処理機能（データ・ロガ装置）
	A． ごみの搬入データ
	B． 焼却灰、集じん灰固化物等の搬出データ
	C． ごみ焼却データ
	D． ごみ発熱量データ
	E． 受電量等電力管理データ
	F． 各種プロセスデータ
	G． 公害監視データ
	H． 薬品使用量、ユーティリティ使用量等データ
	I． 各電動機の稼働時間のデータ　など
	J． アラーム発生記録

	(ｵ)  特記
	A． 停電時対策を考慮する。
	B． 補助記憶（ミラーリング）機能を持たせること。
	C． 記憶データの修正、追加が可能なこと。


	(3)  計装機器
	(ｱ)  一般計装センサー
	A． 重量センサー等
	B． 温度、圧力センサー等
	C． 流量計、流速計等
	D． 開度計、回転数計等
	E． 電流、電圧、電力、電力量、力率等
	F． レベル計等
	G． ｐＨ、導電率等
	H． その他必要なもの

	(ｲ)  大気質測定機器
	A． 煙道中ばいじん濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	B． 煙道中窒素酸化物濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	C． 煙道中二酸化硫黄濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	D． 煙道中塩化水素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	E． 煙道中一酸化炭素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	F． 煙道中酸素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	G． 煙道中水銀濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	H． 風向風速計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	I． 大気温度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕


	(ｳ)  ＩＴＶ装置
	A． カメラ設置場所
	B． モニタ設置場所


	(4)  システム構成
	(5)  計装項目
	(6)  計装用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔オイルフリータイプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔冷却器、空気タンク、除湿器、その他必要なもの〕


	１３． 雑設備
	(1)  雑用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔空気タンク、その他必要なもの〕

	(2)  掃除用媒吹装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用流体   〔圧縮空気〕
	B． 常用圧力   〔 〕kPa
	C． チュ－ブ材質   〔 〕
	D． 配管箇所   〔 〕箇所

	(ｴ)  付属品    〔チューブ、ホース、その他必要なもの〕

	(3)  真空掃除装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3/min
	B． 真空度   〔 〕Pa
	C． 配管箇所   〔 〕
	D． 電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔バグフィルタ、配管、ホース、ホース格納庫、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(4)  洗車装置
	(ｱ)  形式    〔手動・高圧水噴射式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 同時洗車台数   〔 〕台
	B． 噴射水量   〔 〕m3/min
	C． 噴射水圧力   〔 〕kPa
	D． 所要電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔噴射ｶﾞﾝ､吐水ﾎｰｽ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	(5)  工具・工作機器・測定器・電気工具・分析器具・保安保護具類
	(6)  説明用備品類
	①  説明用プラントフローシート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 取付位置   〔 〕
	B． 寸法    幅〔 〕m×高〔 〕m
	C． 取付方法   〔 〕


	②  説明用パンフレット
	(ｱ)  形式    〔カラー刷り、Ａ４版〕
	(ｲ)  数量    建設概要説明用 【1000】部
	(ｳ)  その他    版権は本組合に帰属する｡上記のデータを提出すること。

	③  説明用映写ソフト＋映写装置
	(ｱ)  形式    〔DVD＋プロジェクター〕
	(ｲ)  数量    【1】式
	(ｳ)  設置場所   現管理棟２階研修室
	(ｴ)  主要項目
	A． 録画内容   〔児童用･一般用〕
	B． 付属品 〔ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ本体､ｽｸﾘｰﾝ､DVD再生装置､ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ､操作卓､AVﾐｷｻｰ､ｽﾋﾟｰｶ〕、その他必要なもの

	(ｵ)  その他    50名程度が視聴する

	④  場内案内説明装置（模型やゲームは不要）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  設置場所   〔 〕
	(ｳ)  主要項目 (1 基につき)
	A． 主要寸法   〔 〕
	B． 取付方法   〔 〕
	C． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	⑤  公害モニタリング装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】面(屋内1、屋外1)
	(ｳ)  設置場所   屋内〔 〕
	(ｴ)  主要項目 (1 面につき)
	A． 主要寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m×奥行き〔 〕m
	B． 表示方式   〔 〕
	C． 表示項目 〔ばいじん、塩化水素、硫黄酸化物、窒素酸化物、一酸化炭素、水銀、炉出口温度、その他、事務室で入力した情報（ダイオキシン類、お知らせ等）〕
	D． 付属品   〔ﾃﾞｰﾀ入力装置〕、その他必要なもの



	(7)  補助温水器
	(8)  機器搬出設備
	(ｱ)  形式    〔電動ﾎｲｽﾄ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 設置場所   〔炉室〕
	B． 吊り上げ荷重   〔 〕t
	C． 揚程    〔 〕m
	D． 操作方式   〔 〕
	E． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ﾚｰﾙ〕、その他必要なもの

	(9)  エアーシャワー室設備
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． ジェット風量   〔 〕m3/h
	B． ジェット風速   〔 〕m/s
	C． 吹出口   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	(10)  環境集じん器
	(ｱ)  形式    〔ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3/min
	B． 出口含じん量   〔 〕g/m3N以下
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． ろ布種類   〔 〕
	E． 主要部板厚   〔 〕mm以上
	F． 主要寸法   幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品
	A． 逆洗装置
	B． ダスト搬出装置
	C． その他必要なもの

	(ｵ)  その他

	(11)  エアライン装置
	(ｱ)  形式    〔空気清浄付ｴｱﾗｲﾝ装置〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  使用可能人数   〔 〕人／基
	(ｴ)  付属品    〔コンプレッサ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ダスト、ミスト、臭気を確実に除去できる性能のものとする。
	B． 配管材質はステンレスとする。




	第3章　 土木・建築工事仕様
	１． 計画基本事項
	(1)  計画概要
	①  工事範囲
	②  建設用地
	③  仮設計画
	ア． 仮囲い
	イ． 仮設事務所

	④  安全対策
	⑤  測量および地質調査
	⑥  掘削工事

	(2)  施設配置計画
	①  一般事項
	ア． 施設内の工場棟等の配置については、日常の車両や運営事業者職員等の動線を考慮して合理的に配置するとともに、定期補修整備などの際に必要なスペースや、機器の搬入手段にも配慮すること。
	イ． 工場棟は周辺の環境との調和を図り、施設の機能性、経済性、および合理性を追及し、かつ増築改築等、将来への展望を十分に考慮して、清掃工場のイメージアップを図った建物とすること。
	ウ． 居室部分は、機能・居住性を十分考慮するとともに、明るく清潔なイメージとすること。また、採光、バリアフリーを考慮し、身障者等にも配慮したスロープ設備や身障者用トイレの設置を計画すること。
	エ． 建物外観は周囲の歴史的建造物を含む景観に配慮し、煙突は配置に十分配慮すること。
	オ． 場内は禁煙とするので、喫煙室・喫煙コーナーは設けない。
	カ． 除雪対応として敷地北側に設置する運営事業者駐車場から傾斜地側に重機で押せるよう計画すること。

	②  車両動線計画
	ア． 構内道路は、搬入出車が円滑な流れとなるような車両動線とすること。
	イ． 一般車動線は、原則として収集車、搬入出車動線と分離すること。
	ウ． 敷地内においてメンテナンス車両等が工場棟を周回できるようにすること。

	③  見学者動線計画
	ア． 見学者ルートは場内の関連建物との連絡も含め考慮すること。
	イ． 見学者だまりの仕様（場所と広さ【50】人）
	ウ． 見学者用通路は極力色分けし、作業員動線と分離し安全確保に配慮すること。
	エ． 主要な見学場所は、ごみクレーン操作室、ごみピット、プラットフォーム、中央制御室、炉室等とし、安全な場所から接触することなく見学できるようにすること。
	オ． 適所に場内案内説明装置等を設置すること。



	２． 建築工事
	(1)  全体計画
	①  設計方針
	ア． 本施設の建築計画は、明るく清潔なイメージ、機能的なレイアウト、より快適安全な室内環境、部位に応じた耐久性等に留意し、各部のバランスを保った合理的なものとすること。
	イ． ごみ焼却施設の工場棟は一般の建築物と異なり、熱、臭気、振動、騒音、特殊な形態の大空間形成等の問題を内蔵するので、これを機能的かつ経済的なものとするためには、プラント機器の配置計画、構造計画ならびに設備計画は深い連携を保ち、相互の専門的知識を融和させ、総合的にみてバランスのとれた計画とすること。
	ウ． 機種、機能、目的の類似した機器はできるだけ集約配置することにより、点検整備作業の効率化、緊急時に迅速に対処ができるよう計画すること。
	エ． 運営事業者職員等の日常点検作業の動線、補修、整備作業スペースを確保すること。
	オ． 地下に設置する諸室は必要最小限に留めるとともに、配置上分散を避けること。
	カ． 見学者対応として、見学者がプラントの主要機器を快適で安全に見学できる配置・設備を考慮すること。
	キ． 法規・基準・規則・関係法令等を遵守すること。
	(ｱ)  日本建築学会規定
	(ｲ)  国土交通大臣官房官庁営繕部公共建築工事標準仕様書


	②  工場棟平面計画
	ア． 受入供給設備
	(ｱ)  搬入出路
	A． 路面の舗装は〔 〕舗装とし、滑りにくい仕上げとすること。
	B． 一方通行とする。
	C． 積雪対策をおこなうこと。

	(ｲ)  プラットホーム
	A． プラットホームは臭気が外部に漏れない構造・仕様とすること。
	B． プラットホームは、スパン方向の有効長さは【16】ｍ以上（長さ方向〔 〕m 以上）とし、搬入車両が障害となることなく作業ができる構造とすること。
	C． 投入扉手前には、高さ20cm程度の車止を設け、床面はコンクリート仕上げとし、1.5％程度の水勾配をもたせること。
	D． プラットホームはトップライト、又は窓からできるだけ自然光を採り入れ、明るく清潔な雰囲気を保つこと。
	E． プラットホームのごみ汚水は、ごみピットまたはごみピット排水貯留槽へ排出すること。
	F． 各ごみ投入扉間に安全地帯を確保すること。
	G． 各ごみ投入扉付近の柱に安全帯取付け用フック（丸環程度）を設けること。

	(ｳ)  ごみピット
	A． ごみピットは水密性の高いコンクリート仕様とすること。
	B． ごみピットの内面は、ごみ浸出液からの保護とクレーンの衝突を考慮し鉄筋の被り厚さを大きくとること。
	C． ごみピット内面には、貯留目盛を設けること。
	D． ごみピット底部のコンクリートは鉄筋からのかぶり厚を100mm程度とすること。
	E． ごみピット側壁のコンクリートはホッパステージレベルまで鉄筋からのかぶり厚を70mm程度とすること。
	F． ごみピットの遇隅角部は隅切り等によりごみの取り残しのない構造とし、補強及び止水対策を行うこと。
	G． ごみピットは底面に十分な排水床勾配をとること。
	H． ごみピット内への車両転落防止対策として、開口部の車止めの他、車両転落防止用フックや車両転落防止用バー等の安全対策を講じること。

	(ｴ)  ホッパステージ
	A． ホッパステージには、予備バケット置場およびクレーン保守整備用の点検床を設けること。ホッパステージ落下防止手摺りは鉄筋コンクリート製とし、要所に清掃口を設けること。
	B． ホッパステージは必要に応じ、水洗を行える計画とすること。
	C． バケット置き場は、バケットの衝撃から床を保護する対策をとること。


	イ． 炉 室
	(ｱ)  要所にマシンハッチを設け、点検、整備、補修等の作業の利便性を確保すること。
	(ｲ)  歩廊は原則として設備毎に階高を統一し、保守、点検時の機器荷重にも十分な構造とすること。
	(ｳ)  炉室は十分な換気を行うとともに、自然採光を取り入れて、作業環境を良好に維持すること。また、給排気口は防音に配慮すること。
	(ｴ)  主要機器、装置は屋内配置とし、点検、整備、補修のための十分なスペースを確保すること。
	(ｵ)  焼却炉室の1階にはメンテナンス車両が進入できるよう配慮すること。また、炉室等の床・天井には、機器類のメンテナンスに配慮して、必要箇所にエレクションハッチを設け、吊フック、電動ホイストを適宜設置すること。

	ウ． 中央制御室
	(ｱ)  工場棟の管理中枢として中央制御室は、各主要設備と密接な連携を保つ必要がある。なかでも焼却炉本体、電気関係諸室とは異常時の対応を考慮し、距離的にも短く連絡される位置に配置すること。
	(ｲ)  中央制御室はプラントの運転・操作・監視を行う中枢部であり、常時運転員が執務するので、照明・空調・居住性について十分考慮すること。
	(ｳ)  中央制御室は主要な見学場所の一つであり、動線と見学者スペースについても考慮すること。
	(ｴ)  炉室に近接した位置に作業準備室を兼ねた前室を設けること。
	(ｵ)  運転員控室を設けること。

	エ． 集じん機・有害ガス除去設備室
	オ． 排水処理室、水槽
	(ｱ)  建物と一体化して造られる水槽類は、系統ごとに適切な位置に設け、悪臭、湿気、漏水の対策を講ずること。
	(ｲ)  酸欠の恐れのある場所・水槽等は、入口又は目立つ所に「酸欠注意」の標識を設けるとともに、作業時十分な換気を行える設備を設置すること。
	(ｳ)  各種槽類、ピット他点検清掃に必要な箇所には適宜、マンホール、ステンレス製もしくはステンレス芯の樹脂製タラップ（滑り止め加工）を設けること。
	(ｴ)  48h水張り試験を行うこと。

	カ． 通風設備室
	(ｱ)  誘引通風機、押込送風機、空気圧縮機、その他の騒音発生機械は、原則として専用の室に収納し、防音対策、防振対策を講ずること。
	(ｲ)  誘引通風機室は、機材の搬出入のための開口部を設けること。

	キ． 灰出し設備室
	(ｱ)  焼却残さ、集じん灰搬出設備はできるだけ一室にまとめて設置し、搬出の際の粉塵対策を講ずること。
	(ｲ)  原則として、他の部屋とは隔壁により仕切るものとし、特にコンベヤ等の壁貫通部も周囲を密閉すること。

	ク． 運転員関係諸室
	ケ． その他
	(ｱ)  その他必要な諸室〔工作室、分析室、倉庫、危険物庫、書庫、予備品収納庫等〕を適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること。
	(ｳ)  燃料・薬品受入場所（供給口）は屋根下となるよう計画し、機器配置図に位置を記載すること。また、燃料・薬品補充車が他の車両の通行の妨げにならないよう計画すること。また、薬品受入時の漏洩等に対応できる構造とすること。
	(ｴ)  見学者の見学場所は、〔プラットホーム・ごみピット・焼却炉室・中央制御室等〕とすること。
	(ｵ)  見学者通路の有効幅員は〔1.8〕m 以上とし、主要部にはホール形式スペースを計画とすること。
	(ｶ)  トイレを必要場所に設置すること。


	③  管理棟平面計画（管理居室平面計画）
	ア． 研修室
	イ． 事務室
	(ｱ)  運営事業者職員数に見合った面積で計画すること。
	(ｲ)  事務室は来場者の把握が容易にできる位置に計画すること。また、玄関側にカウンタ－を設けること。
	(ｳ)  必要に応じ床はフリーアクセスフロアとすること。

	ウ． 玄関
	(ｱ)  運営事業者職員用と来場者用を別に計画すること。
	(ｲ)  来場者用の玄関には風除室を設け、自動ドアとすること。
	(ｳ)  来場者用のエントランスホールは、来場者の人数に応じた広さ（説明者含み最大50名が立位）を確保すること。
	(ｴ)  室内は原則上足とする。

	エ． その他
	(ｱ)  来場者用通路、見学者ホール及び備品庫などを適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること
	(ｳ)  配置については採光、日照等を十分考慮すること。
	(ｴ)  身障者の出入及び便所に配慮すると共に、見学者動線が複数フロアにわたる場合にはエレベータを設けること。なお、点字ブロックはつまずきやすいため、視覚障がい歩行誘導ソフトマット等極力安全なものを選定すること。
	(ｵ)  事務室、作業員関係諸室は、集約して配置すること。階数は異なってもよい。
	(ｶ)  事務室等の居室は極力外部に面した位置に計画すること。



	(2)  構造計画
	①  基本方針
	ア． 建築物は上部・下部構造とも十分な強度を有する構造とすること。
	イ． 振動を伴う機械は十分な防振対策を行うこと。

	②  基礎構造
	ア． 建築物は地盤条件に応じた基礎構造とし、荷重の遍在による不等沈下を生じない基礎計画とすること。
	イ． 地業工事の工法については、荷重条件、地質条件を考慮し、地震時、風圧時の水平力をも十分検討して決定すること。
	ウ． 土工事は、安全で工期が短縮できる合理的な工法を採用すること。
	エ． 残土の場外処分が必要な場合､搬出先は監督員との協議によること｡

	③  躯体構造
	ア． 焼却炉、集じん機など重量の大きな機器やクレーンの支持架構はRC造又はSRC造とし、十分な強度、剛性を保有するとともに、地震時にも十分安全な構造とすること。
	イ． クレーン架構については、クレーン急制動時の短期的荷重についても検討すること。
	ウ． 架構は、強度、剛性を保有するとともに軽量化に努め、地震時の変位も有害な変形にならない構造とすること。
	エ． 耐震安全性の分類は構造体Ⅱ類（重要度係数1.25）、建築非構造部材A類、建築設備甲　類（耐震性のみ）を適用する。なお、地震地域係数は1.0である。
	オ． 躯体（SRC,RC,S）に関する比較表（工期､経済性､耐用年数等）を作成し､事前に本組合の承認を受けること｡

	④  一般構造
	ア． 屋 根
	(ｱ)  屋根は軽量化に努めるとともに、特にプラットホーム、ごみピット室の屋根は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。（常時負圧管理をする場合はこの限りでない。）
	(ｲ)  炉室の屋根は、採光に配慮し、換気装置を設けるものとし、雨仕舞と耐久性に配慮すること。
	(ｳ)  屋根は風圧や機器荷重に対し十分な強度を有するものとし､耐食性部材を使用する。
	(ｴ)  雨樋のうち軒樋はステンレス製、竪樋は塩ビ製で耐雪仕様とする｡
	(ｵ)  防水は〔 〕防水とする。
	(ｶ)  エキスパンションジョイント部は、漏水がなく、接合部の伸縮に十分対応でき、経年変化の少ない構造とすること。
	(ｷ)  落雪及びつらら対策を講じること｡
	(ｸ)  ピット火災時に排煙が可能となるよう、配慮すること。

	イ． 外 壁
	(ｱ)  構造耐力上重要な部分および遮音性能が要求される部分は、原則として鉄筋コンクリート造とすること。鉄骨造部分については､押出成型板+仕上材とする｡
	(ｲ)  プラットホーム、ごみピット室の外壁は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。
	(ｳ)  ごみピット等臭気発生箇所において貫通部及びｺﾝｸﾘｰﾄ目地がある場合は､防臭のための全面ｳﾚﾀﾝ吹き付けを行うこと｡

	ウ． 床
	(ｱ)  機械室の床は必要に応じ、清掃・水洗等を考慮した構造とすること。
	(ｲ)  中央制御室、受変電室等電線の錯綜する諸室は配線用ピット、二重床等配線を考慮した構造とすること。

	エ． 内 壁
	(ｱ)  各室の区画壁は、要求される性能や用途上生じる要求（防火、防臭、防音、耐震、防煙）を満足するものとすること。
	(ｲ)  不燃材料、防音材料などは、それぞれ必要な機能を満足すること。

	オ． 建 具
	(ｱ)  外部に面する建具は、台風時の風圧や降雨に耐えるものとすること。
	(ｲ)  ガラスは、管理上、機能上、意匠上等の条件を考慮して、断熱性や遮熱性に優れたもの等を適切に選定すること。また、見学者等人が頻繁に通行する部分のガラスについては、衝突等を考慮して選定すること。
	(ｳ)  建具（扉）のうち、特に防臭、防音を要求されるものについてはエアタイト型とし、防音扉においては、内部吸音材充填とし、締付けハンドル等は遮音性能を十分発揮できるものを選定すること。
	(ｴ)  建具（扉）のうち、一般連絡用扉にはストップ付ドアチェック（法令抵触部は除外）、シリンダー本締錠を原則とする。なお、マスターキーシステムとし、詳細は実施設計時の協議による。機器搬入用扉は開放時に使用する煽り止めを取り付ける事。
	(ｵ)  建具（扉）のうち、スチールドアは原則としてフラッシュ扉とすること。
	(ｶ)  建具（扉）のうち、シャッター若しくはオーバースライダーは〔スチール製〕とし、必要に応じ電動式とすること。
	(ｷ)  建具（扉）のうち、木製とする場合は、メラミン化粧板等の仕上げとすること。
	(ｸ)  建具（窓）のうち、特殊な箇所を除き、窓建具はアルミ製とすること。また、原則としてガラス窓は内外側とも清掃可能なものとすること。
	(ｹ)  建具（扉）は、必要に応じ、室名札等の室名表示を行うこと。
	(ｺ)  ごみクレーン操作室窓に、自動窓拭き装置を設置すること。



	(3)  仕上計画
	①  外部仕上
	ア． 地域特性や立地条件・周辺環境に配慮した意匠・仕上計画とする。また、景観上違和感のない、清潔感のあるものとすること。
	イ． 原則として工場棟外壁は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げ、工場棟屋根はｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き､煙突は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げとすること。
	ウ． 材料は経年変化が少なく、耐久性・耐候性が高いものとする。
	エ． 以上を踏まえて、建築外部仕上表を提示し、本組合の承諾を得ること。

	②  内部仕上
	ア． 各部屋の機能、用途に応じて必要な仕上を行うこと。
	イ． 薬品、油脂の取り扱い、水洗等それぞれの作業に応じて必要な仕上計画を採用し、温度、湿度等環境の状況も十分考慮すること。
	ウ． 工場棟居室部の内部に使用する建材はVOCを含有していないものを使用すること。
	エ． 居室に使用する建材はF☆☆☆☆以上とすること。

	③  塩害対策
	ア． 施設内配置計画に当っては、風向、風速について考慮する。
	イ． 鋼製くいを使用する場合は、防食対策をすること。
	ウ． 潮風や海水にさらされる鉄筋コンクリートの部分は、鉄筋のかぶり厚さを増したり、塗料で保護する等、耐久上の考慮をする。
	エ． 屋根、外壁、外部に面する建具、屋外に設ける階段・タラップ、屋外設置の機器の材料は、耐塩性を考慮して選定する。

	④  寒冷地対策
	ア． 施設内配置計画にあたっては、特に冬期における風向・風速について考慮する。
	イ． 建築物の主要な出入口は、積雪によって車両や人の通行が阻害されないように配慮する。また、建築物から出入口、道路等への雪の落下防止対策を講ずる。また除雪した雪を溜めておくスペースを考慮する。
	ウ． 屋根、壁の材料は、積雪および凍結を考慮して選定する。また、特に軒先および雨どいについては、積雪および凍結対策に配慮する。
	エ． 居室など空調を行う室の外壁等には、必要に応じて断熱材を使用し、防寒、結露対策を講ずる。
	オ． 外部に面する建具、屋外に設ける階段、タラップ等は、積雪・凍結対策に配慮する。
	カ． 建築設備の機器および配管は、必要に応じ凍結対策に配慮する。
	キ． 吸排気口および屋外設置の機器が雪に埋没しないように配慮する。
	ク． 工事中は地域毎の寒中コンクリートの適用期間に留意する。
	ケ． 積雪のため、工種によっては工事の進行が不可能な場合もあるので、工事工程の設定には十分留意する。


	(4)  建築仕様
	①  工場棟
	ア． 構造    〔ごみクレーンガーターまでは、RC造或いはSRC造〕
	(ｱ)  プラットホーム室  外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｲ)  ごみピット   外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｳ)  ホッパステージ  外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｴ)  炉室    外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｵ)  集じん器室   外壁 〔押出成型板+仕上材〕

	イ． 建屋規模
	(ｱ)  建築面積   〔 〕㎡
	(ｲ)  建築延床面積   〔 〕㎡：地下水槽類は除く。
	(ｳ)  各階床面積   〔 〕㎡
	(ｴ)  軒高    〔 〕m
	(ｵ)  最高の高さ   〔 〕m

	ウ． 階高
	エ． 室内仕上
	オ． 共通事項
	(ｱ)  建物の配置はプラント全体計画に基づき、経済性、安全性、美観、維持管理の容易性を考慮して計画とすること。
	(ｲ)  工場棟は、機能上必要な部分は鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造とし、その他の部分は鉄骨造として計画すること。
	(ｳ)  工場棟の鉄骨部分はＯＰ仕上げとすること。
	(ｴ)  地階部分は地下水の浸透のない構造、仕上げとすること。
	(ｵ)  工場棟の屋根は材質、勾配等について、風土・気象条件を考慮すること。
	(ｶ)  外壁と屋根の結露防止に配慮すること。
	(ｷ)  臭気のある室内に出入りするドアはエアタイト構造とすること。臭気のある室と居室の間には前室を設けること。臭気は捕集して処理すること。
	(ｸ)  手摺りの高さは1.1m以上とすること。
	(ｹ)  屋外に設置される鉄骨の塗装仕様は原則ＯＰ仕上げとするが、外部の環境に応じて決定すること。

	カ． 工場棟内各室の仕様

	②  管理棟

	(5)  その他
	①  外部環境に配慮し、建物の外部と内部を熱的に区分し、結露防止及び断熱を考慮すること。
	②  各室のそれぞれの用途、空間に応じ、最適な環境と省エネ効果を保持すること。
	③  断熱、防露に使用する材料は、室内外の環境条件を考慮し最適な材料を選定すること。
	④  断熱、結露防止の施工に際し、最適な構造及び工法を選択すること。
	⑤  建物内外の凍結について十分考慮すること。


	３． 土木工事および外構工事
	(1)  土木工事
	①  造成工事
	ア． 造成面積　　　　　　　　　〔 〕㎡
	イ． 造成レベル　　　　　　　　〔 〕m
	ウ． 法面の保護・仕上げ

	②   山留・掘削

	(2)  外構工事
	①  構内道路および駐車場
	ア． 十分な強度と耐久性を持つ構造および効率的な動線計画とし、必要箇所に白線、道路標識、信号機、看板及び車止め等を設け、構内の交通安全を図ること。
	イ． 構内道路の設計は構内舗装・排水設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課）によること。
	(ｱ)  交通量の区分   【 】交通
	(ｲ)  設計ＣＢＲ   〔ＣＢＲ試験による〕


	②  構内排水設備
	③  植栽芝張工事
	④  門・囲障工事

	(3)  土木工事及び外構工事仕様
	①  地業工事
	ア．  杭打工法   〔 〕工法
	(ｱ)  杭長    〔 〕m
	(ｲ)  杭材質    〔 〕杭
	(ｳ)  杭径    〔 〕mm

	イ． 直接基礎工法
	(ｱ)  支持地盤深さ   ＧＬ－〔 〕m


	②  構内道路工事
	ア． 構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 舗装面積   〔 〕㎡
	ウ． 舗装仕様
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	③  駐車場
	ア．  構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 計画台数
	(ｱ)  普通車    〔 〕台(運営事業者用・運営事業者側来客用)
	(ｲ)  普通車 【5】台(本組合職員用：管理棟北側4台、車庫棟北側1台)
	(ｳ)  大型バス   【2】台(見学者用)

	ウ． 舗装面積   〔 〕㎡
	エ． 舗装厚
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	④  構内排水設備工事
	ア． 排水溝    自由勾配側溝
	イ． 排水管    ＶＰ管、ＨＰ管
	ウ． 付属設備   道路用グレーチング等

	⑤  植栽・芝張工事
	ア． 植栽面積   〔 〕㎡
	イ． 植栽仕様

	⑥  門・囲障工事
	ア． 門扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m

	イ． ガードレール
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m

	ウ． 囲障（ネットフェンス等）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m




	４． 建築機械設備工事
	(1)  空気調和設備工事
	①  温湿度条件は次表に示すとおりとする。
	②  時間帯
	ア． 8時間ゾーン   室名〔 〕
	イ． 16時間ゾーン   室名〔 〕

	③  熱源    【電気式＋余熱利用】
	④  空気調和設備

	(2)  換気設備工事
	①  換気設備仕様

	(3)  給排水衛生設備工事
	①  給水設備工事
	ア．  給水量は以下の条件から計算すること。
	(ｱ)  運営事業者運転職員 〔 〕L/人・日
	(ｲ)  運営事業者事務職員 〔 〕L/人・日
	(ｳ)  見学者   〔 〕L/人・日
	(ｴ)  プラント給水
	(ｵ)  運営事業者以外の使用人数


	②  衛生器具設備工事
	③  消火設備工事
	④  給湯設備工事

	(4)  エレベータ設備工事
	①  形 式   〔車椅子兼用エレベータ〕
	②  数 量   【 】基
	③  積載重量   【 】kg（【 】人用）
	④  停止階   〔 〕階層
	⑤  運転方式   〔インバータ全自動〕
	⑥  警報表示   中央制御室と管理棟事務室に警報を表示すること。
	⑦  その他   必要に応じ地震感知による自動最寄階停止装置

	(5)  エアーカーテン設備工事
	①  形 式　　　　　　　　　　　 〔 〕
	②   数 量　　　　　　　　　　　 〔 〕箇所
	③  設置場所　　　　　　　　　  〔ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口〕

	(6)  配管工事

	５． 建築電気設備工事
	(1)  動力設備工事
	(2)  照明コンセント設備工事
	①  非常用照明、誘導灯等は建築基準法、消防法に準拠して設置すること。
	②  照明器具は、用途および周囲条件により、防湿、防雨、防じんタイプを使用すること。なお、破損の危険性がある場所はガードつきとすること。
	③  ごみピット・プラットホーム・炉室等を含め電灯は原則ＬＥＤ灯とする。
	④  外灯はポール型照明とし、自動点滅式とすること。
	⑤  コンセントは維持管理性を考慮した個数とし、用途及び使用条件に応じて防雨、防爆、防湿型とすること。また床洗浄を行う部屋については床上70cmに取り付けること。

	(3)  その他工事
	①  自動火災報知器設備工事
	ア． 受信    盤 〔 〕型 〔 〕級 〔 〕面
	イ． 感知器    種類 〔 〕，形式〔 〕
	ウ． 配線および機器取付工事（消防法に基づき施工） １式
	エ． その他

	②  電話設備工事
	ア． 自動交換器   型 式 〔電子交換式 〕
	イ． 電話器    型 式 〔プッシュホン〕〔 〕台
	ウ． ファクシミリ   〔 〕 基
	エ． 設置位置   建築設備リストに記載すること。
	オ． 配管配線工事   １式
	カ． 機能

	③  テレビ等視聴設備工事
	④  拡声放送設備工事
	ア． 増幅器型式
	イ． スピーカ トランペット、天井埋込、壁掛け型
	ウ． マイクロホン 事務室、中央制御室等に設置
	エ． 設置位置

	⑤  インターホン設備工事
	ア． 型式  〔相互通話式〕
	イ． 設置位置

	⑥  時計設備工事
	ア． 形式   〔 〕
	イ． 設置場所  （建築設備リストに記載のこと）

	⑦  避雷設備
	ア． 設置基準  建築基準法により高さ20mを超える建築物を保護すること。
	イ． 仕様   JIS A 4201 避雷針基準によること。
	ウ． 数量   １式

	⑧  防犯警備設備工事
	⑨  その他
	ア． 雷保護については、直撃雷のみならず誘導雷に対しても対策を施すこと。
	イ． 必要に応じて予備配管を設けること。
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	５． 試運転及び指導期間
	(1)  試 運 転
	①  工事完了後、工期内に試運転を行うものとする。この期間は、受電後の単体機器調整、空運転、乾燥炊き、負荷運転、性能試験及び性能試験結果確認を含めて90日間以上とする。
	②  試運転は、建設事業者が本組合と予め協議のうえ作成した実施要領書に基づき、運営事業者において運転を行うこと。
	③  試運転の実施において支障が生じた場合は、本組合が現場の状況を判断し指示する。建設事業者は試運転期間中の運転・調整記録を作成し、提出すること。
	④  この期間中に行われる調整及び点検には、原則として本組合の立会いを要し、発見された補修箇所及び物件については、その原因及び補修内容を本組合に報告すること。
	⑤  補修に際しては、建設事業者は予め補修実施要領書を作成し、本組合の承諾を受けるものとする。

	(2)  運転指導
	①  建設事業者は本施設に配置される運営事業者職員に対し、施設の円滑な操業に必要な機器の運転、管理及び取扱い（点検業務含む）、部品交換及び修繕について、教育指導計画書に基づき、必要にして十分な教育指導を行うこと。又、教育指導計画書は予め建設事業者が作成し、本組合の承諾を受けること。
	②  本施設の運転指導期間は試運転期間中の60日間とするが、この期間以外であっても教育指導を行う必要が生じた場合、または、教育指導を行うことにより効果が上がると判断される場合には、運営事業者と建設事業者が協議のうえ実施するものとする。
	③  建設事業者は試運転期間中に引渡性能試験結果の報告を行い、本組合の承諾を受けること。
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	イ． 引渡後、施設の性能及び機能、装置の耐用について疑義が生じた場合は、本組合と建設事業者との協議のもとに建設事業者が作成した性能確認試験要領書に基づき、両者が合意した時期に実施するものとする。これに関する費用は、本施設の通常運転にかかる費用は運営事業者の負担とし、新たに必要となる分析等にかかる費用は責任者負担とする。この場合の「責任者負担」とは性能未達、主要装置耐用未達等の原因が設計・施工及び材質並びに構造上の欠陥に起因する場合は建設事業者の負担とし、運転・維持管理に起因する場合は運営事業者の負...
	ウ． 性能確認試験の結果、建設事業者の契約不適合に起因し所定の性能及び機能を満足できなかった場合は、建設事業者の責任において速やかに改善すること。
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	ソ． 計量法
	タ． 機械設備工事共通仕様書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	チ． 機械設備工事施工監理指針（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
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	テ． 電気設備工事共通仕様書（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ト． 電気設備工事施工監理指針（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ナ． 電気設備工事標準図（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
	ニ． 建築設備設計基準・同要領（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

	(4)  土木建築工事
	ア． 建築基準法
	イ． 消防法
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	１３． その他
	(1)  許認可申請
	(2)  施  工
	①  安全管理
	②  現場管理
	③  復  旧
	④  保  険

	(3)  予備品及び消耗品
	①  予備品の数量
	②  消耗品の数量
	③  工 具 類

	(4)  本要求水準書に対する質問
	(5)  地元業者の採用
	(6)  その他


	(ｱ)  アスファルト防水
	(ｲ)  合成高分子ルーフィング防水
	(ｳ)  塗膜防水
	(ｴ)  モルタル防水
	(ｵ)  躯体防水
	(ｶ)  仕上塗材吹き付け
	(ｷ)  シーリング材
	(ｸ)  水槽類の防食層
	第2章　 機械設備工事仕様
	１． 各設備共通仕様
	(1)  歩廊・階段・点検床等
	①  歩廊・階段・点検床及び通路
	②  手摺
	③  設計基準
	ア． 階段の高さが4mを越える場合は、原則として高さ4m以内ごとに踊り場を設けること。
	イ． 梯子の使用はできる限り避けること。
	ウ． 主要通路については原則として行き止まりを設けてはならない。(２方向避難の確保)
	エ． 主要階段の傾斜面は、原則として水平に対して40度以下とし、階段の傾斜角、蹴上げ、踏み面等の寸法は極力統一すること。
	オ． 手摺りの支柱間隔は1,100mmとすること。
	カ． 歩廊にはトープレートを設置すること。
	キ． 通路部分は原則として、有効高さ2,200mm以上を確保すること。
	ク． プラント内の建築所掌と機械所掌の手摺、階段等の仕様は、機械所掌の仕様に原則として統一すること。


	(2)  防熱、保温
	(3)  配管
	①  勾配、保温、火傷防止、防露、防錆、防振、凍結防止、エア抜き等を考慮して計画し、つまりが生じやすい流体用の管には掃除が容易なように考慮すること。
	②  汚水系統の配管材質は、管（内面）の腐食等に対して、硬質塩化ビニール管等適切な材質を選択すること。
	③  管材料は以下の表を参考として、使用目的に応じた最適なものとすること。

	(4)  塗装
	(5)  機器構成
	①  主要な機器の運転操作は、必要に応じて切換方式により操作室から遠隔操作と現場操作が可能な方式とすること。
	②  振動・騒音の発生する機器には、防振・防音対策に十分配慮すること。特に機器等で室内騒音が80ホンを超えると予想されるものについては、機能上および保守点検上支障ない限度において、減音対策を実施すること。機械騒音が特に著しい送風機やコンプレッサ等は、これを別室へ収納するとともに、部屋は遮音吸音工事などを施すこと。
	③  粉じんが発生する箇所には集じん装置や散水装置を設ける等適切な防じん対策を講じ、作業環境の保全に配慮すること。
	④  臭気が発生する箇所には負圧管理、密閉化等適切な臭気対策を講ずること。
	⑤  可燃性ガスの発生する恐れがある個所には防爆対策を十分に行うとともに、爆発に対しては、爆風を逃がせるよう配慮し、二次災害を防止すること。
	⑥  ベルトコンベヤを採用する場合、機側には緊急停止装置（引き綱式等）等安全対策を講じること。
	⑦  薬品等については、ローリー車による搬入ができるように配慮すること。

	(6)  寒冷地対策
	①  主要な機器は屋内に設け、積雪期における管理を容易にすること。
	②  配管・弁・ポンプ等の運転休止時の凍結防止は原則として水抜き処置によるが、運転時に凍結の恐れのあるものは、保温又はヒータ等の加温設備を設けること。
	③  計装用空気配管の凍結防止対策として、計装用空気は除湿すること。
	④  屋外設置の電気機器、盤類の凍結防止、雪の吹込防止対策を講ずること。
	⑤  凍結の恐れのある配管、薬品貯槽には、ヒータ等凍結防止対策を講ずること。

	(7)  地震対策
	①  指定数量以上の灯油、軽油、重油等の危険物は、危険物貯蔵所に格納すること。
	②  灯油、軽油、重油等のタンク（貯蔵タンク、サービスタンク）には必要な容量の防液堤を設けること。また、タンクからの移送配管は地震等により、配管とタンクとの結合部分に損傷を与えないようフレシキブルジョイントを必ず設置すること。
	③  塩酸、苛性ソーダ、アンモニア水等薬品タンクの設置については薬品種別毎に必要な容量の防液堤を設けること。原則として、耐震クラスA以上とする。
	④  電源あるいは計装用空気源が断たれたときは、各バルブ・ダンパ等の動作方向はプロセスの安全サイドに働くようにすること。

	(8)  塩害対策
	①  屋外配管の保温カバーはステンレス製等の耐食性のある材料とすること。
	②  屋外の露出配管はSUS、溶融亜鉛メッキ、マリンペイント塗装等耐食性を考慮した仕上げとすること。
	③  鋼製の屋外歩廊架台、手摺等は亜鉛ドブ付け、マリンペイント塗装等耐食性を考慮した仕上げとすること。
	④  屋外設置機器については、その機能上の必要に応じて屋根、カバー等を設置すること。

	(9)  その他
	①  必要な箇所に荷役用ハッチ、電動ホイストを設けること。
	②  道路を横断する配管、ダクト類は道路面からの有効高さを4m（消防との協議）以上とすること。
	③  交換部品重量が100kgを超える機器の上部には、必要に応じて吊フック、ホイスト及びホイストレールを設置すること。


	２． 受入れ・供給設備
	(1)  計量機【既設を流用する。システムは更新する。】
	(ｱ)  形式    ロードセル式４点支持式
	(ｲ)  数量    1式
	(ｳ)  主要項目
	A． 最大秤量   30t
	B． 最小目盛   10㎏
	C． 積載台寸法   長10.53m×幅3m
	D． 表示方式   〔デジタル表示〕
	E． 操作方式   〔カードリーダー方式〕
	F． 印字方式   〔自動〕
	G． 印字項目  総重量、車空重量、ごみ種別（自治体別、収集地域別）、ごみ重量、年月日、時刻、車両通し番号、その他必要項目
	H． 電源    〔AC100〕V

	(ｴ)  付属機器 〔計量装置、データ処理装置、リーダポスト、登録車カード、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 現計量棟の計量機2基を流用して、計量作業の省力化、合理化を図れる新システムを構築すること。
	B． 本装置は搬入・搬出車等に対して計量操作を行うものとし、料金の計算・表示、料金の精算及び領収書の発行等をセルフレジで行えるようにする。
	C． 本計量機にはデータ処理装置を設け、搬入・搬出される物の集計に必要な種別の集計、日報・月報・年報の作成を行うものとする。あわせて、搬入量は中央データ処理装置へデータ転送できるものとする。
	D． 敷地内への進入・退出については、現施設の入口と出口を使用する。添付資料(4)に全体配置動線計画例を示す。
	E． 必要な場所に信号機、標識・サイン及び看板等を設置すること。


	(2)  プラットホーム
	①  プラットホーム（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔屋内式〕
	(ｲ)  数量    〔１式〕
	(ｳ)  構造    〔 〕
	(ｴ)  主要項目
	A． 幅員（有効）   〔16〕m以上
	B． 床仕上げ   〔 〕

	(ｵ)  特記
	A． ごみ収集・運搬車両による投入作業が容易でかつ安全に行えるものとし、車両の渋滞等が生じないよう十分な面積を有するものとする。
	B． 収集車からのごみ汚水は直接ごみピットに導水することとし、投入扉前に導水設備を設けること。プラットホーム洗浄水はプラットホームのごみピット寄りに排水溝を設け、ごみピット排水貯留槽に導入すること。排水溝には原則、ステンレス製のスクリーンまたはカゴを設け、ごみを容易に除去できる構造とすること。
	C． ごみピット転落防止措置（安全帯、安全帯取付け用フック等）を講じること。
	D． プラットホーム監視室を設け、職員用の便所（男女別）、火栓、洗浄栓、手洗栓を設けること。
	E． 搬入車両の停滞、作業重機の排気ガス対策を講じること。
	F． 自然光を極力採り入れること。
	G． 各ごみ投入扉間にはごみ投入作業時の安全区域（マーク等）を設けること。
	H． 投入扉の扉間に安全地帯を設けること。（高さ150mm程度）
	I． プラットホームを２階に設置する場合は、プラットホーム下部・スロープの構造はRC、SRCとし、下部の諸室配置を考慮し床の防水対策を行うこと。


	②  プラットホーム出入口扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 扉寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m以上
	B． 材質    〔SUS304〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 操作方式   〔自動・現場手動〕
	E． 車両検知方式   〔光電管＋ループコイル〕
	F． 開閉時間   開〔10〕秒以内、閉〔10〕秒以内
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔信号機（入口）、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 車両通過時は、扉が閉まらない安全対応を取ること。
	B． エアーカーテンは扉の開閉と連動で動作すること。
	C． 停電時にも開閉可能なこと。
	D． 歩行者専用の出入口を２箇所設けること。



	(3)  投入扉〔およびダンピングボックス〕
	(ｱ)
	(ｲ)
	(ｳ)
	(ｴ)
	(ｵ)  特記
	A． 投入扉は動力開閉式とする。動力は扉の形式によって、油圧式、空圧式、電動式等を選定する。
	B． 扉開閉時に本扉とごみクレーンバケットが接触しないよう考慮しなければならない。
	C． 空気取入口としては、投入扉を全て閉じた時でも燃焼用空気を吸引できるようにしておくこと。
	D． 車両検知による自動制御とする。（光電管＋ループコイル）
	E． 投入可能指示灯を設置すること。
	F． 停電時でも使用可能とする。
	G． ごみの積み上げが可能な強度を有すること。


	(4)  ダンピングボックス
	(ｱ)  形式    〔　　　〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 作動時間   20秒以内
	B． 主要材質   SUS304（特にごみ接触部）
	C． 主要寸法   W：〔　 〕m×L：〔　 〕m×H：〔　 〕m
	D． 駆動方式   〔　　　〕
	E． 操作方式   現場手動
	F． その他必要もの  １式

	(ｴ)  特記
	A． 一般持込及び許可業者による搬入ごみの展開検査が可能で、搬入ごみの手降ろし等が安全にでき、不適物のチェックとピットへの投入が容易にできる配置及び構造とすること。（プラットフォームでの安全な場所、位置を考慮すること。）
	B． 搬入車や作業員に機器の運転が判別できるように動作表示灯を計画すること。
	C． 積載面は掘り込み式（プラットフォームレベル以下）とし、詰まり、かみ込みが発生しないこと。
	D． 必要に応じて下部点検用のピットを設けること。
	E． 非常停止ボタンを設置すること
	F． ピット床の防水対策を行うこと。
	G． 作動時のインターロックを備えること。


	(5)  ごみピット（土木建築工事に含む。）
	(ｱ)  形式     〔水密性鉄筋コンクリート造〕
	(ｲ)  数量     【1】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量     【3,290】m3以上、【7】日分以上
	B． ごみピット容量算定単位体積重量 【0.10】t/m3
	C． 寸法     幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品 〔深度ﾚﾍﾞﾙ表示､転落防止装置､赤外線ﾋﾟｯﾄ火災検知装置､放水銃〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット壁は、周囲からの水圧に耐える構造とし、地下水の漏入がないよう防水対策を講じること。
	B． ごみ搬入車両とクレーンバケットとの衝突を防ぐよう配慮すること。
	C． ごみピット容量の算定は原則として、投入扉下面の水平線（プラットホームレベル）以下の容量とする。
	D． ピット底部には水勾配を取り、ごみピット脇に設けたごみピット排水貯留槽にスクリーンを通して集水すること。
	E． 底部の汚水が速やかに排出されるよう、適切な水勾配、底部形状を計画し、また、スクリーンは清掃の容易な構造とすること。
	F． ピット内壁に深度メモリを１ｍごとに設けること。
	G． ごみピット内より臭気が外部に漏れないよう、建屋の密閉性を考慮すること。
	H． ピットの奥行きは自動運転を考慮し、クレーンバケットの開き寸法に対して､3.5 倍以上とする。
	I． ごみ搬入車両の転落防止対策を明示し、その対策を選定した根拠を明示すること。
	J． 赤外線ピット火災検知装置及び放水銃を設置し、発火位置の検知を自動で行い､放水銃で消火が行えるよう計画すること。


	(6)  ごみクレーン
	(ｱ)  形式    〔クラブバケット付天井走行クレーン〕
	(ｲ)  数量    本体【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吊上荷重   〔 〕t
	B． 定格荷重   〔 〕t
	C． バケット形式   〔 〕
	D． バケット切り取り容量 〔 〕m3
	E． ごみの単位体積重量
	F． 揚程    〔 〕m
	G． 横行距離   〔 〕m
	H． 走行距離   〔 〕m
	I． 各部速度および電動機
	J． 稼働率   〔 〕％以下
	K． 操作方式   【遠隔手動、半自動、全自動】
	L． 給電方式   キャブタイヤケーブル給電方式
	M． 付属品 　　　　　　〔制御装置、投入量計量装置(指示計、記録計、積算計) 　　　　　　　　　　　　　表示装置、クレーン操作卓、安全ﾈｯﾄ､定格荷重ｳｴｲﾄ､その 　　　　　　　　　　　　　他必要なもの〕

	(ｴ)  特記
	A． クレーン操作盤より中央データ処理装置へデータ転送を行うこと。
	B． 走行レールに沿って、クレーン等安全規則、法規等に準拠した安全通路を設けること。
	C． ガーターは、たわみ・たおれ等が生じないよう十分な強度を有すること。
	D． ガーター上の電動機及び電気品は防塵、防滴型とすること。
	E． ごみホッパへの投入時にごみが極力飛散しないよう、バケットの開動作等により配慮すること。
	F． 機器搬出入用のホイストをクレーン本体に設けること。
	G． ホッパ階にはクレーン点検及び管理用のマシンハッチを設けること。
	H． バケット搬出入を考慮すること。
	I． 機器の給油は集中給油式とすること。
	J． 乱巻き防止と過加重防止を図り、定位置表示をつけること。
	K． ごみピット壁との干渉防止装置を設けること。
	L． クレーン操作室窓の自動洗浄装置を設置すること。
	M． ﾊﾞｹｯﾄの爪は耐摩耗性を考慮した材質とすること。
	N． 巻き下げ時の回生エネルギーを電源側に戻す省エネルギー技術（電源回生コンバータ等）を導入すること。


	(7)  脱臭装置
	(ｱ)  方式    〔活性炭吸着式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 活性炭充填量   〔 〕kg
	B． 入口臭気濃度   〔 〕
	C． 出口臭気濃度   悪臭防止法の排出口規制に適合すること。
	D． 脱臭用送風機
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台
	(C)  風量    〔 〕m3N/h
	(D)  駆動式   〔 〕
	(E)  所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(F)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕


	(ｴ)  付属品    〔ｻｲﾚﾝｻｰ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 活性炭の取替が容易にできる構造とすること。
	B． 風量は、ごみピット室（プラットホーム床面レベル以上）の換気回数2回/h以上とする。


	(8)  防臭剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔防臭剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ防臭剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(9)  殺虫剤噴霧装置
	(ｱ)  形式    〔高圧噴霧式〕
	(ｲ)  数量    〔１〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 噴霧場所   〔プラットホーム、ごみピット〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔殺虫剤タンク、供給ポンプ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ごみピット、プラットホームへ殺虫剤を適宜噴霧する装置とする。
	B． ノズルは、ごみ投入扉毎に設置すること。
	C． 薬液の凍結防止を考慮すること。
	D． プラットホームとごみピットそれぞれで単独運転できること。


	(10)  ピット散水装置
	(ｱ)  形式    〔ﾎﾟﾝﾌﾟ+ﾉｽﾞﾙ式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧場所   〔ごみﾋﾟｯﾄ〕
	B． 噴霧ノズル   〔 〕本
	C． 操作方式   〔遠隔手動(タイマー停止)、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔水ﾀﾝｸ､送水ﾎﾟﾝﾌﾟ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ごみﾋﾟｯﾄ内の発じん対策として､ごみﾋﾟｯﾄ全面に散水できるような散水ﾉｽﾞﾙを設置すること｡
	B． 凍結防止を考慮すること。



	３． 燃焼設備
	(1)  ごみ投入ホッパ・シュート
	(ｱ)   形式    〔鋼板溶接製〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（シュート部を含み１時間以上）
	B． 材質    〔SS400〕
	C． 板厚    〔6〕mm 以上（滑り面〔12〕mm 以上）
	D． 寸法    開口部寸法幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	E． ゲート駆動方式  〔油圧〕
	F． ゲート操作方式  〔遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品 〔ﾎｯﾊﾟｹﾞｰﾄ､ﾌﾞﾘｯｼﾞ検出装置､ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 安全対策上ホッパの上端は投入ホッパステージ床から0.8m程度以上とし、ごみの投入の際、ごみやほこりが飛散しにくいよう配慮すること。
	B． ブリッジ解除装置を設けること。（ブリッジ検出装置とホッパ内監視用ITVを設置すること。）
	C． 開口部の寸法は、クレーンバケット全開時の寸法に対し片側で0.5ｍ（両方で１ｍ）以上余裕を確保すること。
	D． 滑り面は交換可能なライナー構造とすること。


	(2)  燃焼装置
	①  給じん装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造    〔 〕
	B． 能力    〔 〕kg/h 以上
	C． 寸法    幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 駆動方式   〔 〕
	G． 速度制御方式   〔 〕
	H． 操作方式   〔自動（ACC）、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 燃焼装置が給じん機能を有する場合は省略できるものとするが、その場合はその旨を明記すること。
	B． 耐熱、耐摩耗、耐腐食を考慮すること。


	②  燃焼装置
	(ｱ)  形式    〔准連続燃焼式ストーカ式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目
	A． 能力    〔 〕kg/h 以上
	B． 材質    火格子〔 〕
	C． 火格子寸法   幅〔 〕m×長さ〔 〕m
	D． 火格子面積   〔 〕㎡
	E． 傾斜角度   〔 〕
	F． 火格子燃焼率   〔 〕kg/㎡･h
	G． 駆動方式   〔 〕
	H． 速度制御方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕
	I． 操作方式   〔自動(ACC)、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	③  炉駆動用油圧装置
	(ｱ)  形式    〔油圧ユニット式〕
	(ｲ)  数量    各炉【1】ユニット
	(ｳ)  操作方式   〔遠隔手動、現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１ユニット分につき）
	A． 油圧ポンプ
	(A)  数量    【 】基（交互運転）
	(B)  吐出量   〔 〕m3/min
	(C)  全揚程   最高 〔 〕m
	(D)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油圧タンク
	(A)  数量    〔１〕基
	(B)  構造    〔鋼板製〕
	(C)  容量    〔 〕m3
	(D)  主要部材質   〔SS400〕厚さ〔 〕mm以上


	(ｵ)  付属品    〔油冷却器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 本装置周辺には油交換、点検スペースを設けること。
	B． 消防法の少量危険物タンク基準とすること。


	④  給油装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔グリス潤滑式〕
	(ｲ)  数量    〔 〕組
	(ｳ)  主要項目
	A． グリスポンプ
	(A)  吐出量   〔 〕cc/min
	(B)  全揚程   〔 〕m
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	B． 油の種類   〔耐熱グリス〕
	C． 操作方式   〔自動、現場手動〕
	D． 潤滑箇所   〔火格子駆動装置軸受､灰押出機軸受､その他必要箇所〕

	(ｴ)  付属品    〔グリス充填用具、その他必要なもの〕


	(3)  焼却炉本体
	①  焼却炉
	(ｱ)  形式    〔鉄骨支持自立耐震型〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 構造
	(A)  炉内天井   〔 〕
	(B)  炉内側壁   第１層〔 〕〔 〕mm

	B． 燃焼室容積   〔 〕m3
	C． 再燃焼室容積   〔 〕m3
	D． 燃焼室熱負荷   〔 〕kJ/m3･h以下（高質ごみ）

	(ｴ)  付属品 〔覗窓、計測口、カメラ用監視窓、点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 炉側壁にはクリンカが生じやすい傾向にあるので、空冷壁、水冷壁等のクリンカ付着防止対策を施すこと。
	B． ケーシング表面温度（外表面）は、火傷防止上室温+40℃以下となるよう、耐火物、断熱材の構成を十分検討すること。
	C． 覗窓には灰の堆積対応、清掃等を考慮しておくこと。
	D． 燃焼ガスの再燃室容量での滞留時間を850℃以上で、2秒以上とすること。
	E． 炉室内の歩廊は広範囲に敷設し、建築床までのばすこと。
	F． ２炉の間には、最上階まで広幅の階段を設けること。なお、炉芯間は、１炉の補修時（作業環境中のダイオキシン類対策を考慮）でも片炉運転が可能なように十分なスペースを確保すること。


	②  落じんホッパシュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔SS400〕厚さ 主ﾎｯﾊﾟｰ〔12〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り）

	(ｴ)  付属品    〔点検口、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置には点検口を設けることとし、点検口は落じん、汚水の漏出を防ぐよう密閉構造とすること。
	B．  溶融アルミの付着、堆積に対する除去清掃が実施しやすいよう配慮すること。
	C． 乾燥帯ではタールの付着、堆積防止を図ること。


	③  主灰ホッパ・シュート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 材質    〔　　　〕、厚さ〔  〕mm （必要に応じﾗｲﾅ張り） 　　　　　　　　　　　　　　水封部上部２mはSUS製とする。

	(ｴ)  付属品    〔ブリッジ検出、ブリッジ解除、その他必要なもの〕


	(4)  助燃装置
	①  助燃油貯留槽
	(ｱ)  形式    〔円筒鋼板製〕【地下埋設式】
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kL（30日分）
	B． 材質    〔SS400〕、厚さ〔 〕mm 以上

	(ｴ)  付属品 〔油検知管､排油口（除水口）､空気抜き口､液面計､ﾏﾝﾎｰﾙ､消火器､危険物看板〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 油面計を設置すること。
	B． 給油口はタンクローリに直接接続できる位置とすること。
	C． 消防法の危険物取扱いとし、消防署の指導に従うこと。


	②  助燃油移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ギヤポンプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕L/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 材質    〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 防液提を設置のこと。
	B． 停電時にも非常用発電設備に燃料を供給できるものとする。


	③  助燃バーナ
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    灯油
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B． 焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度850℃に昇温できるものとする。再燃バーナを設置する場合は、助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。


	④  再燃バーナ（必要に応じて）
	(ｱ)  形式    〔ｶﾞﾝﾀｲﾌﾟ〕
	(ｲ)   数量    〔2〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕Ｌ/h
	B． 燃料    灯油
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔着火（電気）：現場手動〕
	E． 油量調節、炉内温度調節及び緊急遮断 〔自動、遠隔手動〕

	(ｴ)  付属品    〔緊急遮断弁、火炎検出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． バーナ口の下部には油受けを設け油漏れにより周辺が汚れないようにすること。
	B．  焼却炉立上げ時において、ダイオキシン対策に必要な温度850℃に昇温できるものとする。助燃バーナと合わせた容量設定でよいものとする。
	C． 非常時の安全が確保されるものとする。
	D． 低NOx型と安全装置に配慮すること。




	４． 燃焼ガス冷却設備
	(1)  水噴射式燃焼ガス冷却設備
	①  ガス冷却室
	(ｱ)  形 式    〔水噴射式（完全蒸発型）〕
	(ｲ)  数 量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 積    〔 〕m3
	B． 滞留時間   〔 〕sec
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	F．  材 質    〔 〕､厚み〔 〕mm
	G． 寸 法    径〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品    〔ダスト排出装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 噴射水の飛散を防止し、非蒸発水のない構造・形状とすること。
	B．  本体ｹｰｼﾝｸﾞ内面に腐食対策を講じること｡
	C． 噴射水は完全蒸発とすること。
	D． 耐水・耐熱・耐酸性に考慮した材質とすること。
	E． 下部に落ちるダストは自動的に容易に取り出せる構造とすること。
	F． ダストは飛灰として取り扱うこと。
	G． ダストの付着・堆積しにくい構造とし、詰まり防止対策を施すこと。搬出に対しても十分な配慮を行なうこと。


	②  噴射装置
	(ｱ)  形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕本（基/炉）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h（１本につき最大）
	B． 駆動空気量   〔 〕m3/h（二流体の場合）
	C． 噴射水圧力   〔 〕MPa
	D． 駆動空気圧力   〔 〕MPa（二流体の場合）
	E． 材 質    本体：〔SUS〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾜﾝﾀｯﾁｶﾌﾟﾗ､積算流量計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． ノズルは容易に脱着でき交換しやすいものとする。
	B． ストレーナーや流量計を設置し、詰まらない構造とする。
	C． 燃焼ガスの量及び温度が変化してもガス冷却室出口ガス温度が一定に保てるよう自動水量制御を行なうこと。


	③  噴射水加圧ポンプ
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 容 量    〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V ×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 操作方式   〔自動、遠隔手動、現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)   形 式    〔水密性RC〕
	(ｲ)   数 量    〔1〕基
	(ｳ)   容 量    〔 〕m3（使用量の〔 〕時間分）
	(ｴ)  付属品    〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾚﾍﾞﾙ計､pH計､電気伝導度計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  その他

	⑤  ガス冷却用空気圧縮機（必要に応じて）
	(ｱ)   形 式    〔 〕
	(ｲ)  数 量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（ 1 基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m

	(ｴ)  その他



	５． 排ガス処理設備
	(1)  減温塔（必要に応じて設置する）
	①  減温塔本体
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容積    〔 〕m3
	B． 蒸発熱負荷   〔 〕kJ/m3･h
	C． 出口ガス温度   〔 〕℃
	D． 滞留時間   〔 〕s
	E． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕
	F． 付属品   〔 〕、圧力計、その他必要なもの

	(ｴ)  特記
	A． 灰付着防止や摩耗を考慮すること。
	B． 噴射水は完全蒸発すること。
	C． 低温腐食対策を行なうこと。
	D． ケーシング温度を十分に考慮した保温施工を行うこと。


	②  噴射ノズル
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕本
	(ｳ)  主要項目（1 本につき）
	A． 噴射水量   〔 〕m3/h
	B． 噴射水圧力   〔 〕MPa

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 噴射ノズルは、減温塔内を通過する燃焼ガスに完全蒸発可能な大きさに微粒化した水を噴射することにより、所定の温度までの冷却を図るもので、燃焼ガスの量及び温度が変化しても減温塔出口ガス温度が一定に保てるよう、広範囲の自動水量制御が行えること。
	B． ノズルの目詰まり、腐食に対して配慮するとともに、ノズルチップの消耗に対しては容易に脱着でき交換しやすいものとする。


	③  噴射水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 回転数   〔 〕min-1
	E． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕


	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	④  噴射水槽（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	⑤  減温用空気圧縮機（必要に応じて設置する）
	(ｱ)   形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)   主要項目（１基について）
	A． 吐出空気量   〔 〕m3/min
	B．  全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕kW
	D． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの


	(2)  集じん器
	①  ろ過式集じん器
	(ｱ)  形式    〔ろ過式集じん器〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)   主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   常用〔200〕℃以下
	C． 入口ばいじん濃度  〔 〕g/m3N〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	D． 出口ばいじん濃度  【0.01】g/m3N 以下〔乾きガスO2=12%換算基準〕
	E． 室区分数   〔1〕室
	F． 設計耐圧   〔 〕Pa以下
	G． ろ過速度   〔 〕m/min
	H． ろ布面積   〔 〕m2
	I． 逆洗方式   〔ﾊﾟﾙｽｼﾞｪｯﾄ〕
	J． 主要材質
	(A)  ろ布    〔 〕（耐熱温度250℃以上）
	(B)  本体外壁   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕厚さ〔4.5〕mm以上


	(ｴ)  付属機器
	A． 逆洗装置   〔 〕
	B．  ダスト排出装置  〔 〕
	C． 加温装置   〔 〕
	D． その他必要なもの

	(ｵ)  付属品    〔差圧計〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ケーシングの腐食対策をおこなうこと。
	B．  ろ布交換が容易にできる構造とすること。
	C． ガス流速の平均化を考慮すること。
	D． ﾀﾞｽﾄ払い落とし装置は、差圧制御及びﾀｲﾏｰ制御を併用すること｡



	(3)  有害ガス除去設備
	①  HCl、SOx除去設備
	(ｱ)  形式    〔乾式法〕
	(ｲ)   数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   入口〔 〕℃
	C． HCl濃度（乾きガス、O212％換算値）
	D． SOx濃度（乾きガス、O212％換算値）
	E． 使用薬剤   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔1〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ、その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔ﾃｰﾌﾞﾙﾌｨｰﾀﾞ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   回転数制御
	(E)  操作方式   自動､遠隔･現場手動
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品    〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． 薬剤輸送管の閉塞､曲り､静電気等の対策を行うこと｡
	B． 機器は粉じん及び有害ガスの漏洩しない密閉度の高いものを使用すること。


	②  NOx除去設備
	ア． 無触媒脱硝法
	(ｱ)   形式    〔尿素噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１炉分につき）
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm以下
	B． 使用薬剤   〔尿素〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 薬品貯留装置
	(A)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつﾛｰﾘｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(B)  ロードセル装置付き

	B． 薬品供給装置

	(ｵ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	イ． 燃焼制御法（必要に応じて、排ガス再循環法を含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 出口NOx濃度（乾きガス、O212％換算値）【100】ppm 以下
	B． 制御項目   〔 〕

	(ｴ)  主要機器
	(ｵ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの



	(4)  ダイオキシン類及び水銀除去設備
	①  活性炭吹込方式
	(ｱ)  形式    〔活性炭吹込〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 排ガス量   〔 〕m3N/h
	B． 排ガス温度   〔 〕℃
	C． 入口ダイオキシン類濃度 〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	D． 出口ダイオキシン類濃度 【0.05】ng-TEQ/m3N以下
	E． 入口水銀濃度   〔 〕ng-TEQ/m3N以下
	F． 出口水銀濃度   【30】μg/m3N以下
	G． 使用薬剤   〔活性炭〕

	(ｴ)  主要機器
	A． 反応装置
	(A)  形式    〔煙道吹込ﾉｽﾞﾙ〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  付属品   〔薬剤輸送管､その他必要なもの〕

	B． 薬品貯留装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  容量 〔 〕m3（基準ごみ時使用量の【7】日分、購入時に基準ごみ時使用量の7日分以上､かつｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯｶｰ車搬入できる容量以上とする。）
	(D)  付属品 〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ防止装置､ﾚﾍﾞﾙ計､ﾛｰﾄﾞｾﾙ装置､ﾏﾝﾎｰﾙ､薬剤投入管､集じん装置､ｴｱﾚｰｼｮﾝ､その他必要なもの〕

	C． 薬品供給装置
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕基
	(C)  供給量制御範囲  〔 〕kg/h･炉
	(D)  制御方式   〔 〕
	(E)  操作方式   〔 〕
	(F)  電動機(撹拌用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台
	(G)  電動機(供給用)  〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW×〔 〕台

	D． ブロワ
	(A)  形式    〔 〕
	(B)  数量    〔 〕台（交互運転）
	(C)  電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	(D)  自動遠隔運転＆現場手動運転

	E． その他必要な薬品供給配管など

	(ｵ)  付属品 〔ｻｲﾛ用ｴｱﾚｰｼｮﾝ装置、ｻｲﾛ用集じん器〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記



	６． 余熱利用設備
	(1)  温水発生器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B．  温水発生量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔加熱空気〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F．  材質    本体〔 〕､伝熱管〔 〕
	G． 管径φ   〔 〕mm
	H． 肉厚    〔 〕mm
	I． 構造    〔 〕
	J．  付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(2)  温水発生器循環ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E．  材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(3)  温水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B．  材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(4)  給湯用タンク（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 材質    〔 〕
	C． 温水温度   〔 〕℃
	D． 温度制御方式   〔 〕
	E． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(5)  給湯用熱交換器（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 交換熱量   〔 〕kJ/h
	B． 循環量   〔 〕m3/h
	C． 温水温度   入口〔 〕℃､出口〔 〕℃
	D． 加熱媒体   〔温水〕
	E． 伝熱面積   〔 〕㎡
	F． 材質    〔 〕
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(6)  給湯用熱交換器循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)   数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(7)  給湯用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B．  揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(8)  給湯用ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔ﾗｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 温水温度   〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	(9)  冷暖房用循環ポンプ（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 揚程    〔 〕m
	C． 口径    〔 〕mm
	D． 冷却水温度（入口）  〔 〕℃
	E． 材質    ｹｰｼﾝｸﾞ〔 〕､ｲﾝﾍﾟﾗ〔 〕､ｼｬﾌﾄ〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	G． 付属品   〔 〕、その他必要なもの



	７． 通風設備
	(1)  押込送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 押込送風機の風量は、計算によって求められる最大風量・風圧に20％以上の余裕を持つものでなければならない。また、風圧についても炉の円滑な燃焼に必要かつ十分な静圧を有するものとする。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。
	C． 風量制御方式について、自動燃焼制御を採用し、その調節要素に風量調節要素を加えた場合は、自動制御方式が採用される。
	D． 騒音・振動防止に配慮した計画とする。


	(2)  二次送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（20℃において）
	C． 回転数   〔 〕min-1
	D． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	E． 風量制御方式   〔インバータ及びダンパ制御方式〕
	F． 風量調整方式   〔 〕
	G． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、吸気スクリーン、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 本装置は必要な風量・風圧に20％以上の余裕を持たせること。
	B． 吸引口にはスクリーンを設け、運転中にスクリーン交換・清掃が安全にできる構造とすること。


	(3)  空気予熱器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 入口空気温度   〔 〕℃
	B． 出口空気温度   〔 〕℃
	C． 入口ガス温度   〔 〕℃
	D． 出口ガス温度   〔 〕℃
	E． 空気量   〔 〕m3N/h
	F． 構造    〔 〕
	G． 主要材質   〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 灰付着防止に配慮すること。
	B． 清掃が容易な構造（ベアチューブ等）とすること。
	C． 高温腐食対策を考慮すること｡


	(4)  風道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔12〕m/s以下
	B． 材質    〔鋼板〕、厚さ〔3.2〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕

	(5)  誘引送風機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  操作方法   〔自動遠隔及び現場手動〕
	(ｴ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3N/h
	B． 風圧    〔 〕kPa（常用温度において）
	C． 排ガス温度   〔 〕℃（常用）
	D． 回転数   〔 〕min-1
	(A)  電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	(B)  風量制御方式  〔自動炉内圧調整〕
	(C)  風量調整方式  〔ダンパ方式＋回転数制御方式〕
	(D)  主要材質   〔 〕


	(ｵ)  付属品 〔温度計、点検口、ドレン抜き、ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｶ)  特記
	A． 誘引送風機は、計算によって求められる最大ガス量に20％以上の余裕を持つものとする。
	B． 上部階に設置する場合は、防振架台等で振動防止対策を行うこと。


	(6)  煙道
	(ｱ)  形式    〔溶接鋼板型〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目
	A． 風速    〔15〕m/s以下
	B． 材質    〔耐硫酸・塩酸露点腐食鋼〕、厚さ〔4.5〕mm以上

	(ｴ)  付属品    〔ダンパ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． 伸縮継手はインナーガイド付きとし、ガスの漏洩がないようにすること。
	B． 点検口等の気密性に留意すること。


	(7)  煙突
	(ｱ)  形式    【内筒鋼板製建屋一体型煙突】
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 筒身数   【2】基
	B． 煙突高   【59】m以下
	C． 内筒    〔材質SUS316L以上、外部保温（ラッキング含む）〕
	D． 頂部口径   〔 〕φm
	E． 排ガス吐出速度  〔 〕m/s
	F． 頂部排ガス温度  〔 〕℃

	(ｴ)  付属品    〔測定孔、点検用階段、避雷針〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 頂部は、頂部ノズル部分のダウンウォッシュによる腐食等を考慮した構造とすること。
	B． 笛吹き現象防止に配慮した構造とすること。
	C． ダウンウオッシュ現象防止に配慮した構造とすること。
	D． ダウンドラフト現象防止に配慮した構造とすること。
	E． 煙突内は階段を設ける｡階段の勾配は原則45 以下とする｡
	F． 排ガス測定孔は､排ガスの層流が得られた場所とし､機材搬入用のﾎｲｽﾄを設置する｡
	G． 排ガス測定孔やマンホール部は､全面ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞを敷設する。



	８． 灰出し設備
	(1)  灰冷却装置（半湿式法）
	(ｱ)  形式    〔灰押出装置〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 運搬物   〔焼却灰〕
	B． 能力    〔 〕t/h
	C． 単位体積重量   〔1.0〕t/m3
	D． 駆動方式   〔 〕
	E． 主要材質   〔 〕
	F． 主要寸法   〔 〕mm×〔 〕mm
	G． 駆動装置   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔レベル計〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 水素ｶﾞｽ対策を行うこと｡
	B． 摩耗箇所はﾗｲﾅｰ構造（12mm以上）とし、対策を行うこと。
	C． 運転中は、炉内圧力が変動しない機密性の高い構造とすること。
	D． 本装置清掃時に内部の焼却灰をすべて排出しやすいように考慮すること。
	E． 運転中の可燃性ガスは炉内に強制排出すること。
	F． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(2)  落じんコンベヤ（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】炉分
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm×長さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 構造はその用途に適した簡単、堅牢なものとする。
	B． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。


	(3)  灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】系列
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕
	B． 主要寸法   〔 〕m×〔 〕m
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． 駆動方式   〔電動機〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置より下流側機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払い、必要に応じて局所排気装置を計画すること。


	(4)  灰バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕m3 （３日分以上）
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×深さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ロードセル装置、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(5)  飛灰搬出装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 寸法    〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕
	D． 駆動装置   〔　〕
	E． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔点検口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 本装置を複数乗り継ぐ計画とする場合は、下流側の機器とのインターロックを計画すること。
	B． 飛じんの発生の無いように計画すること。特に乗り継ぎ部の設計には細心の注意を払うこと。


	(6)  飛灰処理設備
	①  飛灰貯留槽
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 寸法    〔 〕mφ×高さ〔 〕m
	C． 主要材質   〔　〕

	(ｴ)  主要機器（１基につき）
	A． レベル計＋ロードセル装置
	B． 切り出し装置
	C． エアレーション装置
	D． バグフィルタ

	(ｵ)  付属品    〔ﾌﾞﾘｯｼﾞ解除装置、加温装置〕、その他必要なもの
	(ｶ)  特記
	A． ブリッジが生じないよう配慮すること。
	B． バグフィルタの稼働及びダスト払い落としはタイマーにて自動的に行うこと。


	②  定量供給装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ヒータ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	③  混練機
	(ｱ)  形式    〔　〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h（1日発生量を5時間/日で処理する。）
	B． 処理物形状   〔 〕
	C． 駆動方式   〔 〕
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 清掃が容易な構造とすること。
	C． 羽根等の摩耗対策を施すこと。
	D． セルフクリーニング機能を備えること。


	④  薬剤添加装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用薬剤   〔 〕
	B． 薬剤添加量   〔 〕％

	(ｴ)  主要機器

	⑤  薬剤タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕式
	(ｳ)  主要項目
	A． 有効容量 〔 〕m3（購入時に〔7〕日分以上かつﾛｰﾘｰ搬入できる容量以上とする。）
	B． 主要材質   〔 〕
	C． 付属品   〔ﾚﾍﾞﾙ計〕､その他必要なもの


	⑥  薬剤ポンプ
	(ｱ)  形式    〔ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   圧力計､ﾘﾘｰﾌ弁､ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ､流量計､その他必要なもの


	⑦  希釈水タンク
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  有効容量   〔 〕m3
	(ｴ)  付属品    〔 〕､その他必要なもの

	⑧  希釈水ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 電動機   〔 〕V×〔 〕P ×〔 〕kW
	D． 主要材質（ｹｰｼﾝｸﾞ）  〔 〕
	E． 付属品   〔 〕､その他必要なもの

	(ｴ)  付属品    〔緊急ｼｬﾜｰ及び手洗い･洗眼器設備〕、その他必要なもの

	⑨  処理物搬送コンベヤ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕t/h
	B． トラフ幅   〔 〕mm
	C． 養生時間   〔 〕min
	D． 主要材質   〔 〕
	E． 駆動方式   〔 〕
	F． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品 〔ﾍﾞﾙﾄ緊張装置､点検口､引綱ｽｲｯﾁ､ITV用窓､集じん用排気口〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記
	A． 飛じん防止対策を講ずること。
	B． 十分な養生時間をとること。


	⑩  処理物バンカ
	(ｱ)  形式    〔鋼板製角型〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3 （３日分以上）
	B． 寸法    幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m
	C． 操作方式   〔現場手動〕
	D． ゲート駆動方式  〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計〕、ロードセル装置、その他必要なもの
	(ｵ)  特記



	９． 給水設備
	(1)  所要水量
	(ｱ)  特記
	A． プラント用水は、雨水を優先的に使用し不足する場合上水を使用する。使用水量をできる限り少なくするため、支障のない限り循環使用し、水の有効利用を図る。
	B． 生活用水は現給水ポンプ棟より上水を分岐して引き込むこと。
	C． 現給水ポンプ棟内の受水槽及び加圧給水ポンプは更新すること。
	D． その他、所要水量詳細については、用役収支(水、汚水)を明示すること。


	(2)  水槽類仕様
	(3)  ポンプ類仕様（生活用水揚水ポンプは建築設備に含む）
	(4)  機器冷却水冷却塔（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔クーリングタワー式〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 循環水量   〔 〕m3/h
	B． 冷却水入口温度  〔 〕℃
	C． 冷却水出口温度  〔 〕℃
	D． 外気温度   乾球温度【 】℃、湿球温度【 】℃
	E． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	F． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔凍結防止用ﾋｰﾀ〕、その他必要なもの

	(5)  機器冷却水薬注装置（必要に応じて設置する）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【 】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 薬剤    〔 〕

	(ｴ)  付属品
	A． 薬注ポンプ   〔 〕基
	B． 薬剤タンク   〔 〕基
	C． その他必要なもの



	１０． 排水処理設備
	(1)  ごみピット排水
	①  ごみピット排水貯留槽（土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔水密RC〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3（ごみピット排水の【 】日分）

	(ｴ)  付属品 〔ﾏﾝﾎｰﾙ､ﾀﾗｯﾌﾟ､ｽｸﾘｰﾝ､換気装置､ﾚﾍﾞﾙ計〕、その他必要なもの

	②  ごみピット排水移送ポンプ
	(ｱ)  形式    〔水中ポンプ〕
	(ｲ)  数量    【2】基（内【1】基納入予備）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置〕、その他必要なもの

	③  ごみ汚水ろ過器
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 能力    〔 〕m3/h
	B． メッシュ   〔 〕μm
	C． 主要材質
	(A)  本体    〔SUS304〕
	(B)  ｽｸﾘｰﾝ    〔SUS304〕

	D． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	E． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔洗浄装置〕、その他必要なもの

	④  ろ液貯留槽（コンクリート製の場合は土木建築工事に含む）
	(ｱ)  構造    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 容量    〔 〕m3
	B． 主要材質   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔ﾚﾍﾞﾙ計､ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管､ﾄﾞﾚﾝ管〕、その他必要なもの

	⑤  ろ液噴霧ポンプ
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】基（交互運転）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/h
	B． 吐出圧   〔 〕MPa
	C． 所要電動機   〔 〕V×〔 〕P×〔 〕kW
	D． 主要材質
	(A)  ケーシング   〔 〕
	(B)  インペラ   〔 〕
	(C)  シャフト   〔 〕

	E．  操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､ﾊﾞﾙﾌﾞ類〕、その他必要なもの

	⑥  ろ液噴霧器
	(ｱ)  形式    〔二流体噴霧〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 噴霧水量   〔 〕m3/h
	B． 噴霧水圧   〔 〕MPa
	C． 空気量   〔 〕m3/h
	D． 空気圧   〔 〕MPa
	E． 主要材質   〔SUS316〕
	F． 操作方式   〔自動・遠隔・現場手動〕

	(ｴ)  付属品    〔圧力計､脱着装置、コンプレッサ〕、その他必要なもの


	(2)  プラント系および生活系排水
	①  水槽類（参考）
	②  ポンプ・ブロワ類（参考）
	③  塔・機器類（参考）
	④  薬液タンク類（参考）
	⑤  薬液注入ポンプ類（参考）


	１１． 電気設備
	(1)  電気方式
	(ｱ)   受電電圧   交流三相３線式 【6.6】kV、【60】Hz、【1】回線
	(ｲ)  配電種別   【一般線または専用線】
	(ｳ)  配電方式および電圧
	A． 高圧配電   交流三相３線式 【6.6】kV
	B． プラント動力   交流三相３線式 6.6kV
	C． 建築動力   交流三相３線式 400V級
	D． 保守用動力   交流三相３線式 210V
	E． 照明、計装   交流単相３線式 210/105V
	F． 操作回路   交流単相２線式 100V
	G． 直流電源装置   直流 100V
	H． 電子計算機電源  交流単相２線式 100V


	(2)  受配変電盤設備工事
	①  構内引込用柱上開閉器
	(ｱ)  形式    〔地絡方向継電器付過電流ロック型（重耐塩型）〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  定格    〔　〕kV 〔 〕A

	②  高圧受電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW形に準ずる)〕
	(ｲ)  数量    〔１〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	③  高圧配電盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形(JEM 1425 CW 形に準ずる)〕
	(ｲ)   数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	④  高圧変圧器
	(ｱ)  プラント動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔440〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｲ)   建築動力用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B． 電圧    〔6.6〕kV/〔210〕V（三相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種

	(ｳ)  照明等用変圧器
	A． 形式    〔高効率モールド変圧器〕
	B．  電圧    〔6.6〕kV/〔210/105〕V（単相3線式）
	C． 容量    〔 〕kVA
	D． 絶縁階級   〔F〕種


	⑤  高圧進相コンデンサ
	(ｱ)  コンデンサバンク数  〔 〕台
	(ｲ)  コンデンサ群容量  〔 〕kVar
	(ｳ)  直列リアクトル、放電装置等付属機器を明記する。


	(3)  電力監視設備
	①  電力監視盤（必要に応じて設置する。）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  構成    〔 〕
	(ｴ)  主要取付機器を明記すること。


	(4)  低圧配電設備
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖垂直自立形〕
	(ｲ)   数量    計 〔 〕面
	A． 440V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	B． 200V用動力主幹盤  　 〔 〕面
	C． 照明用単相主幹盤  　 〔 〕面
	D． 非常用電源盤   　 〔 〕面
	E． その他の配電盤  　 〔 〕面(盤ごとに明記する。)

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	(5)  動力設備工事
	①  動力制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形
	(ｲ)  数量    計 〔 〕面
	A． 炉用動力制御盤  　 〔 〕面
	B． 共通 〃    　 〔 〕面
	C． 非常用 〃    　 〔 〕面
	D． その他必要なもの  　 〔 〕面（盤ごとに明記する。）

	(ｳ)  主要取付機器を明記する。

	②  現場制御盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕
	(ｲ)  数量    〔1〕
	(ｳ)  主要取付機器 〔配電用遮断器､電磁接触器､ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ､補助継電器､運転停止、故障表示灯､その他付属品1式〕

	③  現場操作盤
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内閉鎖自立形又は壁掛形〕

	④  中央監視操作盤（計装設備の計装盤に含む）
	⑤  電動機
	(ｱ)  定格
	(ｲ)  電動機の種類
	(ｳ)  電動機の始動方法

	⑥  ケーブル工事
	(ｱ)  工事方法
	(ｲ)  接地工事
	(ｳ)  使用ケーブル
	(ｴ)  高圧端末処理材


	(6)  非常用発電設備
	①  原動機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 出力    〔 〕PS
	B． 燃料    〔 〕
	C． 起動    〔 〕
	D． 冷却方式   〔ﾗｼﾞｴｰﾀ〕


	②  発電機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔１〕基
	(ｳ)  主要項目
	A． 容量    〔 〕kVA
	B． 電圧    〔 〕kV
	C． 力率    〔 〕％
	D． 回転数   〔 〕min-1

	(ｴ)  非常用負荷内訳 〔ごみ投入扉電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ､ｶﾞｽ減温用送風機､ﾌﾟﾗﾝﾄ用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､機器冷却水冷却塔､計装用空気圧縮機､ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口扉、ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ用ｼｬｯﾀｰ､ごみｸﾚｰﾝ、生活用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ､消火ﾎﾟﾝﾌﾟ､電気室換気扇､ごみ計量機､計装電源､制御電源､防災電源､助燃油移送ﾎﾟﾝﾌﾟ､運営事業者事務室、現管理棟事務室、その他必要な機器〕


	(7)  無停電電源装置
	①  直流電源装置（必要に応じて設置する｡）
	(ｱ)  形式    〔鋼板製屋内自立形〕
	(ｲ)  数量    〔 〕面
	(ｳ)  主要項目
	A． 充電器形式   〔トランジスタ式、サイリスタ式〕
	B． 入力    AC3相〔 〕V、〔 〕Hz
	C． 出力    DC〔 〕V

	(ｴ)  蓄電池
	A． 形式    〔制御弁式据置鉛蓄電池(MSE形)〕
	B． 容量    〔 〕AH（1時間率、10時間率）
	C． 数量    〔 〕セル
	D． 定格電圧   〔 〕V
	E． 放電電圧   〔 〕V
	F． 放電時間   〔 〕分


	②  交流無停電電源装置
	(ｱ)  形式
	A． 入力電圧   ＤＣ　100V（停電時）
	B． 交流出力   〔 〕kVA

	(ｲ)  無停電電源予定負荷内訳 〔中央監視操作盤内制御用ｼｰｹﾝｻｰ電源､中央制御室ｵﾍﾟﾚｰﾀｺﾝｿｰﾙ用電源､重要な計装機器(温度･圧力等)電源､制御回路等ｼｰｹﾝｻｰ電源、助燃油移送ﾎﾟﾝﾌﾟ、その他必要な機器〕


	(8)  その他

	１２． 計装制御設備
	(1)  計画概要
	(ｱ)  本設備は、プラントの操作・監視・制御の集中化と自動化を行うことにより、プラント運転の信頼性の向上と省力化を図るとともに、運営管理に必要な情報収集を合理的、かつ迅速に行うことを目的にしたものである。
	(ｲ)  本設備の中枢をなすコンピューターシステムは、原則として2重化システムとし、各設備・機器の集中監視・操作及び自動順序起動・停止、各プロセスの最適制御を行うものとする。
	(ｳ)  また、工場の運転管理及び運営管理に必要な情報を各種帳票類に出力するとともに、運営管理及び保全管理に必要な運転データを作成するものである。
	(ｴ)  耐雷対策に配慮した製品を採用すること。

	(2)  計装制御計画
	(ｱ)  一般項目
	A． 一部の周辺機器の故障及びオペレータの誤操作に対しても、システム全体が停止することのないよう、フェールセーフ等を考慮したハードウェア・ソフトウェアを計画する。
	B． 対環境性を十分考慮のうえ、ごみ処理プロセスの雰囲気に適したシステム構成とし、停電、電圧の変動及びノイズ等に対して十分な保護対策を講ずる。

	(ｲ)  計装監視機能
	A． レベル、温度、圧力等プロセスデータの表示・監視
	B． ごみクレーン運転状況の表示
	C． 主要機器の運転状態の表示
	D． 受変電設備運転状態の表示・監視
	E． 電力デマンド監視
	F． 主要(重要)な電動機電流値の監視
	G． 機器及び制御系統の異常の監視
	H． 公害関連データの表示・監視
	I． その他運転に必要なもの

	(ｳ)  自動制御機能
	A． ごみ焼却関係運転制御
	B． 受配電発電運転制御
	C． ごみクレーンの運転制御
	D． 動力機器制御
	E． 給排水関係運転制御
	F． 公害関係運転制御
	G． その他必要なもの

	(ｴ)  データ処理機能（データ・ロガ装置）
	A． ごみの搬入データ
	B． 焼却灰、集じん灰固化物等の搬出データ
	C． ごみ焼却データ
	D． ごみ発熱量データ
	E． 受電量等電力管理データ
	F． 各種プロセスデータ
	G． 公害監視データ
	H． 薬品使用量、ユーティリティ使用量等データ
	I． 各電動機の稼働時間のデータ　など
	J． アラーム発生記録

	(ｵ)  特記
	A． 停電時対策を考慮する。
	B． 補助記憶（ミラーリング）機能を持たせること。
	C． 記憶データの修正、追加が可能なこと。


	(3)  計装機器
	(ｱ)  一般計装センサー
	A． 重量センサー等
	B． 温度、圧力センサー等
	C． 流量計、流速計等
	D． 開度計、回転数計等
	E． 電流、電圧、電力、電力量、力率等
	F． レベル計等
	G． ｐＨ、導電率等
	H． その他必要なもの

	(ｲ)  大気質測定機器
	A． 煙道中ばいじん濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	B． 煙道中窒素酸化物濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	C． 煙道中二酸化硫黄濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	D． 煙道中塩化水素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	E． 煙道中一酸化炭素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	F． 煙道中酸素濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	G． 煙道中水銀濃度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【2】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	H． 風向風速計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕

	I． 大気温度計
	(A)  形式   〔 〕
	(B)  数量   【1】基
	(C)  測定範囲  〔 〕


	(ｳ)  ＩＴＶ装置
	A． カメラ設置場所
	B． モニタ設置場所


	(4)  システム構成
	(5)  計装項目
	(6)  計装用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔オイルフリータイプ〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔冷却器、空気タンク、除湿器、その他必要なもの〕


	１３． 雑設備
	(1)  雑用空気圧縮機
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔2〕基（交互運転）、（除湿装置も2基）
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 吐出量   〔 〕m3/min
	B． 全揚程   〔 〕m
	C． 空気タンク   〔 〕m3
	D． 所要電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕
	F． 圧力制御方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔空気タンク、その他必要なもの〕

	(2)  掃除用媒吹装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕
	(ｳ)  主要項目
	A． 使用流体   〔圧縮空気〕
	B． 常用圧力   〔 〕kPa
	C． チュ－ブ材質   〔 〕
	D． 配管箇所   〔 〕箇所

	(ｴ)  付属品    〔チューブ、ホース、その他必要なもの〕

	(3)  真空掃除装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 風量    〔 〕m3/min
	B． 真空度   〔 〕Pa
	C． 配管箇所   〔 〕
	D． 電動機   〔 〕kW
	E． 操作方式   〔 〕

	(ｴ)  付属品 〔バグフィルタ、配管、ホース、ホース格納庫、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記

	(4)  洗車装置
	(ｱ)  形式    〔手動・高圧水噴射式〕
	(ｲ)  数量    【2】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 同時洗車台数   〔 〕台
	B． 噴射水量   〔 〕m3/min
	C． 噴射水圧力   〔 〕kPa
	D． 所要電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔噴射ｶﾞﾝ､吐水ﾎｰｽ〕、その他必要なもの
	(ｵ)  特記

	(5)  工具・工作機器・測定器・電気工具・分析器具・保安保護具類
	(6)  説明用備品類
	①  説明用プラントフローシート
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【1】基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 取付位置   〔 〕
	B． 寸法    幅〔 〕m×高〔 〕m
	C． 取付方法   〔 〕


	②  説明用パンフレット
	(ｱ)  形式    〔カラー刷り、Ａ４版〕
	(ｲ)  数量    建設概要説明用 【1000】部
	(ｳ)  その他    版権は本組合に帰属する｡上記のデータを提出すること。

	③  説明用映写ソフト＋映写装置
	(ｱ)  形式    〔DVD＋プロジェクター〕
	(ｲ)  数量    【1】式
	(ｳ)  設置場所   現管理棟２階研修室
	(ｴ)  主要項目
	A． 録画内容   〔児童用･一般用〕
	B． 付属品 〔ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ本体､ｽｸﾘｰﾝ､DVD再生装置､ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ､操作卓､AVﾐｷｻｰ､ｽﾋﾟｰｶ〕、その他必要なもの

	(ｵ)  その他    50名程度が視聴する

	④  場内案内説明装置（模型やゲームは不要）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  設置場所   〔 〕
	(ｳ)  主要項目 (1 基につき)
	A． 主要寸法   〔 〕
	B． 取付方法   〔 〕
	C． 付属品   〔 〕、その他必要なもの


	⑤  公害モニタリング装置
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    【2】面(屋内1、屋外1)
	(ｳ)  設置場所   屋内〔 〕
	(ｴ)  主要項目 (1 面につき)
	A． 主要寸法   幅〔 〕m×高さ〔 〕m×奥行き〔 〕m
	B． 表示方式   〔 〕
	C． 表示項目 〔ばいじん、塩化水素、硫黄酸化物、窒素酸化物、一酸化炭素、水銀、炉出口温度、その他、事務室で入力した情報（ダイオキシン類、お知らせ等）〕
	D． 付属品   〔ﾃﾞｰﾀ入力装置〕、その他必要なもの



	(7)  補助温水器
	(8)  機器搬出設備
	(ｱ)  形式    〔電動ﾎｲｽﾄ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． 設置場所   〔炉室〕
	B． 吊り上げ荷重   〔 〕t
	C． 揚程    〔 〕m
	D． 操作方式   〔 〕
	E． 電動機   〔 〕kW

	(ｴ)  付属品    〔ﾚｰﾙ〕、その他必要なもの

	(9)  エアーシャワー室設備
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  主要項目（1 基につき）
	A． ジェット風量   〔 〕m3/h
	B． ジェット風速   〔 〕m/s
	C． 吹出口   〔 〕

	(ｴ)  付属品    〔 〕、その他必要なもの

	(10)  環境集じん器
	(ｱ)  形式    〔ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ〕
	(ｲ)  数量    〔1〕基
	(ｳ)  主要項目（１基につき）
	A． 排ガス量   〔 〕m3/min
	B． 出口含じん量   〔 〕g/m3N以下
	C． 主要材質   〔SS400〕
	D． ろ布種類   〔 〕
	E． 主要部板厚   〔 〕mm以上
	F． 主要寸法   幅〔 〕m×奥行〔 〕m×高さ〔 〕m

	(ｴ)  付属品
	A． 逆洗装置
	B． ダスト搬出装置
	C． その他必要なもの

	(ｵ)  その他

	(11)  エアライン装置
	(ｱ)  形式    〔空気清浄付ｴｱﾗｲﾝ装置〕
	(ｲ)  数量    〔 〕基
	(ｳ)  使用可能人数   〔 〕人／基
	(ｴ)  付属品    〔コンプレッサ、その他必要なもの〕
	(ｵ)  特記
	A． ダスト、ミスト、臭気を確実に除去できる性能のものとする。
	B． 配管材質はステンレスとする。




	第3章　 土木・建築工事仕様
	１． 計画基本事項
	(1)  計画概要
	①  工事範囲
	②  建設用地
	③  仮設計画
	ア． 仮囲い
	イ． 仮設事務所

	④  安全対策
	⑤  測量および地質調査
	⑥  掘削工事

	(2)  施設配置計画
	①  一般事項
	ア． 施設内の工場棟等の配置については、日常の車両や運営事業者職員等の動線を考慮して合理的に配置するとともに、定期補修整備などの際に必要なスペースや、機器の搬入手段にも配慮すること。
	イ． 工場棟は周辺の環境との調和を図り、施設の機能性、経済性、および合理性を追及し、かつ増築改築等、将来への展望を十分に考慮して、清掃工場のイメージアップを図った建物とすること。
	ウ． 居室部分は、機能・居住性を十分考慮するとともに、明るく清潔なイメージとすること。また、採光、バリアフリーを考慮し、身障者等にも配慮したスロープ設備や身障者用トイレの設置を計画すること。
	エ． 建物外観は周囲の歴史的建造物を含む景観に配慮し、煙突は配置に十分配慮すること。
	オ． 場内は禁煙とするので、喫煙室・喫煙コーナーは設けない。
	カ． 除雪対応として敷地北側に設置する運営事業者駐車場から傾斜地側に重機で押せるよう計画すること。

	②  車両動線計画
	ア． 構内道路は、搬入出車が円滑な流れとなるような車両動線とすること。
	イ． 一般車動線は、原則として収集車、搬入出車動線と分離すること。
	ウ． 敷地内においてメンテナンス車両等が工場棟を周回できるようにすること。

	③  見学者動線計画
	ア． 見学者ルートは場内の関連建物との連絡も含め考慮すること。
	イ． 見学者だまりの仕様（場所と広さ【50】人）
	ウ． 見学者用通路は極力色分けし、作業員動線と分離し安全確保に配慮すること。
	エ． 主要な見学場所は、ごみクレーン操作室、ごみピット、プラットフォーム、中央制御室、炉室等とし、安全な場所から接触することなく見学できるようにすること。
	オ． 適所に場内案内説明装置等を設置すること。



	２． 建築工事
	(1)  全体計画
	①  設計方針
	ア． 本施設の建築計画は、明るく清潔なイメージ、機能的なレイアウト、より快適安全な室内環境、部位に応じた耐久性等に留意し、各部のバランスを保った合理的なものとすること。
	イ． ごみ焼却施設の工場棟は一般の建築物と異なり、熱、臭気、振動、騒音、特殊な形態の大空間形成等の問題を内蔵するので、これを機能的かつ経済的なものとするためには、プラント機器の配置計画、構造計画ならびに設備計画は深い連携を保ち、相互の専門的知識を融和させ、総合的にみてバランスのとれた計画とすること。
	ウ． 機種、機能、目的の類似した機器はできるだけ集約配置することにより、点検整備作業の効率化、緊急時に迅速に対処ができるよう計画すること。
	エ． 運営事業者職員等の日常点検作業の動線、補修、整備作業スペースを確保すること。
	オ． 地下に設置する諸室は必要最小限に留めるとともに、配置上分散を避けること。
	カ． 見学者対応として、見学者がプラントの主要機器を快適で安全に見学できる配置・設備を考慮すること。
	キ． 法規・基準・規則・関係法令等を遵守すること。
	(ｱ)  日本建築学会規定
	(ｲ)  国土交通大臣官房官庁営繕部公共建築工事標準仕様書


	②  工場棟平面計画
	ア． 受入供給設備
	(ｱ)  搬入出路
	A． 路面の舗装は〔 〕舗装とし、滑りにくい仕上げとすること。
	B． 一方通行とする。
	C． 積雪対策をおこなうこと。

	(ｲ)  プラットホーム
	A． プラットホームは臭気が外部に漏れない構造・仕様とすること。
	B． プラットホームは、スパン方向の有効長さは【16】ｍ以上（長さ方向〔 〕m 以上）とし、搬入車両が障害となることなく作業ができる構造とすること。
	C． 投入扉手前には、高さ20cm程度の車止を設け、床面はコンクリート仕上げとし、1.5％程度の水勾配をもたせること。
	D． プラットホームはトップライト、又は窓からできるだけ自然光を採り入れ、明るく清潔な雰囲気を保つこと。
	E． プラットホームのごみ汚水は、ごみピットまたはごみピット排水貯留槽へ排出すること。
	F． 各ごみ投入扉間に安全地帯を確保すること。
	G． 各ごみ投入扉付近の柱に安全帯取付け用フック（丸環程度）を設けること。

	(ｳ)  ごみピット
	A． ごみピットは水密性の高いコンクリート仕様とすること。
	B． ごみピットの内面は、ごみ浸出液からの保護とクレーンの衝突を考慮し鉄筋の被り厚さを大きくとること。
	C． ごみピット内面には、貯留目盛を設けること。
	D． ごみピット底部のコンクリートは鉄筋からのかぶり厚を100mm程度とすること。
	E． ごみピット側壁のコンクリートはホッパステージレベルまで鉄筋からのかぶり厚を70mm程度とすること。
	F． ごみピットの遇隅角部は隅切り等によりごみの取り残しのない構造とし、補強及び止水対策を行うこと。
	G． ごみピットは底面に十分な排水床勾配をとること。
	H． ごみピット内への車両転落防止対策として、開口部の車止めの他、車両転落防止用フックや車両転落防止用バー等の安全対策を講じること。

	(ｴ)  ホッパステージ
	A． ホッパステージには、予備バケット置場およびクレーン保守整備用の点検床を設けること。ホッパステージ落下防止手摺りは鉄筋コンクリート製とし、要所に清掃口を設けること。
	B． ホッパステージは必要に応じ、水洗を行える計画とすること。
	C． バケット置き場は、バケットの衝撃から床を保護する対策をとること。


	イ． 炉 室
	(ｱ)  要所にマシンハッチを設け、点検、整備、補修等の作業の利便性を確保すること。
	(ｲ)  歩廊は原則として設備毎に階高を統一し、保守、点検時の機器荷重にも十分な構造とすること。
	(ｳ)  炉室は十分な換気を行うとともに、自然採光を取り入れて、作業環境を良好に維持すること。また、給排気口は防音に配慮すること。
	(ｴ)  主要機器、装置は屋内配置とし、点検、整備、補修のための十分なスペースを確保すること。
	(ｵ)  焼却炉室の1階にはメンテナンス車両が進入できるよう配慮すること。また、炉室等の床・天井には、機器類のメンテナンスに配慮して、必要箇所にエレクションハッチを設け、吊フック、電動ホイストを適宜設置すること。

	ウ． 中央制御室
	(ｱ)  工場棟の管理中枢として中央制御室は、各主要設備と密接な連携を保つ必要がある。なかでも焼却炉本体、電気関係諸室とは異常時の対応を考慮し、距離的にも短く連絡される位置に配置すること。
	(ｲ)  中央制御室はプラントの運転・操作・監視を行う中枢部であり、常時運転員が執務するので、照明・空調・居住性について十分考慮すること。
	(ｳ)  中央制御室は主要な見学場所の一つであり、動線と見学者スペースについても考慮すること。
	(ｴ)  炉室に近接した位置に作業準備室を兼ねた前室を設けること。
	(ｵ)  運転員控室を設けること。

	エ． 集じん機・有害ガス除去設備室
	オ． 排水処理室、水槽
	(ｱ)  建物と一体化して造られる水槽類は、系統ごとに適切な位置に設け、悪臭、湿気、漏水の対策を講ずること。
	(ｲ)  酸欠の恐れのある場所・水槽等は、入口又は目立つ所に「酸欠注意」の標識を設けるとともに、作業時十分な換気を行える設備を設置すること。
	(ｳ)  各種槽類、ピット他点検清掃に必要な箇所には適宜、マンホール、ステンレス製もしくはステンレス芯の樹脂製タラップ（滑り止め加工）を設けること。
	(ｴ)  48h水張り試験を行うこと。

	カ． 通風設備室
	(ｱ)  誘引通風機、押込送風機、空気圧縮機、その他の騒音発生機械は、原則として専用の室に収納し、防音対策、防振対策を講ずること。
	(ｲ)  誘引通風機室は、機材の搬出入のための開口部を設けること。

	キ． 灰出し設備室
	(ｱ)  焼却残さ、集じん灰搬出設備はできるだけ一室にまとめて設置し、搬出の際の粉塵対策を講ずること。
	(ｲ)  原則として、他の部屋とは隔壁により仕切るものとし、特にコンベヤ等の壁貫通部も周囲を密閉すること。

	ク． 運転員関係諸室
	ケ． その他
	(ｱ)  その他必要な諸室〔工作室、分析室、倉庫、危険物庫、書庫、予備品収納庫等〕を適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること。
	(ｳ)  燃料・薬品受入場所（供給口）は屋根下となるよう計画し、機器配置図に位置を記載すること。また、燃料・薬品補充車が他の車両の通行の妨げにならないよう計画すること。また、薬品受入時の漏洩等に対応できる構造とすること。
	(ｴ)  見学者の見学場所は、〔プラットホーム・ごみピット・焼却炉室・中央制御室等〕とすること。
	(ｵ)  見学者通路の有効幅員は〔1.8〕m 以上とし、主要部にはホール形式スペースを計画とすること。
	(ｶ)  トイレを必要場所に設置すること。


	③  管理棟平面計画（管理居室平面計画）
	ア． 研修室
	イ． 事務室
	(ｱ)  運営事業者職員数に見合った面積で計画すること。
	(ｲ)  事務室は来場者の把握が容易にできる位置に計画すること。また、玄関側にカウンタ－を設けること。
	(ｳ)  必要に応じ床はフリーアクセスフロアとすること。

	ウ． 玄関
	(ｱ)  運営事業者職員用と来場者用を別に計画すること。
	(ｲ)  来場者用の玄関には風除室を設け、自動ドアとすること。
	(ｳ)  来場者用のエントランスホールは、来場者の人数に応じた広さ（説明者含み最大50名が立位）を確保すること。
	(ｴ)  室内は原則上足とする。

	エ． その他
	(ｱ)  来場者用通路、見学者ホール及び備品庫などを適切な広さで設けること。
	(ｲ)  必要に応じ空調機械室を設け、騒音に配慮すること
	(ｳ)  配置については採光、日照等を十分考慮すること。
	(ｴ)  身障者の出入及び便所に配慮すると共に、見学者動線が複数フロアにわたる場合にはエレベータを設けること。なお、点字ブロックはつまずきやすいため、視覚障がい歩行誘導ソフトマット等極力安全なものを選定すること。
	(ｵ)  事務室、作業員関係諸室は、集約して配置すること。階数は異なってもよい。
	(ｶ)  事務室等の居室は極力外部に面した位置に計画すること。



	(2)  構造計画
	①  基本方針
	ア． 建築物は上部・下部構造とも十分な強度を有する構造とすること。
	イ． 振動を伴う機械は十分な防振対策を行うこと。

	②  基礎構造
	ア． 建築物は地盤条件に応じた基礎構造とし、荷重の遍在による不等沈下を生じない基礎計画とすること。
	イ． 地業工事の工法については、荷重条件、地質条件を考慮し、地震時、風圧時の水平力をも十分検討して決定すること。
	ウ． 土工事は、安全で工期が短縮できる合理的な工法を採用すること。
	エ． 残土の場外処分が必要な場合､搬出先は監督員との協議によること｡

	③  躯体構造
	ア． 焼却炉、集じん機など重量の大きな機器やクレーンの支持架構はRC造又はSRC造とし、十分な強度、剛性を保有するとともに、地震時にも十分安全な構造とすること。
	イ． クレーン架構については、クレーン急制動時の短期的荷重についても検討すること。
	ウ． 架構は、強度、剛性を保有するとともに軽量化に努め、地震時の変位も有害な変形にならない構造とすること。
	エ． 耐震安全性の分類は構造体Ⅱ類（重要度係数1.25）、建築非構造部材A類、建築設備甲　類（耐震性のみ）を適用する。なお、地震地域係数は1.0である。
	オ． 躯体（SRC,RC,S）に関する比較表（工期､経済性､耐用年数等）を作成し､事前に本組合の承認を受けること｡

	④  一般構造
	ア． 屋 根
	(ｱ)  屋根は軽量化に努めるとともに、特にプラットホーム、ごみピット室の屋根は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。（常時負圧管理をする場合はこの限りでない。）
	(ｲ)  炉室の屋根は、採光に配慮し、換気装置を設けるものとし、雨仕舞と耐久性に配慮すること。
	(ｳ)  屋根は風圧や機器荷重に対し十分な強度を有するものとし､耐食性部材を使用する。
	(ｴ)  雨樋のうち軒樋はステンレス製、竪樋は塩ビ製で耐雪仕様とする｡
	(ｵ)  防水は〔 〕防水とする。
	(ｶ)  エキスパンションジョイント部は、漏水がなく、接合部の伸縮に十分対応でき、経年変化の少ない構造とすること。
	(ｷ)  落雪及びつらら対策を講じること｡
	(ｸ)  ピット火災時に排煙が可能となるよう、配慮すること。

	イ． 外 壁
	(ｱ)  構造耐力上重要な部分および遮音性能が要求される部分は、原則として鉄筋コンクリート造とすること。鉄骨造部分については､押出成型板+仕上材とする｡
	(ｲ)  プラットホーム、ごみピット室の外壁は気密性を確保し悪臭の漏れない構造とすること。
	(ｳ)  ごみピット等臭気発生箇所において貫通部及びｺﾝｸﾘｰﾄ目地がある場合は､防臭のための全面ｳﾚﾀﾝ吹き付けを行うこと｡

	ウ． 床
	(ｱ)  機械室の床は必要に応じ、清掃・水洗等を考慮した構造とすること。
	(ｲ)  中央制御室、受変電室等電線の錯綜する諸室は配線用ピット、二重床等配線を考慮した構造とすること。

	エ． 内 壁
	(ｱ)  各室の区画壁は、要求される性能や用途上生じる要求（防火、防臭、防音、耐震、防煙）を満足するものとすること。
	(ｲ)  不燃材料、防音材料などは、それぞれ必要な機能を満足すること。

	オ． 建 具
	(ｱ)  外部に面する建具は、台風時の風圧や降雨に耐えるものとすること。
	(ｲ)  ガラスは、管理上、機能上、意匠上等の条件を考慮して、断熱性や遮熱性に優れたもの等を適切に選定すること。また、見学者等人が頻繁に通行する部分のガラスについては、衝突等を考慮して選定すること。
	(ｳ)  建具（扉）のうち、特に防臭、防音を要求されるものについてはエアタイト型とし、防音扉においては、内部吸音材充填とし、締付けハンドル等は遮音性能を十分発揮できるものを選定すること。
	(ｴ)  建具（扉）のうち、一般連絡用扉にはストップ付ドアチェック（法令抵触部は除外）、シリンダー本締錠を原則とする。なお、マスターキーシステムとし、詳細は実施設計時の協議による。機器搬入用扉は開放時に使用する煽り止めを取り付ける事。
	(ｵ)  建具（扉）のうち、スチールドアは原則としてフラッシュ扉とすること。
	(ｶ)  建具（扉）のうち、シャッター若しくはオーバースライダーは〔スチール製〕とし、必要に応じ電動式とすること。
	(ｷ)  建具（扉）のうち、木製とする場合は、メラミン化粧板等の仕上げとすること。
	(ｸ)  建具（窓）のうち、特殊な箇所を除き、窓建具はアルミ製とすること。また、原則としてガラス窓は内外側とも清掃可能なものとすること。
	(ｹ)  建具（扉）は、必要に応じ、室名札等の室名表示を行うこと。
	(ｺ)  ごみクレーン操作室窓に、自動窓拭き装置を設置すること。



	(3)  仕上計画
	①  外部仕上
	ア． 地域特性や立地条件・周辺環境に配慮した意匠・仕上計画とする。また、景観上違和感のない、清潔感のあるものとすること。
	イ． 原則として工場棟外壁は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げ、工場棟屋根はｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き､煙突は〔吹付ﾀｲﾙ〕仕上げとすること。
	ウ． 材料は経年変化が少なく、耐久性・耐候性が高いものとする。
	エ． 以上を踏まえて、建築外部仕上表を提示し、本組合の承諾を得ること。

	②  内部仕上
	ア． 各部屋の機能、用途に応じて必要な仕上を行うこと。
	イ． 薬品、油脂の取り扱い、水洗等それぞれの作業に応じて必要な仕上計画を採用し、温度、湿度等環境の状況も十分考慮すること。
	ウ． 工場棟居室部の内部に使用する建材はVOCを含有していないものを使用すること。
	エ． 居室に使用する建材はF☆☆☆☆以上とすること。

	③  塩害対策
	ア． 施設内配置計画に当っては、風向、風速について考慮する。
	イ． 鋼製くいを使用する場合は、防食対策をすること。
	ウ． 潮風や海水にさらされる鉄筋コンクリートの部分は、鉄筋のかぶり厚さを増したり、塗料で保護する等、耐久上の考慮をする。
	エ． 屋根、外壁、外部に面する建具、屋外に設ける階段・タラップ、屋外設置の機器の材料は、耐塩性を考慮して選定する。

	④  寒冷地対策
	ア． 施設内配置計画にあたっては、特に冬期における風向・風速について考慮する。
	イ． 建築物の主要な出入口は、積雪によって車両や人の通行が阻害されないように配慮する。また、建築物から出入口、道路等への雪の落下防止対策を講ずる。また除雪した雪を溜めておくスペースを考慮する。
	ウ． 屋根、壁の材料は、積雪および凍結を考慮して選定する。また、特に軒先および雨どいについては、積雪および凍結対策に配慮する。
	エ． 居室など空調を行う室の外壁等には、必要に応じて断熱材を使用し、防寒、結露対策を講ずる。
	オ． 外部に面する建具、屋外に設ける階段、タラップ等は、積雪・凍結対策に配慮する。
	カ． 建築設備の機器および配管は、必要に応じ凍結対策に配慮する。
	キ． 吸排気口および屋外設置の機器が雪に埋没しないように配慮する。
	ク． 工事中は地域毎の寒中コンクリートの適用期間に留意する。
	ケ． 積雪のため、工種によっては工事の進行が不可能な場合もあるので、工事工程の設定には十分留意する。


	(4)  建築仕様
	①  工場棟
	ア． 構造    〔ごみクレーンガーターまでは、RC造或いはSRC造〕
	(ｱ)  プラットホーム室  外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｲ)  ごみピット   外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｳ)  ホッパステージ  外壁 〔鉄筋コンクリ－ト造〕
	(ｴ)  炉室    外壁 〔押出成型板+仕上材〕
	(ｵ)  集じん器室   外壁 〔押出成型板+仕上材〕

	イ． 建屋規模
	(ｱ)  建築面積   〔 〕㎡
	(ｲ)  建築延床面積   〔 〕㎡：地下水槽類は除く。
	(ｳ)  各階床面積   〔 〕㎡
	(ｴ)  軒高    〔 〕m
	(ｵ)  最高の高さ   〔 〕m

	ウ． 階高
	エ． 室内仕上
	オ． 共通事項
	(ｱ)  建物の配置はプラント全体計画に基づき、経済性、安全性、美観、維持管理の容易性を考慮して計画とすること。
	(ｲ)  工場棟は、機能上必要な部分は鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造とし、その他の部分は鉄骨造として計画すること。
	(ｳ)  工場棟の鉄骨部分はＯＰ仕上げとすること。
	(ｴ)  地階部分は地下水の浸透のない構造、仕上げとすること。
	(ｵ)  工場棟の屋根は材質、勾配等について、風土・気象条件を考慮すること。
	(ｶ)  外壁と屋根の結露防止に配慮すること。
	(ｷ)  臭気のある室内に出入りするドアはエアタイト構造とすること。臭気のある室と居室の間には前室を設けること。臭気は捕集して処理すること。
	(ｸ)  手摺りの高さは1.1m以上とすること。
	(ｹ)  屋外に設置される鉄骨の塗装仕様は原則ＯＰ仕上げとするが、外部の環境に応じて決定すること。

	カ． 工場棟内各室の仕様

	②  管理棟

	(5)  その他
	①  外部環境に配慮し、建物の外部と内部を熱的に区分し、結露防止及び断熱を考慮すること。
	②  各室のそれぞれの用途、空間に応じ、最適な環境と省エネ効果を保持すること。
	③  断熱、防露に使用する材料は、室内外の環境条件を考慮し最適な材料を選定すること。
	④  断熱、結露防止の施工に際し、最適な構造及び工法を選択すること。
	⑤  建物内外の凍結について十分考慮すること。


	３． 土木工事および外構工事
	(1)  土木工事
	①  造成工事
	ア． 造成面積　　　　　　　　　〔 〕㎡
	イ． 造成レベル　　　　　　　　〔 〕m
	ウ． 法面の保護・仕上げ

	②   山留・掘削

	(2)  外構工事
	①  構内道路および駐車場
	ア． 十分な強度と耐久性を持つ構造および効率的な動線計画とし、必要箇所に白線、道路標識、信号機、看板及び車止め等を設け、構内の交通安全を図ること。
	イ． 構内道路の設計は構内舗装・排水設計基準（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課）によること。
	(ｱ)  交通量の区分   【 】交通
	(ｲ)  設計ＣＢＲ   〔ＣＢＲ試験による〕


	②  構内排水設備
	③  植栽芝張工事
	④  門・囲障工事

	(3)  土木工事及び外構工事仕様
	①  地業工事
	ア．  杭打工法   〔 〕工法
	(ｱ)  杭長    〔 〕m
	(ｲ)  杭材質    〔 〕杭
	(ｳ)  杭径    〔 〕mm

	イ． 直接基礎工法
	(ｱ)  支持地盤深さ   ＧＬ－〔 〕m


	②  構内道路工事
	ア． 構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 舗装面積   〔 〕㎡
	ウ． 舗装仕様
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm


	③  駐車場
	ア．  構造    〔ｱｽﾌｧﾙﾄ〕舗装
	イ． 計画台数
	(ｱ)  普通車    〔 〕台(運営事業者用・運営事業者側来客用)
	(ｲ)  普通車 【5】台(本組合職員用：管理棟北側4台、車庫棟北側1台)
	(ｳ)  大型バス   【2】台(見学者用)

	ウ． 舗装面積   〔 〕㎡
	エ． 舗装厚
	(ｱ)  舗装厚    〔 〕cm
	(ｲ)  路盤厚    〔 〕cm
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	ア． 排水溝    自由勾配側溝
	イ． 排水管    ＶＰ管、ＨＰ管
	ウ． 付属設備   道路用グレーチング等

	⑤  植栽・芝張工事
	ア． 植栽面積   〔 〕㎡
	イ． 植栽仕様

	⑥  門・囲障工事
	ア． 門扉
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m

	イ． ガードレール
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m

	ウ． 囲障（ネットフェンス等）
	(ｱ)  形式    〔 〕
	(ｲ)  材料    〔 〕
	(ｳ)  高さ    〔 〕m
	(ｴ)  延長    〔 〕m




	４． 建築機械設備工事
	(1)  空気調和設備工事
	①  温湿度条件は次表に示すとおりとする。
	②  時間帯
	ア． 8時間ゾーン   室名〔 〕
	イ． 16時間ゾーン   室名〔 〕

	③  熱源    【電気式＋余熱利用】
	④  空気調和設備

	(2)  換気設備工事
	①  換気設備仕様

	(3)  給排水衛生設備工事
	①  給水設備工事
	ア．  給水量は以下の条件から計算すること。
	(ｱ)  運営事業者運転職員 〔 〕L/人・日
	(ｲ)  運営事業者事務職員 〔 〕L/人・日
	(ｳ)  見学者   〔 〕L/人・日
	(ｴ)  プラント給水
	(ｵ)  運営事業者以外の使用人数


	②  衛生器具設備工事
	③  消火設備工事
	④  給湯設備工事

	(4)  エレベータ設備工事
	①  形 式   〔車椅子兼用エレベータ〕
	②  数 量   【 】基
	③  積載重量   【 】kg（【 】人用）
	④  停止階   〔 〕階層
	⑤  運転方式   〔インバータ全自動〕
	⑥  警報表示   中央制御室と管理棟事務室に警報を表示すること。
	⑦  その他   必要に応じ地震感知による自動最寄階停止装置

	(5)  エアーカーテン設備工事
	①  形 式　　　　　　　　　　　 〔 〕
	②   数 量　　　　　　　　　　　 〔 〕箇所
	③  設置場所　　　　　　　　　  〔ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ出入口〕

	(6)  配管工事

	５． 建築電気設備工事
	(1)  動力設備工事
	(2)  照明コンセント設備工事
	①  非常用照明、誘導灯等は建築基準法、消防法に準拠して設置すること。
	②  照明器具は、用途および周囲条件により、防湿、防雨、防じんタイプを使用すること。なお、破損の危険性がある場所はガードつきとすること。
	③  ごみピット・プラットホーム・炉室等を含め電灯は原則ＬＥＤ灯とする。
	④  外灯はポール型照明とし、自動点滅式とすること。
	⑤  コンセントは維持管理性を考慮した個数とし、用途及び使用条件に応じて防雨、防爆、防湿型とすること。また床洗浄を行う部屋については床上70cmに取り付けること。

	(3)  その他工事
	①  自動火災報知器設備工事
	ア． 受信    盤 〔 〕型 〔 〕級 〔 〕面
	イ． 感知器    種類 〔 〕，形式〔 〕
	ウ． 配線および機器取付工事（消防法に基づき施工） １式
	エ． その他

	②  電話設備工事
	ア． 自動交換器   型 式 〔電子交換式 〕
	イ． 電話器    型 式 〔プッシュホン〕〔 〕台
	ウ． ファクシミリ   〔 〕 基
	エ． 設置位置   建築設備リストに記載すること。
	オ． 配管配線工事   １式
	カ． 機能

	③  テレビ等視聴設備工事
	④  拡声放送設備工事
	ア． 増幅器型式
	イ． スピーカ トランペット、天井埋込、壁掛け型
	ウ． マイクロホン 事務室、中央制御室等に設置
	エ． 設置位置

	⑤  インターホン設備工事
	ア． 型式  〔相互通話式〕
	イ． 設置位置

	⑥  時計設備工事
	ア． 形式   〔 〕
	イ． 設置場所  （建築設備リストに記載のこと）

	⑦  避雷設備
	ア． 設置基準  建築基準法により高さ20mを超える建築物を保護すること。
	イ． 仕様   JIS A 4201 避雷針基準によること。
	ウ． 数量   １式

	⑧  防犯警備設備工事
	⑨  その他
	ア． 雷保護については、直撃雷のみならず誘導雷に対しても対策を施すこと。
	イ． 必要に応じて予備配管を設けること。
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	(6)  本施設の運転データの確認（本組合による確認）
	(7)  本施設の使用再開
	(8)  試運転は、施設の稼働を再開することを判断するのに十分な期間実施することとする。

	４． 原因究明等
	(1)  本施設が停止レベルに至った原因と責任の究明
	(2)  本施設の改善作業への着手
	(3)  本施設の改善作業の完了確認（本組合による確認）
	(4)  本施設の運転データの確認（本組合による確認）
	(5)  本施設の使用再開


	第4章　 情報管理に関する要件
	１． 運営中の計測管理
	(1)  運営事業者は、本施設の廃棄物搬入量、処理不適物排出量、焼却残さ等排出量、運転データ、用役データ、運転日誌、日報、月報、年報等を記載した運転管理に関する報告書を作成し、本組合に提出すること。
	(2)  報告書の提出頻度・時期・詳細項目は、本組合と協議の上、決定すること。
	(3)  運転記録に関するデータは、永年保管すること。

	２． 点検・検査報告
	(1)  運営事業者は、本施設の点検・検査計画書および点検・検査結果報告書を作成し、本組合に提出すること。
	(2)  報告書の提出頻度・時期・詳細項目は、本組合と協議の上、決定すること。
	(3)  点検・検査に関するデータは、永年保管すること。

	３． 補修・更新計画報告
	(1)  運営事業者は、本施設の維持管理計画に基づいて補修計画及び更新計画を作成し、また、補修及び更新の実施後は、補修結果報告書及び更新結果報告書を作成し、それぞれを本組合に提出すること。
	(2)  報告書の提出頻度・時期・詳細項目は、本組合と協議の上、決定すること。
	(3)  補修・更新に関するデータは、永年保管すること。

	４． 環境管理報告
	(1)  運営事業者は、環境保全計画書に基づき計測し、環境保全状況を記載した環境管理報告書を作成し、本組合に提出すること。
	(2)  報告書の提出頻度・時期・詳細項目は、本組合と協議の上、決定すること。
	(3)  環境管理に関するデータは、永年保管すること。

	５． 安全衛生管理報告
	(1)  マニュアル等
	①  運営事業者は、本事業の対象施設に関する安全衛生管理マニュアル、ダイオキシン類へのばく露防止推進計画等を事業期間にわたり適切に管理すること。
	②  運営事業者は、補修、更新等により、本事業の対象施設に変更が生じた場合、建設事業者と協力してマニュアル、計画等を速やかに変更すること。
	③  本事業の対象施設に関するマニュアル、計画等の管理方法については本組合と協議のうえ、決定することとし、保管は永年とすること。

	(2)  作業環境管理報告
	①  運営事業者は、環境保全計画書に基づき計測し、作業環境保全状況を記載した作業環境管理報告書を作成し、本組合に提出すること。
	②  報告書の提出頻度・時期・詳細項目は、本組合と協議の上、決定すること。
	③  作業環境管理に関するデータは、永年保管すること。


	６． 防災管理報告
	(1)  運営事業者は、本事業の対象施設に関する緊急対応マニュアル、事故報告等を事業期間にわたり適切に管理すること。
	(2)  補修、更新等により、本事業の対象施設に変更が生じた場合、建設事業者と協力してマニュアル等を速やかに変更すること。
	(3)  本事業の対象施設に関するマニュアル、事故報告等の管理方法については、本組合と協議のうえ、決定することとし、保管は永年とすること。

	７． 情報管理
	(1)  運営事業者は、本施設に関する各種マニュアル、図面、施設台帳等を事業期間中、適切に管理すること。
	(2)  補修、機器更新、改良保全等により、本施設に変更が生じた場合、各種マニュアル、図面、施設台帳等を速やかに変更すること。
	(3)  本施設に関する各種マニュアル、図面、施設台帳等の管理方法については、本組合と協議の上、決定することとし、保管は永年とすること。

	８． 管理記録報告
	(1)  運営事業者は、本施設の設備により管理記録可能な項目、または運営事業者が自主的に管理記録する項目中で、本組合が要望する管理記録について、管理記録報告を作成すること。
	(2)  提出頻度・時期・詳細項目については、本組合と別途協議の上、決定すること。また、本組合の要請に応じて必要な管理記録は適宜提出すること。
	(3)  本組合が要望する管理記録については、永年保管すること。


	第5章　 安全衛生管理に関する要件
	１． 安全衛生の確保
	(1)  労働災害防止のための危害防止基準を確立すること。
	(2)  責任体制の明確化及び自主活動の促進を図ること等の総合的・計画的な対策を推進することによって、事業上における従業員の安全と健康を確保すること。
	(3)  快適な職場環境の形成を促進すること。

	２． 作業環境管理基準
	(1)  運営事業者は、本施設の運営においてダイオキシン類対策特別措置法、労働安全衛生法等を遵守した作業環境管理基準を定めること。
	(2)  管理運営にあたり、作業環境管理基準を遵守すること。
	(3)  法改正等により作業環境管理基準を変更する場合は、本組合と協議すること。

	３． 作業環境管理計画
	(1)  運営事業者は、運営期間中の作業環境管理基準の遵守状況を確認するために必要な測定項目・方法・頻度・時期等を定めた作業環境管理計画を作成し、本組合の承諾を得ること。
	(2)  作業環境管理計画に基づき、作業環境管理基準の遵守状況を確認すること。
	(3)  作業環境管理基準の遵守状況について本組合に報告すること。

	４． 労働安全衛生・作業環境管理
	(1)  運営事業者は労働安全衛生法等関係法令に基づき、従業員の安全と健康を確保するために、本事業に必要な管理者、組織等を整備すること。
	(2)  整備した安全衛生管理体制について本組合に報告すること。なお、体制を変更した場合は速やかに本組合に報告すること。
	(3)  作業に必要な保護具及び測定器等を整備し、従業員に使用させること。また、保護具及び測定器等は定期的に点検し、安全な状態が保てるようにしておくこと。
	(4)  「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類ばく露防止対策要綱」（基発第401号の２、平成13年４月25日）に基づきダイオキシン類対策委員会を設置し、委員会において「ダイオキシン類へのばく露防止推進計画」を策定し、これを遵守すること。なお、ダイオキシン類対策委員会には、廃棄物処理施設技術管理者等、本組合が定める者の同席を要すること。
	(5)  ダイオキシン類へのばく露防止上必要な管理者、組織等を整備すること。整備した体制について本組合に報告すること。なお、体制を変更した場合も速やかに本組合に報告すること。
	(6)  日常点検、定期点検等の実施において、労働安全衛生上、問題がある場合は、本組合及び建設事業者と協議のうえ、施設の改善を提案・実施すること。
	(7)  労働安全衛生法等関係法令に基づき、従業員に対して健康診断を実施し、その結果及び結果に対する対策について本組合に報告すること。
	(8)  従業員に対して、定期的に安全衛生教育を行うこと。
	(9)  安全確保に必要な訓練を定期的に行うこと。訓練の開催については、事前に本組合に連絡し、本組合の参加について協議すること。
	(10)  場内の整理整頓及び清潔の保持に努め、施設の作業環境を常に良好に保つこと。
	(11)  上記各号に関係する法令等の改正等により労働安全衛生・作業環境管理に要する費用の増加がある場合は、本組合と運営事業者は契約金額の見直しについて別途協議を行う。

	５． 本施設の安全衛生管理
	(1)  運営事業者は、安全衛生管理体制に基づき、本施設における従業員の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の形成を促進すること。
	(2)  特に、「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類ばく露防止対策要綱」（基発第401号の２、平成13年４月25日）に基づき、運転、点検等の作業の際における作業者のダイオキシン類のばく露防止措置を行うこと。
	(3)  作業環境に関する調査・計測を行い、作業環境管理報告書を本組合に提出すること。
	(4)  本施設における標準的な安全作業の手順（安全作業マニュアル）を定め、その励行に努め、作業行動の安全を図ること。
	(5)  安全作業マニュアルは、施設の作業状況に応じて随時改善し、その周知徹底を図ること。


	第6章　 防災管理に関する要件
	１． 二次災害の防止
	２． 緊急対応マニュアルの作成
	３． 自主防災組織の整備
	４． 防災訓練の実施
	５． 事故報告書の作成
	６． 事業継続計画書の作成

	第7章　 その他の要件
	１． 本施設の関連業務
	２． 清掃
	(1)  運営事業者は、施設の清掃計画を作成し、施設内を常に清掃し、清潔に保つこと。
	(2)  特に見学者等の第三者が立ち寄る場所については、常に清潔な環境を維持すること。

	３． 植栽管理
	４． 廃油等の管理
	５． 防火管理
	(1)  防火管理は、本組合の使用区画についても対象範囲とすること。
	(2)  運営事業者は、日常点検、定期点検等の実施において、防火管理上、問題がある場合は、本組合と協議のうえ、必要に応じて建設事業者と協力して施設の改善を行うこと。
	(3)  運営事業者は、消防用設備等点検結果の報告を含め、必要な報告等を消防署へ提出すること。
	(4)  同一敷地内の管理対象外施設からの火災警報発報時には、運営事業者は協力して初期消火作業及び消防署への連絡を行うこと。

	６． 施設警備・防犯
	(1)  運営事業者は、敷地内警備を実施すること。
	(2)  同一敷地内の管理対象外施設からの警報発報時には、運営事業者は協力して可能な限り現場確認及び警察署への連絡を行うこと。
	(3)  運営事業者は、本施設の全面休止時等に施錠を行い施設の管理を実施すること。

	７． 住民対応
	(1)  周辺の住民の信頼と理解、協力を得られるよう、運営事業者は、常に適切な運営管理を行うこと。
	(2)  本組合が住民等と結ぶ協定等を十分理解し、これを遵守すること。
	(3)  運営事業者は、本施設の運営管理に関して住民等から直接、運営事業者へ意見・要望等があった場合、初期の対応を適切に行い、その後の対応を本組合へ引き継ぐこと。なお、本事業の業務範囲に係る住民等からの意見・要望等があった場合は、本組合から事業者へ指示するので、運営事業者は必要な措置を講ずること（本組合の補助業務、資料の作成等を含む）。
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